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  登場人物



  松まつ原ばらユキト………高校一年生。主人公。三十年後の支配者。


  

  桑くわ畑ばた三み十と…………第七公使。三十年後のユキトの部下。

  

  権ごん藤どう季き乃の…………ユキトのクラスメイト。保健室登校。

  

  渡わた邊なべ明あ日す美み………ユキトのクラスメイト。完全少女。

  

  新にい出で匡きょう子こ…………ユキトの担任。美術教師。

  

  大おお柿がき廣ひろ行ゆき…………ユキトのクラスメイト。バカ。

  

  常とこ滑なめ真ま尋ひろ…………ユキトのクラスメイト。陸上部。

  

  殿との山やま果か歩ほ…………ユキトのクラスメイト。浜岡の友達。

  

  浜はま岡おか朱あか里り…………ユキトのクラスメイト。ギャル。
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   プロローグ

  

  　アリエナイコトハ、アリエナイ。

  　それは俺おれが世界に対していつまでたってもそうあってほしいと願う絶対的な言葉であり、そうでなくては困るものだ。都市の上空を巨大な宇宙船が覆おおったり、地底深くから巨大な人食いミミズが道路を食い破って現れたり、殺人ロボットが未来から転送されてくるような世界はありえない。あってもらっては困る。

  　だから、今け朝さ見た光景がありえないことだったので俺は大変困ってしまった。ありえないだろ、思わずそう呟つぶやいて、即座に見ていなかったことにしようとしたほどだ。見ていないなら、認識せずにすむ。現実には起こってない出来事として処理できる。しかし、俺はそいつから目を逸そらすことができなかった。

  　それは、四月の終わりの真っ青さおな空に浮かぶ桃色のパンツだった。

  　いや、それではただ単に風に煽あおられた下着が宙を舞っているだけだ。そうじゃない。パンツからは、足が生えていた。それらはゆったりと舞う白いスカートに守られていた。その上に同じ白の詰め襟のジャケット。その両袖そでは左右に広げられており、そこから指先がまっすぐに伸びている。しっかりと留められた襟元の上には細い顎あごがのり、白い肌はだの小さな顔とふわふわで明るい色の髪の毛が風をしっかりと受け止めていた。

  　はじめは、凧たこだと思った。

  　次に、人形だと思った。

  　最後に人間だと思ったとき、クレーン車の姿を探した。つまりあれは何かの撮影で、ワイヤーで吊つられてその姿をカメラで撮影されているのだ、と。即座に辺りに注意を払ったがワイヤーもなければクレーンもカメラクルーも見当たらなかった。

  　落下してる最中だ！　と、目を背そむけかけたが、そうではないことが宙に浮かぶパンツから目を離せなくなったときにわかる。

  　落下のスピードではない。とてもゆっくりと、時間をかけて降りてきているのだ。

  　咄とつ嗟さに辺りを見回して自分のほかにも誰かがこの風景を目撃していないかと探すが、普段なら通勤通学や犬の散歩やジョギングの人が大勢いるはずなのに、今朝の公園にはなぜか自分以外いない。

  　それもまた、ありえないことだった。こんな風景は見たことがない。

  　背せ筋すじがぞくりとした俺はようやくパンツから目を離し、思わず早足でその場を立ち去った。

  　見ていない見ていない見ていない。見ていないから、あれは現実ではない。俺は疲れてるのかもしれない。というか、疲れていてほしい。昨晩はぐっすりで今朝はスッキリだったが。よし忘れよう。今見たことは全部忘れた。うん。今見たこと？　何だっけそれ、ははは。俺は何も見てませんよ？　うん。宙に浮かぶパンツなんか見ていない。うん、そう。今まさに頭上に浮かぶパンツなんか。

  　頭上にパンツが浮いていた。
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   第一章　松原ユキト、とか。

  



  
    １
  


  

  　五年間、平凡に平へい坦たんに平へい穏おんに平安に生きることを極めてきた。

  　とにかく目立たぬこと。人目につかぬこと。目め障ざわりにならぬこと。

  　常に平均を志こころざし、「皆と同じ」を目標に生きてきた。その甲か斐いあって今年の春から通学することになった高校は進学半分就職半分、男女共学、運動部文化部ともに出る大会は毎年最高で県大会どまり、の「特筆すべき点」は何もない平凡な高校。名前も平凡だ。市立中なか山やま高等学校。

  　まさに理想どおりの高校生活のスタート。

  　クラスでの立ち振る舞い方も十分心得ている。いじめられない術すべと、いじめに加担しない術。ケンカの強そうな奴やつにもおとなしそうな奴にも必要以上に絡んだりビビったりしないコツ。面白すぎずつまらなすぎない冗談やギャグを言うコツ。または、言わずにすむタイミングのとり方。どれもこの五年で完かん璧ぺきに身につけた、俺おれの人生のマニュアルで、俺自身と言い換えてもいいほど誇りを持っている技術。平凡道。

  　基本的には観察して分析、の繰り返し。「なぜあの人は目立ってしまったのか？　また、そうならないためには？」を常に考え、自分が今まで採集したデータの中のパターンに当てはめ、そのための解決法へ思考を導みちびき、自分はそうならないように、心がける。どうしてもパターンが見つからないときは、奥の手。五年前の自分に尋ねる。けれども本当はあまりこの手は使用したくない。鼓こ動どうが速くなって汗が吹き出て手が震えるからだ。五年前の自分にはできるだけ会いたくないし、また、そうならないためにこの平凡平坦平穏平安マニュアルを生み出したようなもんだ。

  　とにかく。ともあれ。

  　俺は入学二日目で見事に隣の席の少しバカな大おお柿がき廣ひろ行ゆきと、真後ろの席の陸上部の常とこ滑なめ真ま尋ひろという、非常に平均的なクラスメイトと友達になったのだった。

  「うぇーっす」

  　大柿が俺の前の席に鞄かばんを下ろしながら弛し緩かんしきった挨あい拶さつを告げる。

  「うっす」

  　簡単な返事。

  「ユキト、どーすんのお前、部活とか」

  　即座にケータイをいじりながら大柿がここ最近は毎朝の恒こう例れいになってる質問を投げかけてきた。

  「だから、入らないって」

  「んー、やっぱそっかー。入らないかー」

  「何で？　大柿、入りたい部活あるなら入ればいいじゃん。何で俺を巻き込もうとするの？」

  「ん？　や、つうかさ、真尋が陸上部じゃん？」

  　常とこ滑なめは朝練に出ているのでまだ教室には来ていなかった。

  「あいつ、小学生の頃ころから一筋らしいからな」

  　小学生。五年前。

  「でさらに、あいつもてるじゃん？」

  　そうだったのか。早速、平凡男子枠からドロップアウトしそうだが、常滑はチャラいタイプではなく、むしろ運動バカの部類なのでたぶん大丈夫だろう。

  「まあ、あいつ、坊ぼう主ずだけど、顔のパーツは整ってるからな」

  「いやいやいや、顔だけでいったらユキト、俺おれだってそんなに負けてないぜ？」

  　それはない。お世せ辞じでも賛同できない。大おお柿がきよ、自覚してくれ。お前の顔は、とことん地味だ。出会っても五分後にはどんな顔だったか忘れられる顔だ。だからこそ、俺は最初お前に目をつけたんだ。

  「あのな、大柿、いいか。今から俺がお前の似顔絵を描いてやろう」

  　そういって俺はノートに卵形の輪りん郭かくを描き、クシャクシャッと髪の毛を重ね、あとは六本の線を縦横それぞれ眉まゆ目鼻口の位置に配置した。

  「これがお前の顔だ」

  「耳がねえじゃねえか！」

  　そういう問題か。仕方ないので俺は左右に耳らしきカーブを付け足す。おまけに、顔の左上に吹き出しを描いてその中に「こしあんが大好き！」と書き足す。

  「これがお前そのものだ」

  「つぶあんのほうが好きだわ！」

  　だからそういう問題なのかって。

  「つまり大柿、運動部に入ったからといって全員がもてるわけじゃないんだ」

  　俺は大柿の似顔絵に話しかける。

  「そっちは俺じゃねーよ！」

  「とにかく。お前が不純な動機で部活を始めようとしてることはわかった。で？　何でそれに俺を巻き込もうとするの？」

  「いや、なんつうかさ。真ま尋ひろはあいつ絶対部活やるじゃん？　で、ユキトはやらないじゃん？」

  　まあ、やらないな。部活をすることによって何かを得意になったりしたくないからな。

  「そうすると、俺が部活をすればユキトが下校一人になって、しなければ真尋が下校一人ですることに……」

  「いやいや。部活の奴やつらと帰るだろ、普通に」

  「見たことあんのかよ！」

  「ねえよ？　ねえけれど、さすがに一人ってことはないんじゃないか？」

  「とにかく。お前たち二人のうちのどちらかが独りぼっちになってしまうことの決定権を俺おれが握ってることが、なんというか俺には心苦しいんだ。どちらかを選ぶなんて、俺にはできないんだ」

  「よし、大おお柿がき。俺がお前の悩みを一瞬で解決してやろう」

  「メシア……っ！」

  「俺一人で帰るからさ、お前も一人で帰れ。そしたら全員一人下校だ」

  「こいつは黒メシアだ！　人々に寂しいことを吹き込む！」

  　なんだよ、黒メシアって。

  「あー……俺もなんか部活始めようかなー……」

  　大柿が部活紹介のパンフレットをペラペラとめくりながら呟つぶやく。

  「始めろ始めろ。好きにしろ」

  　とまあ、最近はもっぱらこんなバカな話をしながら常とこ滑なめが朝練から戻ってくるのを待ち、合流したら三人でやっぱりとりとめのない話をする。休み時間や昼飯時も変わらない。

  「あー、何コレー大柿君だ」

  　そのとき、コロコロと可愛らしい声が俺たちの席に近づいてきて、大柿のイラスト入りのノートを手に取る。

  「ちょっと待てよ渡わた邊なべ。それ俺か？　そんなに似てるかー？」
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  「似てる似てるー。そっくりだよ！」

  　と、やはりコロコロと可愛らしく屈くつ託たくなく笑う。クラス委員の渡わた邊なべさんだ。背中を覆おおうツヤのある長い黒髪に、白い肌はだ。成績優秀眉び目もく秀しゆう麗れい運動神経抜群で、誰にでも優しくていつだって穏やかでちょっと背が低いがスタイルは抜群。クラス中の男子の癒いやし。こうやって男子グループの中にスッと入ってくる屈託のなさ。恋心なんか抱いだいてしまっては罰ばちが当たりそうな、完全少女。要するに、俺おれがここ五年かけてすべてを平均値にと努力してきたのに対し、渡邊さんはすべての数値をマックスまで引き上げてきたような存在。

  「この絵、松まつ原ばら君が描いたのー？　すごい上手だね！」

  「こんなの、誰でも描けるよ」。答えながら俺は渡邊さんと目を合わせられない。

  「えー本当に？　すごいすごい、じゃあ、私描いて！」

  　え？　何言い出すのこの天使。誰でも描けるってのは、そういう意味じゃないんですけど。ていうか無理無理。渡邊さんの似顔絵なんて誰がどんなに上手に描いたって本物に敵かなうわけなくて己おのれの技術の限界に打ちひしがれるだけになるに決まってるんだから。

  「いやいや、渡邊。そういう意味じゃねえから」

  　大おお柿がきが渡邊さんにつっこむ。

  「違うの？」

  「俺の顔なら簡単だから、誰でも描けるって意味だよ。なあユキト？　誰が簡単な顔だ！」

  　おお、ノリつっこみ。大柿、意外とポテンシャル高いね。

  「そうそう。渡邊ばんも描いてごらんよ、簡単に描けるから」

  　大柿みたいにスムーズに渡邊さんと会話しようとして豪快に嚙かんでしまったが気にせずに俺はノートを差し出した。

  「描けないよ私なんかー。えー？　こうかな……？」

  　サラサラサラッとノートに大柿の顔を描いていく渡邊さん。ていうか、俺より線の数も多いし全然上手なんですけど。

  「あはは、ホラ、あんまり似てないや」

  「いやいやいや、十分上手だよ渡邊。ホラ、俺の細くて特徴のない一ひと重え瞼まぶたをよく捉とらえてるぜって、やかましいわ！」

  　大柿はノリつっこみの楽しさを覚えてしまったようだ。それにしても渡邊さん、絵も人並み以上に描けるなんて、本当どこまで底が知れないんだこの人は。

  「じゃあじゃあ次は、大柿君描いてよー」

  「え？　俺が俺の似顔絵を描くの？」

  「そりゃそうだろ、順番的に」

  「何の順番だよ……」

  　そうしてノートに向かう大柿。さて、どうなるかと見ていたら突然ノートいっぱいに大まかな線を引き始めた。

  「待て待て待て大おお柿がき。お前それ何してるんだよ」

  「何って……アタリとってるんだよ」

  「アタリって何？」

  「人物を描くうえでの補助線のことだけどな」

  　答えながらサラサラとノートに人物を描き進めていく大柿。

  「だけどな、じゃないよ。お前何本格的に描こうとしてんの？　ていうかお前、自分のノートに描けよ？」

  　渡わた邊なべさんと俺おれの夢の合作を邪魔するな。

  「うるせーなー、なんかこないだ一冊どっか行っちまったから貴重なんだよ俺のノートは」

  「お前の不注意だろそんなのは！」

  「俺だけじゃねーよ？　ほかにも結構いるらしいからな、ノートなくした奴やつ。俺だけが不注意だと思わないことだな」

  　サラサラサラ。

  　何をそんな威張ることがあるのか。しかし、うまいなこいつ本当に。いかん、渡邊さんの視線が大柿の手元に釘くぎ付づけじゃないか。

  「わ、渡邊さんもノートなくしちゃら？」

  「すごーい大柿君、絵描くの得意なの？」

  　またも盛大に嚙かんだうえに無視されてしまった。

  「ん？　別に得意じゃねえよ。小学校の頃ころから絵画教室通ってただけで、得意ではねえよ」

  「得意じゃない奴が描く人物の角度じゃねえよそれ！」

  　ノートを見ると大柿の描いた大柿は、左斜め後ろの上空から見下ろされる位置に立っていた。そして顔の付近に吹き出しも描かれており、「つぶあん大好き！」と喋しやべっていた。

  「すごーい……うまーい……」

  　感心したようにノートを見つめる渡邊さん。

  　なんてこった。こいつも平均値から外れた能力を持っていたとは。やはり人は見た目ではわからない。平凡男子枠で固めたつもりだったのに、まだまだ俺のマニュアルも完全ではないな。まあいいんだ。一番大切なのは、何よりもおれ自身が一番平凡であることなんだから。

  　見ると渡邊さんは自分の描いたイラストに吹き出しを付け足して「猫大好き！」と書いていた。いや、それだといろいろ意味が変わってくるから。ていうか、ＣＭだから。

  　その後、部活から戻ってきた常とこ滑なめにも絵を描かせてみる流れになったが、これがまたなかなかに上手だったので俺は驚きよう愕がくした。大柿の似顔絵を描くはずだったのに常滑が描いたのがなぜか女の子のイラストだったことも大いに気になったが。

  

  「おーし、そんじゃあー出席取るぞー。席着け少年ヤングと少女ヤングども」

  

  　担任で美術教師の新にい出で匡きよう子こが気けだるそうにホームルームを開始する。

  　あちこちに飛び散った油絵の具や粘土で極ごく彩さい色しきに彩いろどられた白衣の中は同じように汚れた黄色のツナギ。長い髪を雑にアップにしただけの、オシャレとは無縁のスタイル。彼女こそが、俺おれの理想のハイスクールライフに影を落とす唯ゆい一いつの不安要素。今年からこの高校に赴ふ任にんしてきたというこの女教師と出会ったのは、入学式のときが初めてではなかった。

  　五年前、俺はこの人に出会った。そしてその出会いこそが、俺に今の生き方を志こころざさせるようになった。

  　平凡で平へい坦たんで平へい穏おんで平安に生きていくことのきっかけになった人物が同じ高校で、しかも自分の担任教師だなんてのはあまり望ましくないのだが、すべてただの偶然だ。こういうこともあるだろう。当時既にこの人が高校の教師をしていることは知っていたし。

  　気にせず、俺は俺の人生を慎つつましやかに全まつとうするだけだ。だから俺は慎ましやかに眺めの良い斜め前の席の渡わた邊なべさんの横顔を後ろから見て幸せな気分になる作業に戻る。うむ。平和だ。

  

  「───よーし、全員いるな、童どう貞ていソーヤング及び処しよ女じよソーヤングども。毎日毎日ご苦労なことだ」

  

  　教師の台詞せりふかよそれ。

  「せんせーぇ、権ごん藤どうさんが今日きようもいませぇーん」

  　女子の浜はま岡おかが挙手して発言。

  　クラス中の視線が一斉に俺の元へ。いや、正確には俺の前の席へ。

  「厭いやみな女……」

  　ボソッと右隣の席で大おお柿がきが呟つぶやく。常とこ滑なめは──真後ろの席でもう寝ている。

  　俺の目の前の席はここ数週間ずっと空席である。そしてこの席には、権藤という女生徒が座っていた。下の名前は知らない。初日の自己紹介のときに聞いたはずなのだが、覚えてない。

  　斜め前の渡邊さんの姿を見るとき、いつも権藤のボサボサの後頭部が視界に入ってきたことだけを鮮せん明めいに覚えている。今は、視界良好だ。

  「権藤か。権藤はな、今日も、学校には来てるからな」

  　新出が答える。

  「何で教室には来ないの？　それってずるくね？」

  　と、浜岡が近隣の仲間たちに喋しやべりかける。笑いあう。再び耳打ち。笑顔。そんな彼女たちにじっと向けられた、渡邊さんの強い視線。

  「ずるいよなー。ま、先生も言ってるんだけどな、こればかりは本人の意思で来ないとしょうがねーからな」

  　淡々と答える新にい出で。

  「……匡きよう子こちゃんも最悪だよな」

  　小声で大おお柿がきが俺おれに話しかけてきた。

  「浜はま岡おかたちがいじめたから権ごん藤どう来られなくなったの知ってるくせによ。結局教師なんて、ことなかれ主義だもんな」

  　大柿はそう言うしクラスの男子も同じように浜岡たちがいじめたと思っているのだが、実は誰もその現場を見ていないので正確な情報ではない。女子には女子の世界があるので真相は闇やみの中だ。

  　ただある日を境に権藤は教室に来なくなり、最近になって浜岡グループはそれを毎日のようにゲラゲラと笑いあうようになった。状況証しよう拠ことしては確かにクロに限りなく近いのだが、目撃情報が皆かい無むなので本当にいじめがあったかどうか、は実は誰にもわからないのだ。浜岡たちが自白するか、権藤が何か発言してくれるかを待つしかないが、結局供述だけではやはり、断定しがたい。気分悪い光景だが、誰も笑いあう浜岡グループを怒鳴りつけてやれない。

  　さっきから睨にらみつけている渡わた邊なべさんも担任教師の新出も、同じことなのだ。証拠がないから、怒鳴りつけるわけにいかないだけなのだろう。だから、俺には大柿が言うほど新出が最悪だとは思えない。

  　ただ、教室に来られなくなってしまったらしいクラスメイトのことをあんなふうに笑いあうのはどうしても我慢ができないが、だからといって俺も浜岡たちを怒鳴りつけるような真ま似ねはしない。それは俺のマニュアルに、ない。

  「渡邊ー」

  　新出が渡邊さんを呼び、プリントを渡す。

  「じゃ、これ、権藤によろしくー」

  「はい」

  　これにてホームルーム閉会。濁にごった空気を散らすかのように、教室は、再びざわめきを取り戻す。

  「なあ」と、大柿。

  「何」

  「権藤、学校には来てるって、マジかな？」

  「……知らねえよ」

  　巻き込むな巻き込むな大柿よ。お前のその正義感を否定はしない。ただ、巻き込むな。俺は事件とかそういうものからどこまでも距離を置いていたいのだ。

  　我慢できないことだって、我慢しなければいけない。

  　平凡道は、かくも険けわしい道なのだ。

  　権ごん藤どうだって大変なのだろうが、俺おれは権藤と何の関係もない。クラスメイトなだけで関係者じゃない。皆だって同じだ。だから何もしてやれない。何もしない。

  　世界だって大変なのだろう。いろいろと。けれども俺の周りだけは。俺の生活する範囲だけは平和であってほしい。代わりに、俺も世界に何も変革や事件を求めないから。平凡なことだけ起こってくれ。明日あしたも、明後日あさつても、三十年後も。

  　何かありえないことが起こってもそのときは、俺は全力で目を逸そらすから。
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  　数日前に教室でそうしっかりと誓ったはずなのに、今け朝さの俺はゆっくりと下降するパンツに目が釘くぎ付づけになっていた。

  　どうやら事態はだいぶ深刻だ。

  　まず第一に俺はだいぶ早足で歩いたはず。第二にそれにもかかわらず俺よりも先の位置に移動している。そして第三に、女は突とつ如じよ降下のスピードを速めた。というか、本来そうであったはずの自由落下の速度に戻ったというべきか。

  「うきゃあっ！」

  　落下女はそんな声を出しながらおよそ二階ほどの高さから一気に地面に落下して、地面に刺さった。

  　あれ？　公園の地面ってそんなに軟らかかったんだ？　と、思うくらいに落下女はその下半身のほとんどを地面にめり込ませながら、初めて目を開いた。その大きな目は辺りをキョロキョロとせわしなく見回し、俺と目を合わせる。落下女はその目を離すことができないくらい、美少女だった。美少女は左手を斜め上へまっすぐに突き上げて大声で叫んだ。

  

  「ユキト総そう統とう様！　第七行こう使し桑くわ畑ばた、ただ今、馳はせ参じましたっ！」

  

  　気がつくといつの間にか公園の中は大勢の人が慌あわただしく行ゆき来していた。いつもの朝と同じ風景だ。何人かは地面に半分埋まった美少女と対たい峙じする俺を見ていたが。

  　やはりここは見なかったことにして平へい穏おんな生活に戻るのが一番なのだ。何より俺は、決して総統様なんかではない。埋まったままの地面女の横を通り過ぎ、ほかの人々の中に溶け込むことにする。

  「あ！　ユキト総統！　総統様！　お待ちください！　私も一緒に参じます！　あ、あれ？　なにこれ！　やだっ埋まってる！　抜けません総統っ！」

  　知るか。自分で勝手に空から落下して埋まって「抜けません」もない。

  　後ろで何か喚わめいているが聞こえないふりに専念して先ほどより速く歩いてその場を立ち去る。

  「そーとーっ！」

  　ほら、どっかのユキト総そう統とうさんは早いとこあのどーかしてる女子をなんとかして差し上げなさいよ。ユキト、って偶然にも俺おれの名前と同じだね！

  「ええいっ何だ君たちはっ？　さてはレジスタンスかっ」

  　なんだ？　その声に思わず俺は立ち止まり、振り返ってしまう。

  　見ると、地元ではあまり偏差値が高くなく生徒たちの素そ行こうも褒ほめられたものではない、でお馴染みの灯とう光こう院いん高校の男子生徒たちが数名、地面女を囲んでいる。彼らは皆一いち様ように同じような金色やら茶色やらに染め上げた髪の毛を、ありとあらゆる方法でありとあらゆる方向へ重力に逆らわせた、冗談みたいな髪形をしていた。

  「お姉さん落とし穴入って何してんの？」「おねーさんかわえーね」「助けてあげよっか？」「つか君どこの生徒？」「おっぱい触ってもいい？」

  　ニヤニヤと地面女を囲んで見下ろしながら馴なれ馴れしく話しかける不良たちを、周りの大人や学生たちは見て見ぬふりだ。そして当の地面女本人はといえば、

  「こ、これは落とし穴ではない」「え？　可愛いかな、えへへ」「手を貸してもらえるのか？」「生徒などではないっ」「なぜ胸を触るのだ今っ!?　こらっやめろっ」

  　いちいちすべてに対応している。これではむしろ周りから見たら仲間に見えるんじゃないか？　絡まれてるときは絡まれてるなりの相応ふさわしい反応があるのだ。そんなマニュアルも知らんのかあの地面女は。

  「こ、こらっ！　胸を触ろうとするな！　やめろっ！　あ、やめてっ」

  　おいおい誰か止めろよいい加減。胃袋の一番奥底辺りから誰かが一瞬、凄すごい速度で現れて眉み間けんまで駆かけ抜けていく。いかん、ここは抑えろ。駄目だ駄目駄目。おい朝から何やってんだ若者よって大人が止めろよ。何立ち止まってチラチラ見てるんだサラリーマン！　そこの学生も！　せめて、警察を呼ぶとか！　なんで誰も彼女を助けようとしないんだ？

  　決まってる。俺と同じ理由だ。

  　皆、自分の生活に事件を呼び込みたくないのだ。

  　自分は関係者ではない。だから、関係者同士がなんとかすれば良い。

  　くそ。さっき地面女は俺に「ユキト総統」と声をかけた。俺は間違いなく総統なんかではないが、ユキトではある。だから地面女の関係者は恐らく俺だ。つまり、えーっと、俺が止めるのか、これ、ひょっとして？

  　冗談じゃない。それはマニュアルから大きく外れることになる。五年間かけて積み上げてきた平凡を守るためにもそれは絶対にタブーだ。

  「胸を触るなってば！」

  　とうとう触られてる地面女。くそ！　どんだけ胸触りたいんだ不良たち！　俺も混ぜろ！

  　俺は今来た道を引き返した。

  「あ、あのですねー……」

  　思いきって不良たちの輪の背中に声をかける。ついにマニュアルに反してしまった。もう知らん。

  　一瞬ざわつく公園内。後に、沈黙。ゆっくりと輪を解いてこちらに顔を向ける不良たち。

  「何こいつ」「知らねえ」「この子の友達？　あんた」「つか君どこの生徒？」「お前も触る？　おっぱい」

  　触る！　いや、そうじゃない。

  「総そう統とう様！」

  　ぱああっと、嬉うれしそうな表情を地面からこちらへ思いっきり放射する地面女。いや、だからお前はいったい誰なんだ？　あと、総統って呼ぶのやめてくれないかな、今、この状況で。

  「ソートー？」「ソートーって名前？」「あんた外国人？」「つか君どこの総統？」「相当おっぱい触りたいってこと？」

  　ホラみろよくわからない情報が伝でん播ぱされた。それと約一名やけに所属を気にする不良がいるが、それはなぜなんだ。

  「あのですね、総統じゃないんですけど、この人、なんか、俺おれの関係者らしいので、すみませんが今日きようのところはお引き取り願ってもよろしいでしょうか？」

  　声を震わせながらなんとか言葉を選んでそう告げる。これだけへりくだっていればそうそう彼らの感情を逆さか撫なでもしないはずだ、けれど。

  「あ？　関係者？」「なにその言葉遣い？」「あんた俺ら馬ば鹿かにしてる？」「つか君どこ関係？」「おっぱい」

  　どうやら無駄に終わったらしい。よくわからないがとうとう「おっぱい」としか喋しやべらなくなった不良がいるのがその証しよう拠こだろう。よくわからないが。

  「馬鹿になんてしてないです。あの、この人は俺が一人で責任もって地面から引っこ抜きますので、皆さんのお手を煩わずらわせる必要はないかと思いまして」

  「何でよ、手伝うっての」「人の親切は受け入れるもんだろ？」「あんた馬鹿にしてんだろ」「つか君誰？」「ボイン」

  　なぜ胸の呼称を変える？　いかん、全然立ち去る気配を見せないな。このままだとあれだ。殴られるパターンだな。くそ。やっぱ戻るんじゃなかった。もういい、知るか。無視だ、もう。

  　俺は地面女に向かって手を差し出した。

  　地面女は目を何度か瞬まばたかせて言った。

  「総統様……この手は？」

  「あのなあ……困ってるんだろ？　いいから手、摑つかめよ。引っこ抜いてやるから」

  　地面女はゆっくりと俺の手に両手を伸ばしたが、摑む寸前で引っ込めた。

  「あ、おい」

  「大丈夫ですっ総そう統とう様！　総統様の手を煩わずらわせるまでもありませんっ！　第七行こう使し桑くわ畑ばた、自身で現状をなんとかしますっ」

  　そう俺おれに告げるなり地面女───桑畑は白い詰め襟のボタンを順に外し始めた。ギャラリーから歓声が上がる。上着の下には下着──ではなく、普通の開かい襟きんシャツだった。ギャラリーから落らく胆たんの声。ていうか、早く会社なり学校なり行けよお前ら。

  　シャツの下にさらに手をつっこむと桑畑はするすると黒く細長い棒を器用に取り出した。人の背丈ほどあるそれの先端には、長方形の青いプレートが取り付けられており、そのプレートの真ん中には白い矢印が大きく描かれていた。

  「……道路標識か、それ？」

  　思わず尋ねた。

  　柱部分が黒いが、それはどう見ても一方通行の道路標識だった。ただし、本物より一回りほど小さい。

  　そして桑畑は俺の質問には答えずにおもむろにプレート部分で自分の周りの地面をかき出し始めたのだった。ポカンと見つめるギャラリー、そして不良たち。

  「えーと、桑畑……さん？」

  　俺は声をかける。

  「大丈夫ですっ！　総統様のお手を煩わせずとも！」

  　一いつ心しん不ふ乱らんに地面を削っている桑畑。

  「いやいやいや、そうじゃなくてそれ、ものすごい時間かかるよね？　脱出するまで！」

  「大丈夫！　私、時間なら腐るほどありますから！」

  「そっちにあってもこっちにはねえんだよ！」

  　一斉につっこむ俺とギャラリーと不良。

  　そのとき。誰かが通報したのか騒ぎを聞きつけたのか、警官が二人やってきてギャラリーを解散させ始めた。同時に、不良たちも紛まぎれてどこかへ行ってしまった。

  　桑畑に余計なことは喋しやべらないように、と言い含めてから警官には友人が通学中に落とし穴にはまってしまった、と説明した。学生証を見せて名前を告げると警官は学校にキチンと行くように、と伝えて去っていった。やれやれ。

  　桑畑はまだ地面を掘っていたが、まだまだ時間がかかりそうだった。

  「じゃ、俺、行くから」

  「ええっ!?」

  　目を見開いて驚く桑畑。

  「……いや、遅刻しちゃうし、別に、もう大丈夫だろ、じゃ」

  　と、去りかけるが、

  「総統様、冷たい……」

  　と、半泣きで呟つぶやく桑くわ畑ばた。

  「いや冷たいも何も、俺おれ学校あるし。遅刻とかするキャラじゃないし」

  「本当に行ってしまわれるのですか？」

  「行くよ！　ていうか、何すんだよ学校行かなかったら」

  「私と今後の作戦会議とか……」

  　作戦会議って何だ。何に対して作戦を練るんだ。

  「俺は、お前のそのわけのわからん総そう統とう様ごっこに付き合うつもりは毛もう頭とうない」

  「ごっこじゃなくて事実なんですよ？」

  　やだこの子、本格的にお花畑。どうしてそんなのに俺が選ばれてしまったんだ。災難としかいいようがない。俺はため息をついて思わず頭を抱える。

  　やっぱりこういう子だったか。こういう設定を考えちゃう子か。自分一人が設定上の人物ならまだしも、近所の野の良ら猫ねこを「異世界とを結ぶゲートが現世では猫の姿になっている」とか、タバコ屋さんの婆ばあちゃんを「フォースの強力な使い手」とか、平凡な男子高校生を捕まえて「総統様」とか言って強制的に他者を設定に巻き込んじゃうような子だったか。後々自分の設定と現実のギャップに挟まれてめんどうくさいことになるのはわかってんのに、どうして脳内だけでは我慢できないかなあ。

  　そしてさっきから全然地面の掘り返しが進んでない。

  「なあ、そのペースでやってたらいつお前は穴から出られるんだ？」

  「何、すぐにでも出てみせますっ」

  「三十センチも掘れてないぞ」

  「……手伝ってもらってもよろしいでしょうか？」

  「手を煩わずらわせないんじゃなかったのかよ！」

  　と、つっこんでも仕方がない。桑畑が穴から出ない限り俺を解放してくれないのであれば手伝うしかない。俺は覚悟を決めて桑畑の背中部分の地面をかき出すことにした。

  　見事、完全に地面に埋まっている。こんなことってあるだろうか？　やっぱりさっきのアレは見間違いなんかじゃなくて、桑畑は空から降ってきて地面に埋まったのだろうか。

  「いやいやいやいやありえないから」

  「へ？　何かおっしゃられましたかっ？」

  　見間違いに決まってる。第一、桑畑が空から降りてくる間、公園に誰もいなかったじゃないか。あれがそもそもありえない。通勤通学の人々で賑にぎわうこの公園のあの時間帯に人がいないことは、絶対にない。だからやっぱりこいつが空から下降してきたのは俺の気のせいかアドバルーンか何かの見間違いで、実際は少し深い穴にこいつがはまってるのを俺が気づかずに通り過ぎようとしたら声をかけられただけだ。その証しよう拠こにその直後、公園にはいつものように人が大勢いたじゃないか。寝ぼけてたのかな。てへぺろ。

  「あ、あの、総そう統とう様……」

  　桑くわ畑ばたの小さい声で俺おれの思考は中断される。

  「ん？　何？」

  「あ、あの……くすぐったい、です」

  「んんん？」

  　考え事をしてた俺はいつの間にか地面ではなくて桑畑のわき腹を一いつ心しん不ふ乱らんにかき出していた。ぐにぐにぐに。

  「とわっ！　ご、ごめん！」

  「あ、は、はい。あの、気をつけてくださいね」

  　何顔を赤らめてるんだ。いや、悪いのはこっちだが。

  「わ、わざとじゃないからな」

  「あ、そうなんですか」

  　何その反応？　わざとでもよかったってこと？　ていうか君にとって総統様ってそういうことしてもいいような人って設定なの？　朝っぱらから何考えてんだ俺も！

  　とりあえず。空中浮ふ遊ゆうの問題は俺の見間違い、ということで無事解決した。あとはこいつのこの脳内設定が、いったいなぜ生まれたのか、だ。ていうか、なぜ俺が付き合わされることになったのか？　脳内設定で誰かを自分の総統様に見立ててお花畑の中で道路標識振り回すぶんには一向に構わない。ただ、間違っても俺を選んでほしくないってだけ。

  「えーっとだな。なんて言うか、まず俺は総統様ではないんだけど」

  「な、何をおっしゃるのですか？　総統様！　それは、何かの、あの、いわゆる、私の忠誠心をテストするといったような、そういった、謎なぞかけか何かですか？」

  　あー。謎かけね。そうきたか。うん。めんどうくせえなこいつ。

  「総統様は総統様です！　私が見間違うはずもありません！　今が三十年前ですので確かにお若い姿ではありますが、だからといって第七行こう使しであるこの桑畑が総統様を見間違えるはずなどありません！」

  　涙交じりで訴うつたえる桑畑。

  　え？　えーと、何？　なんて言った今？　三十年前？　ちょっと待って。頭が痛くなってきた。だいぶ作りこまれた設定らしいな、おい。

  「えと、どうして俺が君の総統に選ばれたんだろうか？」

  「お言葉ですが総統様、私たちが選んだのではなく、総統様が私たちをお選びになられたのですけれど」

  　選んでねえよ。選んでねえよ。っていうか今なんて言った？

  「私たち？　私たちって聞こえたんだけど。私、の間違いだよね？」

  「いえ。私たち、行使は全員ユキト総統に選抜されました」

  　ほかにも桑くわ畑ばたの脳内に巻き込まれてる人たちがいるってことか。災難だが、直接絡まれていないぶん、俺おれよりは幸せだと思う。

  「で、ほかの行こう使しは？　どこにいるわけ？　ひょっとしてさっきの不良のうちの一人がそうだったとか？」

  　そして今は悪の心に侵されてるから味方に気づいてなかったとか？

  「いえ、それなんですが」

  　神しん妙みような口調で答える桑畑。

  「どうした」

  「総そう統とう様、まだ出会ってらっしゃらないのですか？」

  「出会ってらっしゃらないよ。お前が初めてさ」

  　そして、最後さ。

  「ふむ。コレはひょっとしたら転送エラーかもしれないです」

  　転送？　きたぞきたぞ。俺、どこまでついていけるかな、この子の設定に。

  「行使たちは全員、私がこの時間に送り込んだのです。で、私自身が最後でした。時間転送が使えるのは時間魔法の行使である私だけだからなので──」

  　はいはい、転送ね。時間魔法ね。しかし思ってたよりもあれだ、設定好き特有のわけのわかんないかっこよさげな単語はまだ使われてないな。いうなれば行使、くらいか。こういう人たちってそこにこそ凝こるもんだと思ってたが。ちょっとつついてやるか。

  「で？　時間転送ゲートに多少のイレギュラーが生じたのか？　でもそのエラーは予想範はん疇ちゆう内だから深刻なエラーと断定するほどではないんだろ？　前後五パーセント程度の誤差ならゲートキーパーたちが回復プログラムのレベル３の使用を許可して干かん渉しようすれば即時に修正可能だったりするわけだし？」

  　ぽかん、とオノマトペ付きで背後を振り返ってる桑畑。どうだ？　俺のでたらめも悪くないだろ？　乗ってきてもいいんだぞ？

  「……総統様、何をわけのわからんことおっしゃってるんですか」

  　まさかの掌てのひら返し！

  「こういうのが好きなんじゃないのか？」

  「好きとか以前に……ゲートキーパー？　回復プログラムレベル３？　なんというか……失礼ですが、恥ずかしくはないんですか？」

  「恥　ず　か　し　い　よ　！」

  　くそ、付き合って損した。科学と魔法のコラボレーションはきっと大好物だろうと思ったのに。

  「……ええとですね、その、時間転送ゲート？　──にイレギュラー？　──が発生したわけではなくてですね……。単純な話、順番に送り込んだので、一番最後の私が一番初めに到着したのは何でかなあ、という疑問でございまして。あ、でも、うん……前後五パーセントの？　──誤差？　──ということなのかもしれません、確かに。ハイ」

  「いいよ気を使って無理して納得できない単語を組み込まなくても！」

  　とにかく、ほかの部下たちはまだこの時間に到着してないって設定か。なるほど、それなら確かに巻き込む人数を俺おれ一人で抑えることができるな。ひょっとしたら意外と考えられてるのかもしれない。

  　それにしたって。どうして俺なんだ？

  　と、ここで。

  　俺の頭に一つの答えが浮かび上がる。

  　どうして俺でなくてはいけないのか。

  「……そっかー……。マジかー……」

  　桑くわ畑ばたが俺にこんなに固こ執しつする理由。穴にはまってまで俺を待ち伏せした理由。

  　この子、俺に惚ほれてるんだ。それしかない。だからもちろん、ほかの人では駄目なのだ。そうか。うんうん。惚れてしまったか。仕方ないね、それは。恋愛感情は止めようと思っても止められるもんじゃないからね。でも俺は平凡で平へい坦たんで平へい穏おんで平安を愛する男なんだ。君みたいにエキセントリックな子は、いくら可愛くても、

  「何か言いましたか？　総そう統とう様？」
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  　いくら可愛くても、

  「あ、もうすぐですよ、ホラ、もうすぐ、膝ひざが抜けそうですっ！」

  　膝を交互に動かしながら、尻しりを左右に振りながら、桑くわ畑ばたは嬉うれしそうに宣言。

  　うん。渡わた邊なべさんほどじゃないが、確かに、

  「あ、もうすぐ、もうすぐ抜けます！　ホラ、見てくださいっ！　ホラホラっ！」

  　総そう統とうと呼ばないのであれば──尻を振るな尻を──その設定をこちらに押し付けないのであれば──全然尻だ。違う。ありだ。いやいやいや。俺おれには渡邊さんという、アイドルが──こちらにシリ向いてくれるかどうかわからないアイドルが。それだったら、今まさにこちらを向いてくれてる、ちょっと困った設定を脳内に描えがいてはいるが可愛い尻のほうが？　いやいやいや。ちょっと困った尻は、ちょっと尻る。

  「飛び出しました！」

  　そう叫んで尻は、もとい、桑畑は穴からジャンプして抜け出し、燦さん然ぜんと地面にその両足を着けた。

  　あらためて見ると桑畑はやはり、美少女だった。その細い体を白い詰め襟のジャケットで包み、スカートは同じ純白の膝下までのフレアスカートで、やはり細くて白い脚を折り返しのある白のエナメルロングブーツで覆おおっている。早い話が全身白色だった。髪形は肩までの長さの明るい色のくせっ毛で、それが小さい顔がより小さく見えるように引き立てており、とても似合っていた。そして右手には、支柱部分が漆しつ黒こくに塗られた道路標識が握られていた。

  「……飛び出しましたヨ？」

  　桑畑は申しわけなさそうに思わず見とれてしまっていた俺に再度伝えた。

  「お、おう。飛び出したな。そ、それじゃ、俺はこれで」

  　見とれていたこと──主に尻に──を悟られたくない俺は踵きびすを返して歩き出した。そこを。しっか、と学生服の裾すそを桑畑に摑つかまれてしまう。

  「な、何だよ、もう用はないだろ。俺は学校へ行くんだ」

  「はあ…………。総統、本当に、忘れてしまったのですね、私たちのこと」。桑畑はがっくりと肩を落とし、深いため息をついた。

  「忘れるも何も、初対面だと思うんだけど」

  「ひどいっ！　昨日きのうも、皆でお食事会をしたじゃないですかー！」。さめざめと泣き始める桑畑。

  　いや、してないしてない。誰ともお食事会なんか行ってない。

  「桑畑」

  　俺はもう一度だけ桑畑の設定に付き合うことにする。

  「ふぇい」

  「その、昨日ってのは、何年の何月何日のことだ？」

  「はい。松まつ原ばら十五年四松二十六原のことですっ！」

  「待て待て待て待て待て待て。……ええとね、その、松原十五年ってのは、西暦でいうと、何年？」

  「ええと確か……松原元年に西暦が廃止になったはずですので確か……二〇四一年ですね」

  　三十年後だ。

  「二〇四一年の、四月二十六日のことであります」

  　三十年後の、昨日きのう、だ。

  「それでその……松原十五年の松原って何？」

  　きょとんとする桑くわ畑ばた。

  「何って……元げん号ごうですが」

  「なんだよその元号！」

  　思わず声を荒らげる。

  「総そう統とう様が定めたんじゃないですかっ！」

  「知らん知らん知らん。俺おれは自分の苗みよう字じを元号に定めるなんて恥ずかしい真ま似ね絶対にしない。月が松、で、日が原？　もし、したなら、それは俺じゃない。俺の皮をかぶった地球外生命体だ。そんな奴やつの言うこと聞くな、バカになっちゃうから」

  「そんなこと言わないでください総統様！　松原元年生まれの桑畑はそれが誇りでありますのにっ」

  「そんな誇り便所に流しちまえ！」

  「踏みにじられたっ!?」

  　再びさめざめと泣き始める桑畑。

  　あーめんどうくさい。あーめんどうくさい。あーあーめんどうくさい。やっぱり駄目だ。いくら惚ほれられていようがいくら美少女だろうが、こういう女の子は俺の生活にはそぐわない。やはり俺には渡わた邊なべさんしかないんだ。

  　俺は膝ひざをついて桑畑の肩にそっと手を置いて、話しかけた。

  「ええと、桑畑」

  「ふぇい！」

  　ガバッと顔を上げる。

  「俺の目を真っすぐに見てくれ」

  「え？　えええええ、さ、三十年後の総統様なら畏おそれ多いことこのうえないのでありますが、お若い総統様でも、その、き、緊張するでありますなぁ！」

  「うるさい。いいから。俺の目を見てくれ」

  「は、はいっ」

  　桑畑は目を真っすぐに見つめたかと思うと、なぜかゆっくり目を瞑つぶり唇くちびるを突き出してきたので俺おれは桑くわ畑ばたを殴った。

  「痛いっ！」

  「誰がキスを待てと言ったのか？　目を見ろ、と言ったんだよ！」

  「す、すみません！　き、緊張のあまりつい、自分でもわけのわからぬ行動に」

  　そして桑畑は再び目を真っすぐに見つめてきた。今度は目を瞑つぶらない。

  「よし。桑畑、聞いてくれ」

  「何でございましょう」

  「未来へ帰れ」

  「ふえええええええ？」

  　俺は慌あわてふためく桑畑の両肩を摑つかみ、回れ右させ、その背中を押した。

  「今すぐだ！」

  「困ります！」

  　しかし踏みとどまる桑畑。

  「こっちだって困る！　今すぐ帰って三十年後の俺に『お前のようなアホタレに育ったことに三十年前の俺はほとほと愛あい想そを尽かしておりましたでありますでござんすんすすーん』とでも伝えといてくれ！」

  「私何キャラなんですかそれ!?」

  「知るか！　とにかく迷惑だ！」

  「過去に行けと命じたり未来へ帰れと命じたり、我々の現在は、どこにあるのでありますか!?」

  「……おい急に哲学的な問いかけするなよ！　焦あせるよ！」

  「総そう統とう様！　私たちのこと、思い出してください！」

  「だから忘れるも何も、知らないんだよ！」

  　と。さっきまで勢いよく喋しやべり続けていた桑畑の動きが止まった。

  「……知らない？」

  　口だけ動かしてそう問いかけてくる。

  「知るわけないだろ、俺とお前が出会うのは……少なくとも、お前が生まれてからなんだから」

  　ええと、松まつ原ばら元年に生まれて、桑畑が二〇四一年の時点で十五歳、という設定だから。

  「二〇二六年にお前が生まれて、そこから初めて俺に出会えるんだろ。二〇一一年の時点で思い出すも忘れるも何も、ないだろ」

  「…………………………」

  　見ると桑畑は、汗をだらだら流しながら固まったままだ。

  「おい、聞いてんのか……？」

  「そうだったー。……忘れてたー」

  　今なんて？

  「お前……俺おれがまだ桑くわ畑ばたのことを現時点で知らないって、忘れてたの？」

  　カクン、と壊れた機械のように頷うなずく桑畑。

  　自分で作った設定に溺おぼれたな。愚おろかな女だ。

  「………………莫ば迦かなの？」

  　やはりカクン、と今度は涙目で頷く桑畑。

  「………………」

  「………………（カクン）」

  　いや、カクン、じゃないよ。

  「あ、あの、総そう統とう様。こ、ここで私と総統様が接触したということはどうか、ご内密に、お願いいたします。あの、そうでないと後で私すごく、怒られてしまいますので、よろしくお願いしまみまむめ」

  　なんだか緊張のあまりきちんと喋しやべれていないぞ。

  「そ、それではっ！　また後ほど、しかるべき時間にしかるべき場所で、またお会いしましょう！　失礼いたしますっ！」

  「え？」

  　言うが早いか桑畑は例の黒い棒の道路標識を握りなおした。

  「一方通行！」

  　桑畑が言うなり道路標識を一振りしたが、特に何も起こらずに少し風が舞っただけだ。あと、危ない。

  「何も起こらない！」

  　起こってたまるか。

  「失礼しますっ！」

  　言いながら桑畑は一いち目もく散さんにその場から走って去っていった。

  「……なんだったんだ」

  　ぽつんと公園に取り残された平へい穏おんで平へい坦たんで平凡で平安を愛する俺は、再び日常に戻りたがっている。しかしそこにまだ微かすかに残る女の子独特の甘い香りが、そう思わせない。そればかりか、桑畑の言うしかるべき場所に早く出向いて、しかるべき時間が早く来ればいいのに、と心のどこかで思っている。

  　駄目だ。そういうのはもう、五年前のあの日にきっぱりと切り捨てたじゃないか。そのためのマニュアルじゃないか。

  　何で不良たちに話しかけてしまったんだ。ああいうことは、もう二度と、しない。絶対に。五年かけて作り上げた平凡を、自みずから崩すような真ま似ねは、あれが最後だ。

  　ありえないことは、ありえない。そうでなくては困る。

  　三十年先の未来、俺おれが自分の苗みよう字じを元げん号ごうに制定するような世界では、困る。

  　あまつさえ、自分の部下を過去の自分になぜか送り届けるような世界では、困る。そしてその送り届けられた部下が───可愛い子だったりすると、もっと困るのだ。

  「そんな設定に、俺を巻き込まないでくれ」
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  　二限目が終わるタイミングで学校に到着した。

  　そのまま教室へ入り、自分の席へ着席。

  「今け朝さ、何があった？　説明しろよ、聞いてやるから」

  　俺が鞄かばんを下ろしたタイミングで前の席に腰をかけた大おお柿がきが話しかけてきた。

  「空から落下してきた美少女が穴に埋まってたから掘り出してきた」

  「エキサイティングじゃねえか……」

  　ごくり、とつばを飲む音。

  　常とこ滑なめは机に突っ伏して熟睡していた。

  「で、その落下してきた美少女は今どこに？」

  　真ま面じ目めな顔で大柿が尋ねてくる。

  「それがな、手に持っていた道路標識の棒を一振りしたかと思うや姿を消してしまったんだ。恐ろしい話だよ。やれやれ」

  「あのなユキト。どうせ言いわけするならもっとカッコいい言いわけ考えてこいよ、何だよそのぼんやりとしたエピソードは？」

  「いや、どちらかといえばそうだな、同情してほしい」

  「何に？」

  「朝から穴掘りに付き合わされた──俺に」

  「そのアホらしいエピソードでゴリ押ししようとするお前に同情するよ」

  「事実なんだから仕方ないだろ」

  「それ、匡きよう子こちゃんにも言うのか？」

  「言う。何しろ、事実だからな」

  　大柿はため息をついて左手で自分の目を覆おおい、再び俺を見た。

  「素直に寝坊しましたって言っとけ」

  　もちろん、それが一番平均的な言いわけだし、そうするべきだ。大柿の提案は全く健全で正しいもので、やっぱりこいつは信用できる、と感心する。

  「だけど、事実だしな」

  　俺はもう一度同じことを言う。

  「素直に寝坊しました、とか言いたくないんだろ」

  「寝坊してないからな」

  「いいよ、じゃあ、そういうことで。一緒に考えてやる。んー、お婆ばあさんが横断歩道を渡るのを手伝っていたっていうのはどうだ？」

  「それでは二時間も遅刻しないんじゃないか」

  「空から降ってきた女の子と地面に穴掘ってたって言うより現実味があると思うけど？」

  「違う違う。穴を掘ってたんじゃなくて、埋まった女の子を掘り出してたんだ」

  「そここだわるような問題？　じゃあ、横断歩道婆さんの説はなし。これはどうだ？　ユキトは登校中うっかりマンホールに落ちてしまい、下水の中を彷徨さまよったあげく、ようやく脱出できたっていうのは？」

  「よし、わかった。それでいこう。ありがとう大おお柿がき！」

  「でもそれ、やっぱり言わないほうが良いと思うぞ」

  　おう。俺もそう思ってるよ。

  

  「──で、今け朝さ、何があった？　説明しな。聞いてやるから」

  　三限を終えた休み時間、新にい出でが俺を呼び出した。で、ここは新出の学校内指定場所になっている美術準備室。

  　新出は服と同じく油絵の具やら粘土で汚れた木製の椅い子すに腰かけたまま大柿と全く同じ質問をしてきた。

  「すみません、寝坊しました」

  　予あらかじめ用意していた噓うそをつく。

  「噓つくな」

  　もうバレた。いや、ていうか、何でそんな断言できるのこの人。「寝坊したのか仕方ない奴やつだ入学してまだ間もないのにそんな気が緩ゆるんでたら駄目だぞ気をつけろじゃあクラスに戻って良いぞ」って言われて終わると思ってた俺おれはちょっと焦あせる。

  「いやあ、噓じゃないっすよ」

  　と、さらに噓を重ねる。

  「じゃあ聞くけど、昨日きのうは何時に寝た？」

  「三時です。夜中の」

  　本当は二十三時にはぐっすりだった。

  「何してたんだ？」

  「ネットゲームを、少々。いやーはまっちまいまして」

  「ゲームの名前とログインサーバーとアカウント名を答えろ」。サッと紙とペンを出す新出。

  「ちょっと待って。それ知ってどうするんです？」

  「決まってる。ささやきチャットで話しかけて、もう寝たほうがいいんじゃない？　とか言うのだ」

  「ブロックするわ！」

  　この人の場合、これは全く冗談でも何でもなくて本当にしかねない。というか、絶対、する。俺おれはやってもいないネットゲームの世界で、毎日〇時になると同時に新にい出でから突然チャットが来るのを思い浮かべてぞっとした。

  「なぜブロックする。先生はユキトの健康が心配なだけだぞ？　別にゲームの邪魔をしようとか、一緒にクランを組もうとか言ってるんじゃないぞ？　まあ、ユキトがそれを望むならクラン組んでやらんこともないが」

  　望まない望まない。何が悲しくてネットでも教師と会わねばならんのだ。そもそもネットゲームなんてやってないのだから会いようがないのだが。

  「ふん。やっぱり噓うそなんだろう。バレバレなんだよ」

  　そう言うなり新出は着ているツナギの前のジッパーを下ろし始めた。

  「うわ、な、何脱いでるんだよ？」

  「ん？　何考えてる馬ば鹿か。暑いから作業着を脱ぐだけだ。下にちゃんとＴシャツ着てるわい」

  「そ、そうか……」

  　少し残念なような安心したような。

  　新出はツナギの上半身部分を脱ぐと、両腕の部分を腰に巻いて縛った。しかし、その下に着ていたＴシャツも、やはり粘土やら油絵の具で汚れていた。白衣もツナギも、下が汚れないように着るもんじゃないのか？　ひょっとしてこの人は、汚れる度たびに上に重ね着していってるのだろうか。

  　新出は煙草タバコを一本、肉厚で形の良い綺き麗れいな唇くちびるに挟み、火をつけて煙を思いきり吸い込んだ。ていうか学校内は禁煙じゃないのかよ。

  「ユキトは昔から噓をつくと上唇を少し尖とがらせる癖があるからな。私の前で噓なんかついても無駄だ。どうせ噓をつくのならもっと燃えるような噓をついてほしいもんだ。──たとえば、ブレーキが壊れて時速百二十キロで暴走する大量のニトロを積んだ地下鉄を、相棒の黒人技師と協力して間かん一いつ髪ぱつで止めてきたとか」

  「それ言ったら信じるんかよ？」

  「信じるわけないだろう！　でも、手に汗握る噓じゃないか！　同じ噓でもこちらのほうが優れていると、私は考える！」

  　噓に優劣はないと思うのだが。

  　大おお柿がきよ、俺たちの担任は想像以上に、めんどうくさいぞ。お前の提案した横断歩道婆ばあさんとかマンホール大冒険とかワンボックスカー誘ゆう拐かい事件のほうがよっぽど、このお姉さんの心を摑つかんだに違いない。

  　ん？　待て。

  　さっき何かが引っかかった。新にい出での言った言葉で、だ。なんて言ったっけこの人。昔から噓うそをつくと、って言ってなかったか？

  「先生」

  「どうした？」

  　新出はさっき取り出した紙にペンで何やら動物の絵をサラサラと手て慰なぐさみに描いている。さすが美術教師。圧倒的にうまい。

  「俺おれの噓、昔からバレてるって、言いましたよね」

  「ん、ああ。言った」

  　サラサラサラ。

  「それってつまり、五年前の、あの日からってことですか？」

  「ん？　そりゃ、そうだよ。そうに決まってるだろう」

  　五年前のあの日。俺が新出に初めて出会い、同時に世界に対して願いを抱いだくようになったあの日。あの日に俺が新出についた噓も──バレていたのか。まあ、それはそうだろう。あんな噓。信じるほうがどうかしてるに決まっている。でも確かあのとき、新出は俺のついた噓になんて答えてくれたんだっけ────た　し　か、

  

  「で、……おいユキト」

  　過去の思い出に全身浸つかりそうになっていた俺を新出が引き戻す。

  「あ、は、はい」

  「大丈夫か？　……で、遅刻した本当の理由は何だ？　もう噓は無駄だからな。包み隠さず話せ」

  　仕方がない。こうなれば全部話して呆あきれ返らせてそのタイミングで頭が痛いといって保健室で休ませてもらう作戦に出よう。今日きようの松まつ原ばらユキトはちょっと頭がおかしいが、それは思春期特有の不安定さによるもの。それでこの件に関しては終わらせてもらおう。なんせもう、疲れた。

  　そして俺は今け朝さのストーカー女に絡まれた話──空から降ってきた、という部分も詳細に語って聞かせた。

  

  「第七行こう使し桑くわ畑ばた？」

  　新出は俺の話を煙草タバコの灰を灰皿に落とすことも忘れて聞き入っていた。

  「はいはい、そうなんですよ。これがまたえらく可愛い女の子でしてね。あ、そうだ。この件は本人に言うなって言われてたんだ。アッチャーイッケネートホホー。……あの先生、灰が床に落ちますよ」

  　ポトリ。なんて音も出さずに灰の固まりは床へ落下した。ああ。一足遅かった。

  「……何で？」と、落ちた灰を見つめて新にい出では呟つぶやいた。

  「いや、あんたが灰皿使わなかったからですよ」。そういって俺おれは灰皿を新出に差し出した。

  「いや、──そうか。わかった。それが、遅刻した理由なら、仕方ないな」

  　煙草を灰皿の中でもみ消し、不安そうな眼まな差ざしで俺を見つめてくる新出。

  　なんだその表情は。まさか、ちょっと本気でイタイ男の子だと思われてしまったのだろうか。まあ、そう思われても仕方がない。今になると俺でさえ、自分の喋しやべった内容の馬ば鹿か馬鹿しさに呆あきれ返る。

  「ということなんで、先生」

  　四限目の始まりを告げるチャイムが鳴った。

  「保健室でちょっと正しよう気きを取り戻してきます」

  「わかった。四限の先生には私から伝えておく」

  　正直、助かる。これで一時間だけ保健室で休んで教室へ戻れば、俺は再び何の変へん哲てつもない一般人の生徒その一に戻ることができるのだ。やれやれ。

  　そうして礼を言って美術準備室を出ようとした俺の背後に、新出が声をかけた。

  「先客に、挨あい拶さつしておくように」

  　先客って、養護の先生のことだろうか。
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  　あるべきところに納まっている。

  　思わずそんな印象を抱いだいた。保健室の一角に備え付けられている二つ並んだベッド。奥に配置されているほうのベッドのさらに奥。両膝ひざを抱えて布ふ団とんに包くるまってこちらを睨にらみつけている女の子には、そんな言葉がぴったりだと思った。

  「あの、ごめん。起こすつもりはなかった」

  　俺は謝った。

  「……大丈夫ですー、べ、別に、寝てなかったですしー……」

  　さっきまで寝てたのかその子はボサボサの頭をぶんぶん振ってもっさりと語尾を伸ばしながらすまなそうにあわあわと両手を振りながらも、眉まゆ根ねを寄せてこちらをガンガンに睨みつけてくる。なんだか謝られながら絡まれてるような変な感覚。

  「養護の先生、今いねーのかな？」

  「え？　えー、今、今はーどっか行ってます、あの、よくあることなんでー。あの、ね、眠るんですよね？　良いと思いますよ、寝て。どぞ。どぞー」と、手前のベッドを勧めてくる。

  「……えーと、怒ってる？」

  　素直に尋ねることにする。

  「い、いえ！　全然怒ってないですー……ど、どうしてですかー？」

  　ガンをつけながら心底不思議そうに質問で返してくる。

  「いや、すごい睨にらまれてるから……」

  「あ、いけない、あのー、すみません、違うんですー！　こ、これはですねー、えと、えと、ど、どこだどこだ」

  　そう呟つぶやきながら布ふ団とんをまくって四つん這ばいになりながらベッドの上を両手でぺたぺたやり、ようやく目的の物を捜し当て、「あ、あったあったー。これでもう大丈夫ー」と、大きめの銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを装着したのだった。

  　はっきり言って俺おれは全然おしゃれではない。しかし、いくら興味がない俺でもわかる。この眼鏡は、ない。そもそも女性がかけるデザインなのだろうかこれは？　明らかに男性の、しかも年配の方仕様なのではないだろうか？　年頃ごろの女の子がこんな眼鏡をかけているのはアリかナシかをはっきり言うならナシだ。

  「[image: ]　あ、あのおー」

  　もっさりとした口調で話しかけられた。

  「えっ？」

  「なのでー、怒ってるわけじゃないんですー。わたし、目がよろしくないもので、そんで、あのー、つい、焦しよう点てんを合わせるために、睨みつけてしまうというかー。でももう、眼鏡さえあればですねー、大丈夫……あっ」

  「ああ、なるほどね。いや、怒ってるのかと思って。……あっ、て何？」

  「……わたし、もう寝ますんでー、すみませんが、ここ、閉めても……」

  　俺の質問には答えずにベッドの仕切りのカーテンを閉めようとする。

  「あ、うん。邪魔しちゃってごめん、えと、おやすみ」

  　無言でシャッとカーテンを閉められてしまった。

  　新にい出での言っていた先客にはとりあえず挨あい拶さつできた、はずだ。仰あお向むけに寝っ転がって天井を見つめながらしばし思考する。どうして新出はこの子が保健室にいることを知ってたんだろう。それに、最後の「あっ」って、何だったんだ。顔に何かついてたのだろうか。それともなんだ、俺の顔に何か思い当たることでも？　どこかで会ったことあっただろうか？　んー。そういえば、あのボサボサ頭にはなんだか見覚えがあるようなないような……。

  

  　夢を見た。

  　その女の子は、いつもクラスで独りぼっちだった。休み時間も自分の席で、一人次の授業の予習をしていた。そんな彼女の周りをほかのクラスメイトの女の子たちの書いた小さな手紙が飛び交う。クスクスと女の子に投げかけられる視線。けれどその手紙がその子の机に回されることだけはない。

  　その子がどうしていじめられることになったのかはわからない。入学してそんなに日も経たってないのに、それはある日いきなり開始された。

  　原因はなんだったんだろう？

  　ダアアアアン！

  　大きな音がした。ハッと気づいて視線を音のした方向へ向けると、いくつかの学習机と椅い子すが俺おれの席を中心に、放射状に倒れてノートやプリントが大量に散らばっていた。正確には俺の一つ前の席から放射状に倒れている。

  　一瞬でクラス中が騒然となった。前の席のその女の子は泣きじゃくっていた。

  　授業の開始を知らせるチャイムの音。

  　前の席のその女の子は、ほかの女子──あれは渡わた邊なべさんだ。渡邊さんが、どこか教室の外に連れていった。渡邊さんに抱きかかえられるように教室を出ていく、いつも後ろの席から見ていたそのボサボサの後頭部は──。

  

  　そこで俺は全身に汗をぐっしょりかきながら夢から目を覚ましてすべて思い出す。

  　そうだ。隣のベッドの女の子は、前の席の権ごん藤どうだ。見るのは後頭部ばかりで正面からまともに接したことがなかったし、いつも俯うつむき気味だったので顔を見てもわからなかった。

  　権藤は登校していたのだ、この保健室へ。あの日以来この保健室の奥のベッドが、権藤の指定席になっていたのだ。さっきの権藤の「あっ」はきっと、俺の顔を見て思い出した「あっ」だったのだ。

  　権藤にいじめの有う無むを尋ねるべきだろうか。余計なことだろうか。もし実際にいじめが行われていて、それが本人にとってもう忘れたい出来事だったら、わざわざ傷をえぐるような真ま似ねになるかもしれない。うん。このまま、余計なことはやっぱりせずに、いつもの日常に戻るべきだ。そう決めたそのとき。

  　保健室のドアが開き、誰かが入ってきた。養護の先生だろうか。

  　その誰かはゆっくりとドアを閉め、ベッドのある方角へゆっくりと近づいてきた。

  　俺はシーツを頭からかぶって目を瞑つぶり、耳だけをはっきりと研とぎ澄ます。静かな足音は俺の寝ているベッドを通り過ぎ、隣のベッドの前で立ち止まった。

  「……権藤さん？」

  　柔らかで、落ち着いた声。

  「あ、は、はいー」

  　応こたえる権藤。

  「カーテン、開けても良いかな？」

  　そしてこの来訪者は。このコロコロと可愛らしく、聞く者すべてを安心させてしまう声の持ち主は。

  「あ、はい。い、今開けますー」。のさのさ、と布ふ団とんの擦すれる音とぎしぎし、とベッドのスプリングの軋きしむ音をさせて権ごん藤どうがカーテンを開けた。ようだ。

  「あ、わ、渡わた邊なべさん。お、おはようございますー」

  　やはり渡邊さんだった。

  「ごめんね。寝てた？」

  「い、いえ、あの、きょ、教科書をー。読んでましたー。さっきの授業の」

  　え？　何こいつ、保健室登校して、ちゃんと時間割どおりの教科書読んでるの？　何で？　寝てればいいじゃん。ケータイのゲームやるとか。漫画読むとか。俺おれなんかぐっすり寝ちゃったぞ。

  「ここ、腰かけても良いよね？　ええとね、さっきの授業で、──このページまで進んだよ。はい、このノートに授業の要点、書いてきたから」

  「あ、ありがとうございます。いつもいつも──」

  　そして、しばし静かになる。時折聞こえるのは、紙をめくる音と静かにペンの走る音。

  　ていうか何？　渡邊さんは毎時間こうやって保健室を訪れてその日進んだぶんの授業の内容を権藤に教えているというのか？　な、なんという優しさ！　ひょっとしたらクラス中の女子から優しさを全部取り除いて一箇所に集めて、人の形として生命を吹き込んだものが渡邊さんなんじゃないだろうか？
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  　こんな優しさに満ち[image: ]あふれた行動をすると、たいてい一人くらいは「良い子ぶりやがって」とか「偽ぎ善ぜん者しやめ」とか言って自分にはとてもできないその姿を羨うらやんで悪あく態たいをついたりするもんだが、渡わた邊なべさんに限ってはそれが全くない。悪態をつかれるどころか友達も男女学年問わずものすごく多い。本当はどこか一つでも欠点があったほうがより可愛さが引き立つと思うのだが、クラスの男子の間では「欠点がないのが欠点」という結論に達しており、もはやなんだか禅ぜん問もん答どうの世界に突入してしまっている。一度、サッカー部の高たか浜はまが「でももうちょっと身長があったらなー」と、渡邊さんの女子平均より少しだけ低い身長のことに言げん及きゆうしかけたが、すかさず「それこそが良いんだろうが！」と、常とこ滑なめに即座に否定されていた。ちなみに俺おれも常滑と同意見だったが常滑はジャージの下に水着姿のアニメの女の子が大きくプリントされたＴシャツを着用して、やはりアニメの女の子が描かれたタオルで練習の汗を拭ふくようなツワモノであるので、声に出して同調はしなかった。小さい女の子が好き、の方向が若じやつ干かんずれてるような気がしたのだ。

  「あ、あのー。写せましたー」

  　どうやら権ごん藤どうは渡邊さんの授業のノートを自分のノートに書き写していたらしい。

  「ん。じゃあ、お昼ごはん食べよっか」

  　そう言って何やらガサガサと取り出す渡邊さん。

  　そうか、もう昼休みか。さっき夢の中で聞いたチャイムはどうやら現実の音だったらしい。ていうか、おなかすいたな。

  「あ、あのー。渡邊さん……」

  「じゃーん。今日きようはね、ゴーヤーチャンプルー作ってきたの。どうぞ、召し上がれ」

  　え？　何？　権藤って渡邊さんにお弁当まで作ってきてもらってんの？　ていうか、手作り料理食べられるの？　ていうか、お弁当にゴーヤーチャンプルー作ってきてんの？

  「わ、渡邊さんー」

  「はい。どうしたの？」

  「と、隣に──」

  　グゥゥゥゥゥゥゥゥー……。俺のおなかが盛大に自己主張を唱えた。

  「やだ、何かしら今の。野犬？　怖い」

  　いや、保健室に野犬はめったに来ないだろう。

  「や、野犬じゃなくて、と、隣にですね、あのー……」

  「あら。お隣に誰かいらっしゃったのね。どうしよう。私ったら気づかずに大きな声で騒いじゃって……」

  「あ、あのー、同じクラスのー、松まつ原ばら君がー」

  　権藤が説明を始めた。

  　いや、いい。説明しなくていいから。俺おれ寝てるから。渡わた邊なべさんがいることなんて全く知らないまま寝てるってことにしてるから。

  「ああ。確かに、松まつ原ばら君、今日きようは三限から登校して、四限目はまた教室にいなかったわね……」

  「だ、だからあの、今まだ寝てると思うのでー、もう少し静かにー」

  　そう。そうだ。俺は今はぐっすりと睡眠の世界に没入しているので。

  　グゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ、ゥゥゥゥゥゥゥッ！　おなかが再び、先ほどよりも大きく、一度治まりかけたがそれでもしぶとく、自己主張をした。

  「やだ。キリン？」

  　いや、キリンの鳴き声知らないけど、保健室にはいないだろうってば渡邊さんよ。

  「キ、キリンではないと思いますー」

  「え？　じゃあ……何かしら」

  「お、恐らくですがー……そのうー……お、おなかの音ではないかとー。と、隣のベッドの」

  「あら。えーと、つまり……」

  　外からカーテンが軽くゆすられる。

  「こんこん。あの、松原君？　ごめんなさい、起こしちゃった？」

  　別に悪いことをしたわけでもないのに、胸の鼓こ動どうはどんどん速くなっていっている。寝てますから。俺はぐっすりですからあの、構わないでいてください。

  　しかしその願いは叶かなうことなく、カーテンが開けられた。
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  　三人でお昼ごはんを食べていた。

  　保健室のベッドの間に机を一つ運び、その上に渡邊さんお手製のお弁当セットを広げ、それらを挟んでそれぞれ二対一でベッドに腰かけ、ランチを楽しんでいた。

  　アリエナイ。コレハアリエナイ。

  　渡邊さんと一緒にごはんを食べてるだなんて。そのうえそのごはんが渡邊さんの手作りだなんて。

  「ほらほら、権ごん藤どうさん、もっとゴーヤー食べてね、栄養たっぷりなんだから」

  「は、はいー。あ、ありがとうございますー……」

  「松原君も。お肉ばっかり食べてるんじゃない？　駄目だよ、お野菜もちゃんと摂とらないと。また今日みたいに倒れちゃうんだからね」

  「ぬ。う、ひゅう」

  　緊張しすぎておかしな返答しかできない。

  「おにぎりもたくさんあるから遠慮せずに食べてね。チャーハンのだけど、お口に合うかな？」

  　いや、それはもう、大変美お味いしいですが、なぜにわざわざチャーハンをおにぎりにしたんですか。

  「き、今日きようのは、えびチャーハンおにぎりなんだ……」

  「そう、昨日きのうのとろろチャーハンおにぎりは弟たちにもあんま評判よくなくて」

  　え！　昨日の晩ごはんの残りとかじゃないのコレ？　わざわざ朝からチャーハン炒いためて、それをおにぎりにしてるのこの人？　どんだけ手間かけてるの？　ていうか、とろろチャーハンおにぎりって何？

  「あ、あれはね……。おにぎりにしないほうが良かったとわたしも、お、思った。食べながらー……」

  「そうよね。異常に握りにくかった時点で気づくべきだったわ、私も」

  　おい。ていうか。コレ、渡わた邊なべさんの欠点になりうるんじゃないだろうか、我がクラスの男子たちよ。渡邊さん、弁当のチョイスがちょいちょいおかしいぞ！

  「松まつ原ばら君、どう？　美味しいかな？　具合悪くなったら無理せずに言ってね？」

  　緊張しまくっている俺おれは「う、むん」と鼻から音を発することしかできなかった。ほかの女子ならこんなことはないのに、渡邊さんだけは駄目だ。

  　ともあれ、こうやって二人並んで座ってるのを見て気づいたのだが、権ごん藤どうは女子にしてはだいぶ背が高い。手足もスラリと長くて、モデル体形だということに気づく。こいつ、ひょっとして髪形と眼鏡めがねさえなんとかすれば相当美人なんじゃないだろうか。そう思ったら急に権藤さえまともに見られなくなってきてしまった。

  　と、権藤の顔から思わず目を逸そらしたそのとき。違和感に気づいた。権藤が、フォークでおにぎりを食べていた。

  「権藤、フォークで食べてんだ」

  　ただ、思ったことを口にする。

  　すると、途端に権藤の顔が真っ赤かになっていく。

  「あ、や、あのー、これはー、ははは、や、やっぱ変だよねー……」

  「……いや、別にチャーハンなわけだし、そう考えると、変でもないか、別に」

  　なんとなく違和感があっただけで、うん。変ではない、かな。

  「や。あのー、わたし、お、お箸はしが使えないからー、そのー」

  「え？　お前、箸使えないの？」

  「別に良いじゃない？　お箸くらい使えなくたって。食べられるわけだし」

  　渡邊さんが権藤をフォローする。

  「や、あ、あのー、その、お箸を、今まで見たことがなかったからー」

  「箸を見たことがない？」

  　日本に生きてて、そんなことあるのか？

  「別に珍しくなくない？　私だって、忍者見たことないし」

  「いや、それは比べる対象が違いすぎないか？」

  「い、いいの、渡わた邊なべさん。あ、あの、わたしって、どうやら、今まで外国で暮らしてたらしくってー、あのー。だからその、いろいろわからないことが多くてー……」

  　権ごん藤どうは顔を真っ赤かにして申しわけなさそうにただブンブンと手を振る。

  「……いや、外国に住んでた、らしいって、何だよ？　どこに住んでたんだよ？」

  「どこだって良くない？　今は日本に住んでるんだし」

  　渡邊さんは少しむきになって権藤をフォローするが、俺おれもちょっと納得ができないので引き下がれない。

  「いや、今までどうやって暮らしてきたの？　いつ日本に来たの？」

  「松まつ原ばら君クラスメイトのこと疑うの？　私は信じてるよ？」

  「そ、それがーあのー、わ、わかんなくって。ほ、ほんとにわかんないんです、わたしー。や、やっぱ、へ、変ですよねー……」

  　権藤は困ったような笑顔のまま、ぼろぼろと涙を流し始めた。

  　え？　何？　これ、どうした。俺？　俺が泣かせてしまったのか？　いったいいつ？　どのタイミングで？

  「権藤さん大丈夫大丈夫。いずれ思い出すことだから。ね？　あんまり気にしすぎるとどんどん落ち込んじゃうから。私も手伝うし、ね？　今までのことより、これからのこと考えていこうよ、ね？」

  　笑顔のまま泣きじゃくる権藤を抱きかかえて渡邊さんは、俺に目配せをする。そのお願いをするような表情を見て俺はようやく、保健室を出ていけと言われてることに気づいた。

  「あ、あのー、その」

  　何か言わなければいけないと思ってる俺に、渡邊さんは再度目配せ。それで俺は何も言えずに保健室を後にした。

  「……やってしまった」

  　知らなかったとはいえ、権藤の一番触れられたくない部分をダイレクトに触りにいって、渡邊さんが制止するのにも気づかずにグイグイつぼを押しまくった。恐らく、俺が権藤にしたことってのは、そういうことだ。俺は重い足取りのまま、教室へ戻った。

  

  　その後、渡邊さんも教室へ戻ってきたが、一言「ごめんね」と告げただけでそれ以上は語らなかった。俺は授業中、ぽっかりと空あいた自分の前の席を見つめながら考える。

  　理由はわからないが、権藤は高校へ入学するまでどこか外国に住んでいたらしく、そのときの記憶が今の権藤には、ない。にわかには信じがたい話だが、どうやらそういうことらしい。そして恐らく──そのことが、いじめにつながったんじゃないだろうか。

  　俺おれは浜はま岡おかグループへ目をやる。手鏡を見ながらメイクをしている浜岡、ひっきりなしにケータイをいじってる高たか地ち、つまらなそうにノートに落書きをしている殿との山やま、堂々と雑誌を読んでいる有あり村むら。

  　別に彼女たちがどんな生き方をしようが構わないが、ほかの頑張って生きようとしている者を蔑さげすんだりしたのだったら──。胃袋の一番奥底辺りから誰かが一瞬、凄すごい速度で現れて眉み間けんまで駆かけ抜けていった。駄目だ。うん。いや、いい。やっぱり俺には関係のない話だ。権ごん藤どうだって頑張ってる。いじめが事実だろうがそうじゃなかろうが、権藤は毎日、学校まで来てるのだ。それに、渡わた邊なべさんだってついてる。手を差し伸べてくれる人はもういるじゃないか。俺がどうこう言うことじゃない。うん。授業に集中しよう。

  　と、そのとき。

  　ケータイにメールが届いた。

  　誰だ、授業中に。ったく。

  　差出人の名前は『大おお柿がき廣ひろ行ゆき』。俺は右隣の席を見る。大柿が、自分のケータイを指差していた。メールを確認しろ、とのことらしい。

  　めんどうくさい奴やつだ。昔ながらのノートの切れ端に落書きのほうが楽しいのに。

  『権藤のことについて調べたんだけど』

  『どうもあいつ、記憶喪そう失しつらしい』

  　らしいな。俺もさっき体験して、泣かせてしまったよ。

  『何か、外国？　から来たとか言ってるけど』

  　みたいだな。

  『入学当初はもっと違うこと言ってたらしくって』

  　そうなのか？

  『未来から来た、とか言ってたらしい』

  「なんだと!?」

  　俺は思わず立ち上がって大おお柿がきに向かって大声を出す。一斉に注目の的まと。

  「……その公式を使えば簡単に解けるだと？　もっと早く教えてくれよ先生よお！」

  「お、おお、すまん。その、カリキュラムってのがあってな……」

  　すまなそうに頭を下げる老教師。俺は冷静を装よそおいつつ静かに着席。

  　危ない。なんとかごまかしたぞ。ていうか、未来から？　どういうことだ？　わけわかんねえ。

  （総そう統とう様、まだ出会ってらっしゃらないのですか？）

  　いやいやいやいや。関係ないから。関係ないから。俺は急いでメールを打ち返す。

  『何それ？　どういうこと？』送信。

  　返信。『意味わかんねー。なんか、電波なことばっか言ってたらしい。ほかの女子からの情報』

  『電波なことって？』送信。

  　返信。『よくわかんねー。この時代の作法がわかんない、とかなんとか』

  （お箸はしを、今まで見たことがなかったからー）

  『で、未来から来たっていうのは？　何年後の未来？』送信。

  　返信。『驚くなよ。三十年後らしい』

  「驚くわ！」

  　一斉に注目。

  「俺おれがこんなに引き算苦手だったなんて自分に引くわ！　なあ先生！」

  「……う、うまいねどうも」

  　引きつった笑顔で俺を指差して笑う、老教師。

  　さらに返信。『うまいこというじゃねえか……』

  　やかましい。俺はメールの履歴を見ながら考える。権ごん藤どうは、あの地面女の仲間なのか？　つまり、あいつと設定を共有している困った子の一味、というわけか？　聞いたことがある。なんでも世の中には、何人もが集まってそれぞれで同じ世界の設定を共有し、その中で冒険に興きようじる遊びがあると。そういうことなのだろうか？　地面女と権藤は、ゲーム仲間なのか？　いや、しかし。もしそうならば、仲間の中だけで遊んでいればいいじゃないか。なぜ外の世界に持ち出し、俺やほかのクラスメイトを巻き込むんだ？

  　再びメール。

  『まあ、すぐに未来から来たって言うのはやめて外国になったらしいけど』

  『それでも、すげー会話が嚙かみ合わないから』

  『女子連の中でも扱いに困ってたらしい』

  　まあ、それはそうかもしれない。それで、権藤は独りぼっちになったのか。なんていうか。

  『テキトーに相手してればよくね？』送信。

  　返信。『まあ、皆そう思ってたんだけど』

  『渡わた邊なべだけそうじゃなかったらしくって』

  　そうか。渡邊さんは、今でも権藤の元に通って、授業のサポートや昼ごはんを一緒に食べたりしている。唯ゆい一いつ、権藤の友達のままでいるんだ。

  『ユキト、お前、そのことは知ってた？』

  　悪いが大おお柿がき。その情報なら先ほど保健室で身をもって体験ずみだ。

  『知ってたぜ（顔文字）』送信。

  　返信。『そっか』

  

  　大柿のメールのせいでさっきの授業は必要以上に目立ってしまった。あれでは平均的な学生の冗談の域を超えている。良くないことだった。平凡を志こころざす者からすればあまり良くない傾向だ。気をつけねば。それにしても今日きようは朝からいろんなことがありすぎた。もうくたくただ。帰って即行寝っ転がりたい。

  　鞄かばんに荷物を詰めて大おお柿がきと一緒に教室を出ようとしたときだった。机の中から、折りたたまれた紙片がひらりと落ちた。見覚えのないそれを開いてみると、淡い緑のクローバーが小さくプリントされたノートの切れ端だった。

  「あ、あの、大柿、ちょ、ちょっと」

  　大柿に声をかける。

  「なんだ、どうしたユキト？」

  「悪い。ちょっと用事思い出したわ。先帰ってくれ」

  「用事なら付き合うぜ？」

  「いいから帰れ。忙いそがしいんだ俺おれは」

  　そして大柿をとっとと先に帰らせる。ふう。気の利かん奴やつだ。

  　俺はもう一度その切れ端を開いて確認する。

  『昇降口近くの踊り場で待ってます　渡わた邊なべ』

  　何度確認してもそう書かれていた。

  　体育館裏とか誰もいない理科実験室じゃないのが少し残念だったが、贅ぜい沢たくは言うまい。

  　俺は気持ちを落ち着けながら、下校したり部活へ向かう生徒たちで慌あわただしい、三階と二階を結ぶ階段の踊り場へ向かった。

  「あ、ご、ごめんねわざわざ。あの、教室じゃなんだから……」

  　かといってこんな人通りの多い場所を選ばなくても。まあ、意外とこういうところのほうが実は内緒話をしやすいものだ。

  「いや、全然。あ、昼間は、ありがとう、えーと」

  「うん、あの、その、権藤さんのことなんだけど……」

  　まあ、やっぱりね。うん。わかってましたよ？　告白なんかじゃないってことはね。

  「あ、ああ。えーと、俺、今日泣かせちゃって……」

  「う、ううん、それはもう、いいの。権ごん藤どうさん、なんでかわかんないけれど涙が出ちゃって、お昼ごはんの時間をつぶしちゃってごめんって、謝ってたから」

  「いや謝るのは俺のほうだし」

  「まあ、じゃあ、それは、お互い様ってことで。あの、松まつ原ばら君、知らなかったんだよね？　権藤さんの[image: ]うわさ」

  　さっき聞きました。

  「いや、それが俺、全然今まで知らなくって。それであの、変なこと言っちゃって泣かせちゃって……」

  「うん。権藤さん、外国に今まで住んでたらしいんだけど、記憶にちょっと障がいがあるらしくて……病院にも通ってるんだけど、お薬で治るようなもんじゃないかもしれないんだって」

  　そ、そうなのか。マジ、なのか……？

  「私も昔、ちょっといじめられてたことがあるから、権ごん藤どうさんの気持ちわかるの。彼女、頑張って友達つくって、早く教室に戻りたいって思ってるから、あの、松まつ原ばら君、もし嫌じゃなかったら」

  　渡わた邊なべさんはグイ、と俺おれの手を握った。

  「な、何」

  　突然手を握ってくるのは正直ずるいと思います。

  「権藤さんの友達になってあげてほしいの。や、あの、特別なことするわけじゃなくて、ときどき、保健室行って、お話ししてあげるだけでいいから」

  「も、もちろん」

  「本当に？　ありがとう！」。渡邊さんは眉まゆ尻じりを下げてホーッと大きく息をついた。

  「いや、実は断ことわられるんじゃないかと、心配で……。権藤さんの[image: ]うわさって、あまり良い[image: ]じゃないから」

  「あ、ああ、えーっと。さ、三十年後の未来から来た、とかなんとか？」

  「……あ。それも知ってたんだ」

  「うん、まあ、つい、さっき。えと、わ、渡邊さんは、それ、どう思う？」

  「それって？」

  　怪け訝げんな顔で尋ねてくる。

  「三十年後の未来から来たって話。し、信じる？」

  「……権藤さんは友達だから、本当は信じてあげたいけれど、さすがに……無理」

  　ですよね。

  

  　そして昇降口で渡邊さんと別れた俺は、どこかで大おお柿がきがニヤニヤしながら待ってるんじゃないかと思い、ひとまずぐるりとその辺を散策してみた。が、途中で一件『大丈夫だったか？』というメールが来たのみで、どうやら大柿はもう既に先に帰ってしまっているようだった。

  「何が大丈夫なのかは知らないが、と」

  『大丈夫だったぜ（顔文字）』と返信を送り、俺は校舎を出る。

  　朝からとんでもないこと続きの一日がさてようやくいよいよ終わった、と思った矢先の渡邊さん呼び出し事件（階段の踊り場）だったが、トータルで考えたら最後の最後に渡邊さんと手を握ることができて、実に充実した最高の一日だったといえるのではないだろうか？　握られた手の感触はまだ残っているぜ。よし、この感触があるうちに家に帰って──。

  　校門の真ん中。学校と外とをつなぐ中心。下校途中や部活の生徒たちのジロジロとした畏い怖ふと冷笑と羨せん望ぼうと感嘆の眼まな差ざしの消失点。全身白ずくめの女が、黒い棒の道路標識を持って立っていた。

  　俺おれはノーモーションでＵターンすると校舎の中へ戻っていく。

  　冗談じゃない。今日きよう一日でいったいどれだけの催しを開くつもりだ神様は。もう今日は終わりでいいじゃないか。良い催し物のまま皆帰りたいじゃないですか。どうして最後にまたああいうややこしい企画を投げ込んでくるんですか。いや、待て。ひょっとしたらあの女の目的は、もしかしたら、本当に万が一の確率だが、俺じゃないかもしれない。そうだ。権ごん藤どうかもしれない。それならば、何も俺がコソコソ隠れながら神様に悪あく態たいをつく必要もない。うん、そうだそうだ。ゴメンヨ神様。俺の早とちりだったよ。よし、帰ろう。

  　校門のほうへ向き直ると、目の前に桑くわ畑ばたがズンズン迫ってきていた。

  「総そう統とう様あああああああああああああっ」

  　神様死ね！　クズ！　もう十分だっておなかいっぱいだってこのストーカー女どっかやってくれ誰か！　廊下を走って逃げる俺を桑畑は満面の笑みのまま追いかけてくる。いや怖いってマジで。

  　そのとき、廊下の先にジャージ姿の常とこ滑なめが見えた。今から部活か。

  「常滑！　助けてくれ！」

  　常滑は顔を上げて俺と桑畑の姿を確認すると、鋭い目つきに変わって言った。

  「もっと手を大きく振れ！　顎あごはもっと引いて！」

  「アドバイスくれって言ってんじゃねええええええええ！」

  　俺はそれでも言うとおりにして常滑のそばを通り過ぎる。

  　まずい。このままだと廊下は行き止まりだ。階段を上るか、それとも手前で曲がって校舎を出るか？　ていうか。

  「桑畑あああああああ！」

  「はいいいいいいいいっ」

  「どうして追っかけてくるんだああああ！」

  「わかりませんんんんんん！」

  　何だそりゃ。駄目だ、このまま廊下を走っていてもほかの生徒に迷惑がかかるし、怪け我がしたら危ない。よし、一いつ旦たんここはグラウンドへ出よう。

  　そして俺が非常口のほうへと廊下を曲がったその先に。

  　油絵の具と粘土で汚れた白衣を着た女教師が立っていた。

  「先生！　どいてえええええ！」

  「ユキト！　しゃがめ！」

  　ええ？　言われて俺は咄とつ嗟さに頭を下げて新にい出での横をスライディング。頭上を流れていく視界に飛び込んできたのは、全力で走りこんでくる桑畑の顔面にカウンターでパンチを思いきり叩たたき込む担任の姿だった。俺はそのまま滑り込んで教室の扉とびらに激突。ブラックアウト。

  

  　いくら校内で不審者が生徒を追いかけ回していたからといって、女の子の顔面に正せい拳けんを叩たたき込むだろうか普通。普通、しない。俺おれを追いかけ回していたのが女の子ではなくて人の顔の皮でできたマスクをかぶってチェーンソーを振り回す大男だったらわからんでもない。それにしたって仮にも女教師が真っ向から立ち向かうだろうか？

  　ありえない。うん。だから、やっぱりあれは、夢なんだ。そうか、夢だったのか。その証しよう拠こに俺、今寝てるし。どこだここ？　目に映る天井は、保健室のものではないみたいだが。

  　目を覚ました俺は床ゆかに手をついて上体を起こそうとする。

  　ふにっ。

  　右手に柔らかな感触。なんだコレ。

  　ふにふにふに。

  「んっ……うん……」

  　声のしたほうへ視線をやると、俺の右手はしっかりと柔らかな膨らみを摑つかんでいた。

  　なん……だと？

  　ふにふにふにふにふにふにふにふに。

  「うんっ……はぁ……」

  　なんということでしょう。今、俺は隣に寝かされている桑くわ畑ばたの左の胸を右の手のひら全体でしっかりと覆おおっているではありませんか。

  「漫画かっ！」

  　小さくそう叫んで慌あわてて右手を引き離した。

  　ヤバイ。誰かに見られたりしてないだろうな、今の。不ふ可か抗こう力りよくですからね。わざとじゃありませんので。決してわざとではないんです。

  　慌てて周りを見渡したが、ほかに誰かがいるような様子はない。そしてあまり見慣れないこの場所は──。

  「……美術室？」

  　壁際に並べられたデッサン用の彫刻群。立てかけられたたくさんのイーゼル。壁にかけられた油絵や風景画や静物画の数々。間違いない。ここは美術室で、今、俺たちが寝かされていたのは美術室用の大きな作業台だ。

  　それにしても。今は放課後のはずなのに美術室には誰もいない。

  　うちの学校って、美術部なかったっけ？　でも新にい出では確か、美術部の顧こ問もんだった気がしたが。

  　俺は桑畑を起こさないようにそっと作業台から降りる。

  　なんだか体の節ふし々ぶしが痛いし、桑畑も鼻の辺りに濡ぬれタオルをのせられていた。わかってたが、やっぱり夢じゃなかったか。ともあれ。誰もいなくて、まだ桑畑が目を覚ましてないなら今のうちしかない。とっとと抜け出して帰宅あるのみだ。

  　床ゆかに落ちていた鞄かばんを拾い上げ、俺おれはこっそりと美術室を抜け出そうとして、ふと、作業台の桑くわ畑ばたに視線をやって釘くぎ付づけになる。

  　桑畑さん、膝ひざを曲げて寝ているからパンツが丸見えじゃないか！

  　何か掛けてあげないと、うん。年頃ごろの女の子なんだし。ええと、何か布布。布的な物。

  　と、美術室の隅すみに等身大の何かにかぶせられた白いシーツを発見。その下は彫刻だろうか。粘土のクズがたくさん落ちている。まだ作りかけなのだろうが、シーツを取って女の子にかぶせるくらいは構わないだろう。俺がすばやくシーツを剝はぎ取るとその下から、全身グレーの新にい出でが出てきた。

  「××××××××××××！」

  　声にならない叫び声をあげる。

  　しかし、新出は微び動どうだにしなかった。それは新出本人ではなく、新出そっくりに作られた等身大の粘土の塑そ像ぞうだった。頭から顔、肩までは実にリアルに作りこまれているが、胸から下はまだほとんど粘土丸出しだ。

  「……吃びつ驚くりしたぁ。誰だ、こんな趣味の悪いもん作ってるのは」

  「もちろん先生だ。趣味が悪くて悪かったな」

  「××××××××××××！」

  　再び声にならない絶叫。

  　美術室の扉とびらを開けて新出がいつの間にか入ってきていた。

  「気がついたか。ちょうど良かった、起こそうと思っていたところだ」

  「……それには及ばねーですよ。もう、帰りますから」

  「そうしたいだろうが、そうもいかん。先生はユキトに大事な用がある」

  「明日あしたじゃいけませんかね……」

  「そいつが来てしまった以上、そういうわけにもいかなくなったからな」

  　新出は桑畑を指してそう言った。

  　何？　知り合いなの？

  「あ、あのー……わ、わたしはどうすればー」

  　見ると美術室の入り口に権ごん藤どうが立っていた。

  　昼間保健室で泣かせてしまったことを思い出し、俺は思わず目を逸そらす。

  「なんだ、権藤。さっさと入れ。入って、鍵かぎ閉めろ」

  「ちょ、ちょっと先生。いったい何するつもりなんだよ」

  　新出は俺の質問には答えず、つかつかと桑畑に近寄る。権藤は言われるがまま中に入って鍵を閉めた。

  「おい、桑畑」

  　寝ている桑畑に声を掛ける新出。

  　新にい出でに揺すられた桑くわ畑ばたは眠りながらとんでもないことを口走った。

  「んー……むにゃむにゃ……駄目ですよ総そう統とう様ぁ……そんなとこ、触っちゃ……やだ」

  「な、何を言ってるんでしょうねこいつは！　けしからん！」

  「……ユキト、お前、どっか触ったのか」

  「さ、触ってねーですよ？　どこも、そんな、触るわけなかろう！」。必死に噓うそをつきながら俺おれは右手にさっきの感触を思い出して咄とつ嗟さに両手を後ろに隠す。

  「……なんだ、触ってないのか。せっかく先生がユキトの手をこいつの胸の位置に置いてやっていたのに」

  「何やってんだバカ教師！」

  「え、ええー……」

  　ドン引きする権ごん藤どう。いや、あの、被害者なんですよ、俺。

  「起きろ桑畑！」

  　言うなり寝ている桑畑の顔面に真上から拳こぶしを振り下ろす新出。

  「痛────────い！」

  　桑畑、起床。

  「いや、もうちょっと起こし方あるだろうほかに！」

  「ふん。まあいいじゃないか、起きたから」

  「な、なんですか？　朝ごはんはパンチ？　ハッ、敵てき襲しゆうか？　目玉焼きがっ？」

  　朦もう朧ろうとした桑畑は絶賛わけのわからないことを口走り中。平然と拳をハンカチで拭ふきながら教卓へ向かう新出。その光景にドン引きしている権藤。を、見ている俺。

  「……なんなんだ、いったい」

  　バン！　と教卓に思いきり両手を叩たたきつけ、全員の視線を集めてから新出はゆっくりと言った。

  

  「さて、これで、総統閣かつ下かの部下が三人、現代に揃そろった！」
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   第二章　新出匡子、など。
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  　放課後の校内は部活の生徒で昼間ほどとはいえないまでもまだまだ賑にぎやかだったが、美術室の中は静せい寂じやくが立ち込めていた。

  　教卓には凜りんとした表情の新にい出で。美術室のドアに一番近い席に所しよ在ざいなさげに座っている権ごん藤どう。作業台の上で鼻を押さえて震えて丸まっている桑くわ畑ばた。そして立ち尽くす俺おれ。

  「先生！」

  「はい、ユキト総そう統とう閣かつ下か」

  「わけがわかりません！」

  「こりゃまた面白いことをおっしゃる」

  　鼻から息を吐き、肩をすくめる新出。

  「言ってねーよ？　言ってねーよ？　俺、普通のことしか言ってねーよ？」

  「そう言われましてもだな、ユキト総統閣下」

  「まずそのふざけた呼び方を付け足すな！」

  「わかった。総統閣下」

  「俺の名前はふざけてねーんだよおおおおお！」

  「あ、新出様、ユキト総統様はまだ私たちに出会ってないので私たちのことをまだ覚えてないのですっヘブッ!?」

  　横から割って入る桑畑を裏うら拳けんで仕留める新出。

  「第七行こう使し桑畑。それは先生が転送前にお前たちに告げたことだ。だから十分わかっている。ご忠告ありがとう。全くの無駄だ馬ば鹿かたれめが。だいたい貴き様さまは、転送されたら真っ先に先生のところに報告へ来るようにと言っておいたのになぜ総統閣下とお喋しやべりしてたんだ？」

  「す、すみませーん……テンションがあがっちゃって、その、ゴフッ!?」

  　三度パンチ。

  「あ、あのー、大丈夫ですかー？　は、鼻血が……」

  　おろおろと桑畑にティッシュを差し出す権藤。

  　なんだこれ。頭が痛くなってきた。茶番だ。付き合ってられん。帰る。俺もう、一いち目もく散さんに帰宅する。

  「どこへ行く、総統閣下」

  「お前たちのそのごっこ遊びにはほとほと付き合ってられないので、帰ります」

  「そういうわけにもいかん。説明を聞いていただかなければ」

  「何の説明だよ？　総統様ごっこはお前たちだけで、なんならパソコンの中とかだけでやっといてくれ！　俺を巻き込むな！　はっきり言って、俺、そういうジャンルの友達は、必要としてないから！」

  　そうだ。ウチのクラスにもいるじゃないか、一グループ。休み時間の度たびに集まってアニメ雑誌を広げたりドラゴンとかが描かれたカードを披露しあったりしてる連中が。ああいうコミュニティに身を置くのは、俺おれの望む平凡じゃないんだ。

  「ユキト」

  　ぴしゃりと、新にい出でが呼び止める。

  「な、何だよ」

  　呼称が元に戻っただけで、俺は思わず立ち止まってしまう。

  「残念ながら、ごっこ遊びじゃないんだ。今け朝さ、桑くわ畑ばたに少し話は聞いたな？　アレは全部、本当のことだ」

  「……三十年後、俺が総そう統とう閣かつ下かになっていて、部下のこいつを現代に転送させたって？」

  「そ、そうなんです！　第七行こう使し桑畑、馳はせ参じましたっ！」

  「桑畑だけじゃない。権ごん藤どうも、行使の一人だ」

  「ええっ？　わ、わたしもですか？」

  　そういえば権藤は入学当初、

  　───入学当初はもっと違うこと言ってたらしくって───

  　───未来から来た、とか言ってたらしい───

  「い、いやー、わたしは、未来からきてませんよ？　わたしは違いますよ総統様ー」

  　ブンブンと手を振って目を潤うるませたまま俺に訴うつたえかける権藤。

  　うん、お前も違うだろうが、俺も総統様じゃないよ。

  「違うって言ってるけど？」

  「そうなんだ。権藤の場合がちょっと厄やつ介かいでな」。顎あごに指を添えて神しん妙みような面おも持もちで呟つぶやく新出。

  「や？　厄介なんですか、わたしー？」

  「元々、こいつは正式な行使ではなかったうえにどうやら、転送のショックで記憶が飛んでるらしくてな」

  「え、ええええー？」

  　ほとんど泣き出す寸前の権藤。かわいそうに。

  「やっぱり、訓練を省略したのがまずかったですよね」

  「急だったから仕方ない。それに、文句は西にしが転送されてきてからあいつに言おう」

  　権藤をほっといて何やらコソコソと二人で話している。

  　西って誰だ？　まだ増えるのか、こんなアホが？

  「じゃあ、聞くけど、三十年後の俺は、いったいどうしてお前らを現代に転送なんかさせたんだ？　未来の世界で仲良くアホやってればいいじゃないか？　どうして現代の俺を巻き込む？」

  「そう、それなんだ、総統閣下」

  　急に顔を寄せる新にい出でと桑くわ畑ばた。

  「何？　どれ？」

  「「どうして部下を転送なんかさせたんだ（ですか）？」」

  「知るかよ！」

  　深くため息をつく新出。

  「知らない知らないとは思っていたが、やっぱり知らなかったか……」

  「え？　何？　お前ら、目的も知らされずに、俺おれの言うこと聞いてホイホイ過去にやって来ちゃったの？」

  「はい、やって来ちゃいましたっ」

  　桑畑が笑顔で答える。

  　とてもじゃないが信じられない。

  「……何で？」

  「それは……総そう統とう様の、命令だからです」

  　真っすぐに俺を見て言い切る桑畑。

  　おい、コレ本気か。どうしてそんな馬ば鹿か馬鹿しいこと言い切れちゃうんだ？　この人たちにとって、総統閣かつ下かって、俺って、何なんだ？

  「まあ、しかし、何か考えがあってのことなんだろう。ただの冗談で思いついた行動とは、とても思えん」

  　煙草タバコに火をつける新出。おい、だから校内禁煙。

  「いや、たぶんただの冗談なんじゃないかな？　だから、もう帰っていいんじゃないかな？」

  「そういうわけにもいかん」

  「どうして？」

  「何もまだ、この時代に来て、成し遂げてないからだ。お前の命令どおりに過去に来た我々が手ぶらで帰ったら、お前からとても酷ひどい罰を受けんとも限らん」

  「しないしない、そんなことさせない」

  「それにそれに、帰ろうにも、帰れないんですっ」

  　と桑畑が進しん言げん。

  「な、なんで？」

  「帰る方法は私が頑張るしかないんですけれど、今は頑張りようがないんですっ」

  「何それ？」

  「転送魔法で魔力を全部使い果たしてしまったので、今の私は、何の魔法も使用できない状態なのですっ」

  「……なるほどそうきたか」

  「そうきたかじゃありませんっ！　私だって早く総統様に私のこと思い出してもらいたいのに、魔法が使えなくて悔しいんですからっ！」

  　桑くわ畑ばたは道路標識の棒を悔しそうに握り締める。

  「じゃあ、どうやったら魔力、回復するの」

  「はい！　タンクとポンプが必要なのです」

  「そんなのだったらどこにでもあるけど？」

  　チッチッチ、と指を振る桑畑。なんだこのムカツク仕し草ぐさは。

  「そうじゃありません。魔力を溜ため込むタンクと魔法使いに注ぎ込むポンプです。そのへんのものと一緒にされちゃあ困るんですよっ？」

  「じゃあ、どこにあるんだよ」

  「……うー。それが、まだ転送されてきてないんですよねえー」

  「……都合の悪いことは全部まだ転送されてきてない、ですまそうとしてないか」

  「事実なんだから仕方ないじゃないですかっ！」

  　もういい。これ以上この子の設定を聞いていても埒らちが明あかない。

  「えーと、結局何？」

  　俺おれは新にい出でと桑畑と権ごん藤どうを見ながら言う。

  「俺は三十年後に総そう統とう閣かつ下かになってて、そんで、部下の君たちを俺が高校一年生の時代に理由も言わずに転送させて、君たちは理由も知らないままホイホイと転送されてきて、権藤は訓練を受けてないから記憶がなくなっちゃってるけれど、とにかくこれで三人揃そろったからよろしくどうぞ。そういう話なわけだ」

  「実に的確に捉とらえている。信じてもらえて感謝する、総統閣下」

  　ぺこり、と頭を下げる新出。

  「信じられるわけないだろ、そんなアホな話！」

  「しかし事実だからな、信じてもらわんと、困る」

  　信じたところで、もっと困る。俺もアホの仲間入りしてしまうじゃないか。

  「じゃ仮に、その与よ太た話ばなしを信じたとして、俺はそっから何をすりゃいいんだ？　お前らに総統さまーって呼ばれて、はいそうとうですー、ってヘラヘラしてりゃそれで満足なのか？」

  「まあ、当面のところはそれで満足なのだが──」

  「満足なのかよ！」

  「当面のところは、と注釈つけただろ。最後まで聞け、総統閣下」

  　なんでさっきから総統閣下に若じやつ干かんため口なんだ。いや、俺は閣下じゃないから別にいいんだが。

  「この先、総統閣下は四し六ろく時じ中ちゆう、命を狙ねらわれることになる」

  「さらっと言うなああああ！　そんな恐ろしいこと！」

  「仰ぎよう々ぎようしく言ったところで内容は変わらん。本日より総統閣下は毎日が死刑台だ。わはは」

  「何　が　お　か　し　い　ん　だ　？」

  「何、緊張をほぐそうと思ってな。こう見えて先生だっていろいろと生徒の気持ちを汲くんでるのよ？」

  　今さら急に先生面づらされても全く心に響きません。

  「だから、だ。そんな総そう統とう閣かつ下かがおっ死ちんじまわないように、我々がこうやって馳はせ参じている、というわけだ。どうだ？」

  「どうだって、何が？」

  「心強いだろ？」

  「不安で仕方ないわ！」

  「ドーンと任せていただいて大丈夫ですっ総統様！」

  　桑くわ畑ばたがしっかりと俺おれの手を握る。

  「私たち行こう使しは、命に代えても総統様をお守りいたしますからっ！　信じてください！」

  　う。なんか、そう、目を真っすぐ見て言われると、むげに断ことわれない気がしてくる。の、だが。

  「ちょ、ちょっと待て。命を狙ねらわれるって？　どうして？　誰に？」

  「総統閣下は独どく裁さい政治を行おこなってるんだ。そりゃもちろん、レジスタンスに決まってるだろう」

  　呆あきれ顔で答える新にい出で。

  「決まってらしたとしても現代の俺には関係のないことでございませんか？　俺、独裁政治なんかやってないでしょ？　普通の高校生でしょ？」

  「総統閣下は映画とか観ないのか？　本とか読まないのか？」

  　煙草タバコの火種を靴くつの裏でもみ消して、新出があらたまって問いかける。

  「え？　何急に。そりゃ、人並みには、観てるつもりだけど」

  「じゃあこんな話は知ってるか？　ロボットが人間を支配している未来で、人間側のレジスタンスのリーダーがロボット軍団を討とう伐ばつしてしまうため、ロボット側が殺人マシーンを現代に送り込んで、そのリーダーが生まれる前にお母さんを殺しちゃおう、という映画」

  　知ってる。妹がおでんを食べるときによくその映画のテーマ曲を口ずさむ。

  「ようするに、あれだ」

  「ざっくばらんだなおい！」

  「だから未来では総統閣下を倒して革命を起こそうにも、我々の軍事力が強大すぎて無理だ、と考えたレジスタンスがこの先次々と現代に送られてきて、総統閣下が世界を支配する前に殺してしまおう、とするんだよ。人気者はつらいな、おい」

  「むちゃくちゃな設定だ……」

  「設定じゃない。事実だ」

  　新出は真剣に言い放つ。

  「……もしそれが本当だとしたら、その映画みたいに、俺のかーちゃんを狙えばいいじゃないか」

  　新にい出でたちの妄もう言げんだと思いながらも、それを口に出すのは心苦しかった。かーちゃんは関係ない。

  「もちろん、そう考えた連中もいるようだが、彼らの中でもそれはあまりに非ひ人じん道どう的すぎる、と考えられているようだ。今のところ、それを実行しようとする動きはない」

  　その言葉で、凄すごく安あん堵どした。家族が巻き込まれることは、ないんだ───。

  「が、総そう統とう閣かつ下かがまだ子どものうちに殺害してしまおう、とする動きはあったぞ」

  「え？」

  　思わず聞き返す。俺おれが、生まれてから今まで、殺されかけたことがあった？

  　新出は、二本目の煙草タバコに火をつけた。

  「覚えてるだろう、総統閣下。五年前、お前が死にかけて───先生が命を救った日のことを」

  

  　忘れるわけがない。

  　目を閉じれば、即フラッシュバック。

  　轟ごう音おん。硬直した足。スピード。背丈ほどあるタイヤ。アスファルトを踏みつぶす音。

  　エンジン音。すり抜ける腕。スピード。二つのタイヤ。空気を切り裂く音。

  　衝突音。宙に浮いた体。ストップ。空回りするタイヤ。崩れ落ちる音。

  　白煙。閃せん光こう。音。そこから来る、熱。背後を振り返らずに立ちつくす、黒い革のツナギを着た女性ライダー。俺の視線の先、地面を流れていく黒と赤の液体。

  　──どこも怪け我がはしていないな？

  　彼女──新出の片腕に抱きかかえられたまま俺は、もう二度とあんな生き方を望むのはやめよう──。そう、心に誓ったのだ。

  

  「じゃ、じゃあ、ちょっと待て、アレは、事故じゃなくて、事件だったのか？」

  「そう。先生によって、無事回かい避ひされた事件だった。卑ひ劣れつなテロリストどもの愚ぐ行こうだったので、すぐにレジスタンス側からも非難され、以後、武力を持たない松まつ原ばらユキトへの攻撃は中止されることになった」

  　あの日の事故。五年前のあの日、既に俺の命は狙ねらわれてた……？

  「じゃ、じゃあ先生は、あのとき、俺が命を狙われるって、わかってたのか？」

  「いいや、わかってなかったよ」

  　軽く首を横に振る新出。

  「え？」

  「総統閣下がいつ、どんな危険な目に遭あっても全力でお守りする。先生の役割は、そういうことだ。武力を揃そろえるまで、徹底的に」

  「──武力を揃そろえるまで？」

  「行こう使しが全員揃うまで、だよ。まあ、つまり、先生は自分が高校生の頃ころから、ユキトを守り続けてきたんだぜ？　長い付き合いなんだ。今後もよろしく頼むよ」

  　煙を細く長く吐いて、新にい出ではそう締めた。

  



  
    ２
  


  

  「と、いうことでっ！」

  　黒い道路標識を頭上に掲かかげて桑くわ畑ばたが話の後を継いだ。

  「いくらなんでもこれはさすがに信じてもらえましたよねっ！　総そう統とう様！」

  「し、信じ………………たくない！」

  「拒否ですかっ！　ここにきてまだ拒否するでありますか？」

  「よく考えられた設定だ！　五年前の事故のときに俺おれを助けた先生が、ごっこ遊びの友達だったもんだから、結けつ託たくして作り上げたんだろう！」

  「だから違うってのにっ！」

  「だいたい、命狙ねらわれるにしたって何で今日きようからなんだ？」

  「総統様の武力が揃ったからであります！」

  「武力って、……え？」

  　新出と権ごん藤どうは……以前からいた。と、いうことは。

  　俺は桑畑をゆっくりと指差す。

  「そうです。私が変な武力さんですっ」

  「信じねえ！　絶対信じねえよ俺は！」

  「何でですかっ！　レジスタンスどもが対抗できうる武力と認める第七行使桑畑なんですよ！」

  「未来から来たくせに何でそんな古いギャグ知ってるんだよ！」

  「未来では五周回って今逆にブームなんですっ！」

  「いい加減なこと言うな！　だいたい、お前魔力使い果たしちゃって、魔法使えないんだろ？　なんかほかに誇れる武力があるのか？」

  「えー、合気道を少々」

  「命を狙いに来るレジスタンスにそんなもんが通用するか！　帰れ！　今すぐ帰れ！　お前さえ来なかったら俺はいつもと同じ平和な日常を送れるんだ！」

  「そんな酷ひどいこと言わないでくださいっ!?　一いつ所しよ懸けん命めい訓練したんですっ！」

  　足元に縋すがり付く桑畑を追い払って俺はこの一連の馬ば鹿かげた会話に全く乗っかってこない奴やつのところに駆かけ寄った。

  「帰ろう権藤」

  「え？　あ、あのー、わたしはー」

  「お前は違うんだろ？　こいつらの言う、行こう使しとは」

  「や。え。はいー。たぶん……何のことやら」

  「かわいそうに。そこのバカ教師に無理やり付き合わされたんだろ。いいよ、付き合わなくて。帰ろうぜ」

  「あ、は、やー。あの……」

  「何だよ」

  「ど、どうして一緒に、なんですか？」

  「そうだそうだ総そう統とう閣かつ下か。権ごん藤どうは先生が連れてきたんだ。勝手に持って帰ろうとするな」

  「俺おれは権藤と友達になったんだ！　だから一緒に帰るんだよ！」

  「え？　えー、そ、そうだったんですか？」。驚く権藤。

  　しまった。つい新にい出での茶々にイラッとして言ってしまった。でも、渡わた邊なべさんに頼まれたということは言えない。

  「今日きよう一緒に昼飯食べただろ？　だからもう友達だ！」

  「そ、そうだったんですかー。そうとは知らずに、ご、ごめんなさいー……」

  　俺にぺこり、と頭を下げる権藤。

  「いいから、行くぞ！」

  　俺は権藤の腕をぐい、と引っぱって美術室を出た。廊下をぐんぐん進みながら俺は権藤に話しかける。

  「だいたい急に呼び出されて俺もお前もよくよく不幸だよな、あんなわけのわからんごっこ遊びに無理やり強制参加させるような真ま似ねなんかしなくてもいいと思わないか？　俺は平凡な高校生活を送ることを目標としてるんだぜ？　高校生活だけじゃない、恐らくこの先の大学生活、社会人生活も、神は天にしろしめし世はすべてこともなし、だ。まあ別に神様なんて信じちゃいないけれど、人生に余計な事件なんか起きないに越したことはないと思うだろ？　そりゃ、少しくらいはあっても構わないさ、恋人ができるだとか、友達と喧けん嘩かする、くらいのレベルだったら、むしろ人生のスパイスだと思うぜ俺だって。でもあんな奇き天て烈れつなのは願い下げだよ、門前払いだ。よく付き合ったほうだと思うな、俺もお前も。でも俺、お前が美術室に現れたとき、ちょっと驚いたんだ、保健室以外にも来ることがあるんだって知ってさ、だからひょっとしてって思ったのは、新出がお前を連れ出して俺と桑くわ畑ばたと友達にさせようとしてるのかも？　って。けれどいざあいつらの話聞いてみたらお前のことなんかてんでほったらかしで延々と夢物語のお披ひ露ろ目め大会じゃねーか、ほとほと呆あきれ果てたね俺は、お前もそんなタイミングだっただろ？　何で自分はこんなところに呼び出されたんだろうって思ってたんじゃないか？　そういうときは権藤、はっきりと主張したほうがいいぜ。自分の意見ってのは言葉にして心の中から外に出さない限り、相手の思うがままの自分として認識されるんだ。そんなの損だからな、絶対。自分の中身を相手の都合で変えられちゃたまんねえよ、マジで。そう思わないか？」

  「……え？　はい？　長すぎてよく……」

  「だよね！」

  「あ、は、はいー、あ、あのー松まつ原ばら君」

  「どうした？」

  「手。痛いーです……」

  　気づけば俺おれはほとんど権ごん藤どうを引きずるような勢いで一人勝手に歩いていた。

  「あ！　ご、ごめん！」

  　慌あわてて手を離す。権藤は立ち止まり、ずっと俺に握られていた手をさすった。

  「わ、悪い。気づかなくて、俺」

  「い、いえー。あのー、わたし……」

  「なんだ？」

  「い、いやー、その……」

  　なんだ？　権藤は手をさすったままこちらと目を合わせずにもじもじと足踏みをしている。

  「帰らないのか？」

  「や。帰ります帰りますー。あのー、その、鞄かばんがー、保健室に、あるので……」

  「あ、そうか。悪い悪い、取りに行こうぜ」

  「えっ？　つ、付いて来てくれるのですかー？」

  「また権藤があいつらに捕まったりしたら大変だからな」

  「あ、ああう」

  　権藤はサッと俯うつむいた。

  「どうした？」

  「い、いえー。い、行きましょう」

  

  　保健室で新にい出でと桑くわ畑ばたが待ち伏せしているようなことはなかった。権藤は自分の鞄を取り、今度は走らずに二人で昇降口まで向かって無事に校門を出た。

  「……追いかけてこないな」

  　てっきりまた鬼ごっこが始まるんじゃないかと警戒していた俺おれは少しだけ気を緩ゆるめる。

  　権藤は少しだけ斜め後ろを離れて歩いていた。

  「追いかけてこないな」

  　権藤のリアクションがなかったので俺はもう一度口にする。

  「あ、ああー。そ、そう……ですね。こないですねー」

  「……権藤さ、クラスメイトなんだし、敬語、使わなくていいよ」

  「あ、わ、わかりましたー」

  「………………」

  　会話終了。よく考えたら俺おれは権ごん藤どうとまともに話したのは今日きようが初めてなのだ。何を喋しやべっていいかわからない。しかし、そんなこと権藤のほうは全く気にしてないようだ。

  「……あ、今け朝さも見た虫……」

  　地面を見てそんなことを呟つぶやきながら歩いている。

  　別にわざわざ会話しなくてもいいか。いや、でも俺は渡わた邊なべさんから権藤と友達になるように、とお願いをされたのだ。

  「あ、あのさ権藤」

  「え、あ、はいー」

  「今まで、ずっと、学校には来てたんだな」

  「あ、うん。はい。学校は行かないといけないもんだし。ですし」

  　いや、敬語に直さなくてもいいんだがな。

  「別に、来たくなかったら無理に来なくてもいいんじゃないか、な」

  「え、やー。無理ではない、ですー。それに、渡邊さんが来てくれるしー」

  　なるほど。でも、だったら教室にまで来たほうが渡邊さんはもっと喜ぶんじゃないか？　と、言いかけて、やめた。権藤がいじめにあっていた、という[image: ]うわさ。そこに踏み込んで良いほど、俺はまだ権藤と友達にはなっていない。

  「ま、そのうちな」

  「え？　なにがー？　です？」

  「いや、あのー権藤さ、」

  「は、はい」

  「昼間、ごめんな。俺、知らないで無神経なこと言っちゃって」

  「ああ……いやいやいや。良いんです。わたしが、あのー、変なこと言っちゃったから……」

  　三十年後の未来から来た、と言っていた権藤。

  　今日の新にい出でと桑くわ畑ばたの話をもし信じるならばそれは本当だったってことになるけど、そんなことはありえない。だからやっぱり、こいつは外国から来たのだ。本人だって、そう思い込もうとしているじゃないか。そのことが原因でいじめられたというなら、なおさらだ。

  「思い出せるといいな、外国のこと」

  「あ……。うん」

  「じゃ、じゃあ。あ、俺、家こっちだから」

  　途中の三さん叉さ路ろで俺は別れようとした。

  「あ、あのー、わたしの家も、こっち、ですー」

  「……同じ方向か」

  「す、すみませんー」

  　いや、謝るようなことは何もないんだが。

  　その後、俺おれと権ごん藤どうは会話もなく、同じ方向をただてくてくと歩き続けた。いよいよ俺の家へと通じる交差点に差しかかり、俺は「じゃ、明日あしたな」と別れようとした。そう告げる前に。

  「わ、わたしの家、こっちなのでー」

  　と、権藤が俺の家と同じ方向へ去ろうとする。

  「え？　ちょ、ちょっと待って、俺の家もそっちなんだけど」

  「え、ええー？」

  　どういうことだ。このままだと、この先には、俺の家しかない。いや、しかないってことはない。その先にもあるが、もちろん。まさか、ここまで通学路が同じだったとは驚きだった。

  「ひょっとしてご近所さんだったりするのかな？」

  「あ、あははー、まさか、ですねー」

  　言ってる間に俺は自分の家に到着した。

  「ここが……俺の家だけど、まさか、権藤もここに住んでるなんて言わないよな？」

  「あ、あははー。そ、それはないですけど……」

  　けど？　けど、なんなのだ？

  「……ひょっとして、このすぐ近く？」

  「あ、あのー、そこの角を右に曲がってー、さらに次の角を右に曲がったところの、アパートがー。わたしの家ですー……」

  　それって。

  「俺の家の真裏じゃねーか！」

  「で、でも、わたしの家は二階なのでー」

  「俺の部屋も二階だよ！」

  「え、えええー」

  「……権藤」

  「は、はいー」

  「家、お邪魔しても、良いかな？」

  　いいとも！　とは言わず、権藤は目を見開いたまま顔を真っ赤かにして固まった。

  

  　権藤のアパートは完全に俺の家の真裏に位置していた。その間、徒歩三十秒。

  　権藤が部屋を片づけるというので、俺はアパート二階の道路に面した廊下で待っていた。

  「まさか、こんなに近所だったとは……」

  　俺が権藤の家に行きたい理由はただ一つ。権藤の家と俺の部屋の距離を確認したかったからだ。今後、年頃ごろの男女が生活するにあたって、その確認は非常に重要なものになるだろう。うっかりカーテンを開けたまま、何かをしたりしてそれを発見されては大変である。お互い。

  「あ、あのー。良いですよー」

  　権ごん藤どうがゆっくりドアを開けて掃除の完了を告げた。

  　もちろん、やましいことをするわけではないので玄関のドアは開け放しておく心遣いを忘れない真しん摯しな俺おれ。

  　権藤の家は玄関を入ると廊下を挟んで右手に簡素なキッチンがあり、左手にドアが二つ。恐らくお風ふ呂ろとトイレだろう。その先に八畳近い一間。正面にカーテンのかかった大きめの曇りガラスの窓があり、その先がベランダのようだ。八畳間は綺き麗れいに片付けられていた。そして、部屋の真ん中に置かれたちゃぶ台と教科書や文庫本の入ったカラーボックス以外はほとんど何もなかった。テレビもない。

  　布ふ団とんや着替えの類たぐいは押し入れに入ってるのだろうが、年頃ごろの女の子の部屋という感じは全くしない。女の子の部屋どころではない。生活感というものがその部屋からは全くしなかった。かろうじて目に入る生活用品といえば部屋の隅すみにベコベコにへこんだ鉄製の鍋なべが転がっていたことくらいか。

  「権藤」

  「は、はいー」

  「あの、お前、一人暮らしなの？」

  「あ、は、はいー」

  「ご両親は？」

  　聞いて、俺はハッと気づく。しまった。また考えなしに聞いた質問でこいつを泣かせてしまうかもしれない。昼間の経験をキチンと生かせよ、俺！

  「あ、あのー、二人とも、まだ外国にいるらしくってー」

  　権藤はあっさりと答えた。

  「そ、そうか」

  　俺は安あん堵どした。この話はこれで切り上げるとしよう。

  「じゃ、じゃあ確認させてもらうな」

  「あ、は、はいー」

  　俺は当初の目的──この家と俺の部屋の位置関係の確認作業──に戻る。小さく深呼吸して、八畳間正面の窓を思いきり開けると、パンツとブラジャーが干されて風に揺れていた。

  「あ、あああああああああ。閉めて、窓、閉めてくださいー」

  　俺は言われるがまま、窓を閉めた。

  　漫画か！　本日二度目の、漫画か！

  　俺は何も言わずに玄関から外へ出てドアをそっと閉めた。再び権藤がドアを開けるまで、しばし目を閉じ、先ほどの光景の余よ韻いんに浸ひたる。

  　……黒か。意外だったな……。

  「し、失礼しましたー。も、もう大丈夫ですー」

  「それじゃ、今一度、確認させていただくぞ」

  　再び権ごん藤どうの家の中に戻り、窓を思いきり開いた。すると目の前の建物の窓の向こうで、俺おれの妹が学校の制服を着替えている光景が飛び込んできた。

  　妹とばっちり目が合う兄。妹よ、成長したのな。兄は嬉うれしいぞ。

  　窓の向こうで何やら早口でまくし立てながらカーテンを引く妹。

  「……漫画か……」

  　力なく呟つぶやいて脱力する兄。

  「え？　な、なんですかー？」

  「いや、なんでもない……」

  　あー。めんどうくせー。あれはかーちゃんに言いつけにいったパターンだな、こりゃ。

  「あ、あのー。今の方はいったい……」

  「俺の妹。今年から中学二年生」

  「あ、あららー」

  「と、いうわけで権藤。このアパートの窓を開けた真正面、走って飛べば移動可能なんじゃないかという距離には、我が家の、我が妹の部屋があると確認できた」

  「あ、はいー」

  「ちなみに俺の部屋はその隣の部屋でこの家からは角度がずれてるのでお互い、身を乗り出さない限りは姿が見えることはない。安心だな」

  「そ、そうですねー……」

  　何が安心なのかもうよくわからん。

  「というわけで、今後、窓を開けるときは、正面の部屋で妹が着替えていないか確かめてから開けてあげると、彼女のプライバシーのためにもなる、と思う」

  「わ、わかりましたー……」

  　あと、妹の部屋から棒かなんかを使えば権藤の下着がいつでも盗み放題ということも確認できたよ。犯人がすぐバレるからしないけどな。もちろん。

  「それじゃ」

  　目的がすんだので、俺は帰ろうとする。

  「あ、あの」

  　権藤がそれを呼び止めた。

  「せ、せっかくなんで、お茶でも……いれますので」

  　思わぬその提案を戸惑いながらも俺はありがたく受け入れた。キッチンで権藤がお湯を沸かしている間、俺はちゃぶ台の前に座ってあらためて部屋の中を観察する。

  　綺き麗れいに整せい頓とんされている。と、いうか整頓されるほどの物がないだけなのだが、床にはゴミ一つ落ちていない。それが余計に生活感を感じさせない。

  　なんだか家というよりは、仮住まいのように思えた。ひょっとするとそのとおりなのかもしれない。この家は、外国にいるという両親が帰ってくるまでの仮住まいでしかない───。

  　そう考えると、急に権ごん藤どうの現状に胸が痛んだ。学校へ行っても教室へは出られずに独り保健室で教科書を読み、帰宅すればこの何もない空間で一人暮らししている。権藤の生活は、すべてが仮であるような気がした。瞬間、心がざわついた。

  「お、お待たせしましたー……」

  　権藤が紅茶をいれてくれた。紅茶は美お味いしかったが、心は落ち着かなかった。この家がそれを拒んでるように思えた。しばし無言でそれを飲む。何か話しかけたかったが、何を話していいのかわからずにいた。

  「あ、あのー」

  　沈黙を先に破ったのは権藤だった。

  「ん？」

  「きょ、今日きようの話ですけど……」

  「今日の……どの話だろう」

  　何しろ今日一日で思い当たる話が多すぎる。

  「あ、あの、先生が言ってた……未来から来た、って話です……」

  　権藤は俯うつむいたまま言った。

  「ああ、その話か」

  　まさか権藤からその話を振ってくるとは思わなかった。

  「わ、わたしー、なんていうか、えと、あのー」

  「な、何」

  　言うな権藤。お前まで、その話に乗らないでくれ。

  「わ、わたし、あの、記憶が、その、ごっちゃになってて、今の生活を始める前の記憶が、あの、断片的にしかなくて、それで、その、何だかわからないんですけど、ここじゃないんです。その記憶は。この世界じゃなくって、もっとなんていうか、えと、とにかく違うんです。それでわたしは、その世界を未来だって知ってて…、いや、知ってるっていうか、わたしの中では、あの、そうなんです。それも変ですよね。だから、そうじゃない未来じゃないって思ってて…それは外国なんだって。でも、今日、あんなこと言われて…わたし、ああ、やっぱりそうだったんだ、って。あの、ですから教えてほしいんです」

  「な、何を」

  「わたし、やっぱり未来から来たんでしょうか!?」

  　言っちゃった。

  「あのな、権藤。落ち着いて聞け」

  「は、はい」

  「そんなことは、ありえん」

  　そうだ。タイムスリップも、未来の総そう統とう様も、正義のヒーローも全部夢物語だ。

  　俺おれは口を真ま一いち文もん字じに引き締めてこっちを見つめる権ごん藤どうに続けて言う。

  「お前は外国から来たに決まってるし、新にい出でと桑くわ畑ばたって女は、俺をからかって遊んでるだけだ。どうして俺がからかわれなきゃいけないのかは皆かい目もく見当がつかんが、とにかくあんな馬ば鹿かみたいな話に乗せられるな」

  　せっかく教室に戻ろうとしてるのに、また未来から来たなんて妄もう言げんを口にすれば元の木もく阿あ弥みだ。先ほどの心のざわつきの原因はこれだ。俺は少なくとも権藤に、教室へ戻ってきてほしいのだ。

  「で、でもやっぱりわたし、どうしてもそうは思えなくてー」

  「思えなくたって思えよ。そうに決まってるんだからさ。お前にとっての真実よりもさ、渡わた邊なべさんの苦労のことをもっと考えて──」

  「渡邊さんの……苦労？」

  「あ、いや」

  　しまった。言いすぎた。渡邊さんが権藤が教室に戻れるようにいろいろと支えようとしてるのは事実だが、苦労、なんて言葉を使うべきじゃなかった。

  「い、いや。苦労じゃなくてさ、みんな、心配してるから。クラスの皆さ。お前が教室にまた戻ってくるのをいつも気にかけてる。だから、その、未来から来た、なんて言うと、ほら、また皆心配するから」

  　噓うそだ。クラスの誰も──渡邊さん以外──心配なんてしていない。保健室に登校していることさえ知らなかった。少なくとも、俺は。けれど、この言葉が効果があることを俺は知っている。

  　皆が心配していた。

  　だから、皆のために、たとえ本当に未来から来たとしても、そんなこと言うな。

  「……そっかー、そう、ですよねー」。権藤は頷うなずいてくれた。

  　よかった。やはりこの言葉の効果は覿てき面めんだ。俺が五年間で学んだ術すべだ。

  「いや、わたし、あの、何か、いろいろと不安なんです。だからー、その、未来から来たとか、言って、安心しようとしたりして。や、やっぱりそんなこと、あるはずないですもんねー」

  　権藤は笑え顔がおだった。

  　ひょっとしたらまた泣かせてしまうのではないか、と危き惧ぐしていた俺は安心する。

  「そ、そうだよ。それにむしろ、自分がどこの国から来たのか覚えてない、なんてミステリアスでわくわくしねえ？　逆に言うと、どこからでも来たって言い張れるわけだしさ」

  「あ、た、確かにー。ロシア、とかなんか、カッコいいですよねー」

  「その正体は実は旧ソ連のＫＧＢだった、とかな」

  「だ、第三帝国の末まつ裔えい、とかー？」

  「そうそうそう。ミュータントとしての才能を開花させるための特殊訓練を受けて、その結果、記憶がない、とかな」

  「訓練……」

  　権ごん藤どうが笑顔のまま凍りつく。

  　しまった。そういや昼間、新にい出でと桑くわ畑ばたがそんな馬ば鹿かげた冗談と同じことをヒソヒソ喋しやべっていた。

  「い、いや権藤。そういう映画があるんだよ」

  「あ、ああ。すみませんー。映画、観ないもので、知らなくてー……」

  「良いんだ。確かに不適切なボケだった……」

  

  　権藤に紅茶のお礼を言って家を出た俺おれは、重い足取りでアパートの階段を降りる。

  　今日きようの昼間までは権藤のことなんて考えもしなかったのだが、保健室へ行ったことがきっかけで、突然いろんなことを知った。自分の家の真裏に住んでることまで知った。

  　そんな状態の俺が、いくら渡わた邊なべさんに友達になってやってくれと頼まれたとはいえ、あそこまで言うのは少々でしゃばりすぎだったかもしれない。

  「よ、お疲れさん」

  　新出が階段の下で煙草タバコを吸っていた。

  「はいよ、先生もお疲れえへええええええええええ？」

  　階段を踏み外して残り八段くらいを転げ落ちた。

  「おいおい足元よく見て階段は降りろよ、総そう統とう閣かつ下か。そこまでは安全確保できねーぞ先生も」

  「あんた、何してんだこんなとこで!?」

  　道路に転がったまま思わず叫ぶ。

  「あ？　何してるってユキト、そりゃお前」

  　新出は細長く煙を吐きながら階段下のドアを開けて、表札を指差した。

  『新出』

  「自分ちに帰ってきて、くつろいでるだけじゃないか」

  　噓うそだろ。ありえない。俺の家の真裏が権藤の住むアパートで、その権藤の部屋の真下が担任教師の家だなんて。

  　ああ。まだ空は夕方だ。早く終われ、こんな一日。

  

  　新出の家は権藤の家と対照的に足の踏み場もなかった。

  　床の面積を占めていたのは大量の雑誌や服。それと、数え切れないほどのスケッチブックとキャンバス、そして絵の具やさまざまな種類の鉛筆など。

  　俺おれは部屋の真ん中に置かれた、和室には不似合いこのうえない巨大な革張りのソファに腰かけてそれらを眺めていた。新にい出では白衣を脱いだツナギ姿で、ビールを片手にキッチンから戻ってきてプルタブを景気よく開ける。

  「おっと、総そう統とう閣かつ下かは駄目だぞ。この時代、まだ未成年だからな」

  「いらねえよ」

  　低い声で俺は返答。

  「なんだ、何怒ってるんだ？」

  「いつからだ？」

  「プハーッ！　ん？　何が？」

  「いつから俺の家の真裏に住んでたんだよ？」

  「決まってるだろ。先生が、転送されてきたときからだ」

  　新出はソファの肘ひじかけ部分に腰かける。

  「……おい、もうここには桑くわ畑ばたはいないんだから真ま面じ目めに喋しやべってくれてもいいだろ」

  「真面目に喋ってるが」

  「じゃあなんで転送とか言ってるんだよ？　昨日きのうまで、ていうか、今日きようの午前中まで普通に会話できてたじゃん？」

  「午前中はまだ、第七行こう使し桑畑が転送されてきたって知らなかったからな」

  「じゃ、じゃあ権ごん藤どうは？　あいつもその、なんだ、行使？　なんだろ？　あいつは前からいるのに、何で今日まで隠してたんだよ？」

  「権藤自身に記憶がないからな。一人で説明したところで先生が莫ば迦かだと思われるだけだと考えて。もう一人来るのを待ってた」

  「その桑畑が来て説明したところで、俺には莫迦が二人いるようにしか見えなかったけどな」

  　新出は早速一缶開けたらしく、くしゃり、と片手で缶を握りつぶす。

  「莫迦が三人だろうが百人だろうが、事実だ。百人の莫迦が真実を喋ってるのにそれをたった一人信じなかったらユキト、お前が莫迦になったってだけだぞ」

  　まあ、そうかもしれない。いいさ。そうなったら、俺も一緒に莫迦になってやる。多数に迎げい合ごうするのは、平凡道の基本だ。いつだって自分がどう動けばいいかを教えてくれるのは皆、だ。

  「……俺を守るために転送されたって言ったよな」

  「そうだ」

  　プシュッと軽快に二缶目を開ける新出。

  「俺が生まれたときからか？　十五年前からここに住んでるのか？」

  「……まあ、そうだな」

  　ええと、ちょっと待て。

  「……あんた、今いくつだ？」

  「わはは。女性に年齢を聞くな。失礼だぞ、総そう統とう閣かつ下か」

  　蹴けられた。

  　しかし、前から年齢不ふ詳しようだとは思っていたが。

  「仮に、今が三十歳だとしても、十五歳のときから？」

  「詮せん索さくするな。失礼だぞ、総統閣下」

  　また蹴られた。

  「だっていろいろおかしくないか？　あれ？　五年前のとき、既に高校教師って自己紹介してたよな？」

  「実はな……、先生はな、年をとらないんだ」

  　そして蹴られた。

  　なぜ今俺おれが蹴られたんだ？　しょうもないこと言ったのは自分のくせに。まあいいか。どうせ、そういう設定の話なんだし。

  　俺はあたり一面に散らばるスケッチブックやキャンバスを眺める。跳ちよう躍やくする馬。兎うさぎを捕らえる瞬間の鷹たか。竹たけ薮やぶからこちらを見み据すえる虎とら。素人しろうと目めに見ても感嘆せざるをえないデッサンの数々。

  　あの性格とこの部屋から、どうしてこんな繊せん細さいなタッチの作品が生まれるのか不思議でならない。

  「──本当に、絵が好きなんだな」

  「ん？　どうした急に。まあ、絵だけはな。結局、唯ゆい一いつこれだけが長続きしているよ。ま、先生の取り柄えだ」

  　取り柄ねえ。いつ頃ごろから描き続ければこれほど上達するのだろうか？

  　何気なく手に取ったスケッチブックをめくると、骨格のデッサンが現れたので少し驚く。

  「骨から描くの？」

  「別にそういうわけじゃない。でも、骨の構造を知ってるのと知ってないのとじゃ、説得力が全然違うもんでな」

  　そういうもんかねえ。そういや大おお柿がきも絵を習ってたって言ってたな。今度、聞いてみるか。

  「で、先生はどんな魔法使いなんだ？」

  「あ？　何の話だ」

  「いや、あんたも、その、行こう使しなんだろ？　どんな能力持ってるんだ？　予知能力か？」

  「とうとう信じる気になったか、総統閣下」

  「別に信じてねーよ。話、合わせてやってるだけだよ」

  「ふん。先生──私は、あの子たちみたいに特別な力は何も持ってないよ」

  「そうなのか？」

  「うん。私は、ただの人間だ。お前と同じ」

  　特別な力のない、ただの人間。その言葉がなぜか、ちくりと心の奥底に刺さる。

  「ただ私は総そう統とう閣かつ下かとともに夢を追い続け、そして成しえた。それだけが特別だった。だから私はお前の参さん謀ぼうとして、右腕として、そして友達として、今もユキトのそばにいるんだ」

  　そして新にい出では柔らかく微笑ほほえみ、切れ長の目を優しくカーブさせてこちらを見つめる。

  　その表情に、思わず釘くぎ付づけになってしまった。

  「そ、その、なんだ。つまり、その設定では、先生は俺おれとともに世界を支配したって言うのか？」

  「そういうことだ。大変だったな、たった二人だけで世界を掌しよう握あくしようとした始めの頃ころは苦労の連続だったな！」

  「だから俺は知らないってのそんな苦労！」

  　と、いうことは。新出は、俺がこの先どういう手順で世界を侵略していって、三十年後に完全に支配するのかを、知ってるということか？　つまり、新出にその手段を聞いて、手伝ってもらえれば、俺は本当に三十年後に世界を支配できる？

  　いいや、くだらない。一瞬でもこいつらのごっこ遊びに付き合いかけるところだった。

  　それに俺は手段がわかったとしても、実行しない。忘れるな。平凡に平へい坦たんに平へい穏おんに平安に。

  　五年前のあの日。俺を助けた代わりに大怪我をした新出に抱きかかえられたとき、そう誓ったじゃないか。地面を流れる、赤くて黒い、血。

  「──怪け我がは、その、もう、平気なんですか」

  　俺は新出と再会して初めて、ようやく、その言葉を口にした。

  「ん？　怪我？　ああ、何、たいしたことはないぞ、こんなの」

  　新出はそう言って、あのとき俺を抱きかかえることのできなかった左手をぐるんぐるん回しながら笑った。

  　そうか。それは本当に、良かった。

  　少し気恥ずかしくなった俺は話を変える。

  「権ごん藤どうのことだけど」

  「どうした？」

  「おんなじアパートに住んでるのは、偶然なんだろ？」

  「もちろん偶然なんかじゃないぞ、総統閣下。あれは、私が用意した家だからな」

  「噓うそつけ。あれは権藤の両親が──」

  「あいつに両親はいないよ」

  　二個目をつぶしながら新出は言った。

  「……冗談もそこまでいくと笑えねえよ」

  「冗談じゃないから言ってるんだ、総統閣下。権藤は、戦災孤こ児じだ」

  　気分が悪くなった。もしそれが本当なら、あいつはいつまであの家に住まなきゃならないんだ？　──あいつはいつまで、保健室へ通い続けなきゃいけないんだ？

  「先生と桑くわ畑ばたが未来から来たとかいうのは、もう止めない。好きにしたらいいけど、権ごん藤どうを巻き込まないでやってくれないかな」

  「──それは、命令なのか？」

  「命令じゃねえよ！　クラスメイトとしてのお願いだよ！」

  「それなら、聞けん。なにしろ、事実だからな」

  「事実か知らないけど。先生だって知ってるんだろ、あいつが本当は教室へ戻りたがってること」

  「まあな」

  　三缶目のビールを開けながら新にい出では平然と答える。何缶飲むんだよ。

  「あいつが、未来から来たって言っててそれでいじめられてたことも知ってるんだろ」

  「らしいな」

  「だったらなんでまた蒸し返すようなこと言うんだよ？　あいつさ、普通に戻ろうとしてるんだぞ？　なのに、あんなこと言うからまたあいつ、やっぱり自分は未来から来た、なんて言い出して」

  　だが、新出は濁にごった目を向けたまま黙っていた。

  　ああ、今け朝さこれと同じ表情を見た。あのときの視線は俺おれを見ていなかったけど、今は。

  「……あいつがそれでまたいじめられたら、先生責任取れんのかよ？」

  「どうして先生が責任を取るんだ？」

  　新出の一人称が私から先生に戻っていた。

  「どうしてって、そりゃ当たり前だろ？　先生が余計なこと吹き込んだんじゃねーのかよ」

  「吹き込んでない。権藤は心底未来から来たと思ってるし、事実だ。それを無理やり外国に置き換えようとしてる。それに外国から来たってことにしたら教室に戻れるとユキトは言うが、いったいいつ戻れるんだ？」

  「いつかは知らないけれど、未来から来た、なんて言ってるよりかは早く戻れるだろ。それに、権藤には渡わた邊なべさんが付いてる」

  「渡邊に全部押し付けるのか？」

  「別に押し付けてるわけじゃねーよ！」

  　思わず語気が荒くなる。ついさっき笑え顔がおになった権藤を見て安心していた俺はもう既に不安になっていたが、そんな俺には全く構わずに新出は濁った目のまま淡々と言葉を続ける。

  「権藤がまたいじめられたのなら、今度はお前が助けてやればいいじゃないか」

  「は？　何で俺が？」

  　すると新出は三個目の缶を握りつぶして軽く言った。

  「あれ？　お前、権ごん藤どうの友達じゃなかったのか？」

  「……は？」

  「教室を出るとき、そう言ってただろ？　一緒に昼飯食べたから友達だって。あれ、噓うそだったのか？」

  「噓じゃ、ねえよ」

  「じゃあ、お前が助けてやれよ、ユキト。友達が未来から来たって言うなら信じてやれよ。そんなこともできないんなら───友達だなんて軽々しく言うなよ」

  　言い返せなかった。

  　新にい出では冷蔵庫から四缶目のビールを取り出し、飲み始めた。

  「だから、先生はやっぱりお前のお願いは聞けないな」

  　何か言い返したかった。

  「きょ、今日きよう初めて友達になったから」

  「うん？」

  「今日はまだ、未来から来たなんて信じられないけど──」

  　俺おれのその言葉で、新出の目が急に明るさを取り戻した。

  「そうかそうか！　総そう統とう閣かつ下か、じゃあ、明日あしたにはもう信じてやれるんだな、権藤の言葉を！」

  「え、あ、明日？　いや、そんな急には」

  「じゃあ少なくとも明後日あさつてだ！　それでこそ友達だもんな！」

  　バンバンと俺の背中を叩たたきながら新出は嬉うれしそうに言った。

  　いや、違うだろう。そんな明日とか明後日とか急に友達になれるなんて──。あれ？　じゃあ、友達って、いったいいつなるもんなんだ？

  　背中を叩き続ける新出から逃のがれるように俺はソファを降りて、床ゆかの空あいてるスペースへ逃げ込んだ。

  　なんなんだよ急に。怒ったり笑ったり、これだから酔っ払いは困る。

  　そして俺は近くの壁に立てかけられていたスケッチブックを何気なく一冊手に取り、開いてみた。

  「あー！　そ、それは駄目っ！」

  　突然新出が手を伸ばしてきて、俺から無理やりスケッチブックを奪おうとして──転んだ。そのまま俺に覆おおいかぶさる形になり、俺もろともソファから転げ落ちる。だがしかしスケッチブックは奪われることなく、床に落ちてパラパラーと、ページを開いた。

  　そこに描えがかれていたのは、全ぜん裸らの新出のスケッチだった。ふくよかな胸。締まった腰。すらりと伸びた脚。それらの現物が今、俺の上に乗っかっている。

  　俺は急に新出のツナギがそのボディラインを強調している服装に見え出して、困こん惑わくした。落ち着け俺。相手はあの、新出だぞ？　四し六ろく時じ中ちゆう目の下に隈くまを作って年中酒と煙草タバコの匂においを放っている、ダルそうなあの担任教師だぞ？　だがしかし、その汚れた白衣と黄色のツナギの下には、こんなわがままボディが隠されていたのだ。それをいったい誰が想像できただろうか？

  「痛たたたた……」

  　新にい出でがようやく上体を起こす。

  　そして御ご開かい帳ちようされたスケッチブックを見つけ、「あ───────！　見るなって言っただろ！　この童どう貞てい！　色しき欲よくヤング！　出で歯ば亀かめ！」と信じられないようなバリエーションの悪口を浴びせながらキャンバスで俺おれを殴ってきた。

  「痛い痛い痛い痛い、おい新出！　キャンバスは布部分は柔らかいけれど外枠は木なんだぞ！　わきまえろ！」

  「ち、違うからな？　これは違うからな？　そういうアレじゃないからな？」

  　どういうどれだよ。

  　新出はスケッチブックをしっかりと抱きしめたまま壁を背にこちらを睨にらみつける。どうやら背中側にはまだまだ似たようなスケッチブックが立てかけてあるらしい。

  「別に先生は自分大好きとかそういうアレじゃなくて、必要だから！　練習しないといけないから描いただけだからな？」

  「……美術室にも自分の像作ってたよな、先生」

  「あ、あれも！　必要だからだ！　誤解するな総そう統とう閣かつ下か、とても大切なことなんだどれもすべて！」

  「別に良いよ。……人の趣味はそれぞれだしな！」

  「やっぱり誤解してるだろう!?　説明させてくれ！」

  「別にいい！」

  「どうして？」

  「聞きたくない！」

  「聞いてくれー！」

  　食い下がる新出を尻しり目めに俺はその家を飛び出した。

  　いい気味だ。今日きよう一日振り回された腹いせだ。弱みを握ってやったぜ。ふふふ。明日あした、また総統とかわけのわからんこと言ってきたらこれをチラつかせてやるのだ。

  

  　その日の晩、俺は妹に着替えを見たことを詰なじられ、そこにかーちゃんが加わって権ごん藤どうのことを問いただされ、さらにとーちゃんまで合流して大質問大会にあった。
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   第三章　桑畑三十、から。

  



  
    １
  


  

  　目覚まし時計を止め、頭をじっくりと目覚めさせる。

  　カーテンの隙すき間まから差し込む朝日。静かな空気。昨日きのうまでの空気がリセットされたこの光景は、何度見ても変わらない。

  　一瞬だけ、昨日のことはすべて夢だったのでは？　と、思えた。そんなはずはない。現実に起こってしまった話。願わくは、学校に行ったら新にい出でが「昨日のドッキリは楽しんでもらえたかな？」と言ってくれないだろうか。その可能性もないわけではない。うん。多少、手は込んでてはっきり言ってムカつくことこのうえないが、ドッキリだったのならすべてを許してしまおう。あのちょっと頭のおかしな桑くわ畑ばたという女とも仲良くしてやらんこともない。

  　朝の空気は少しだけ希望を抱いだかせ、人の心を寛容にさせる。

  　どうやら今日きようも天気は良いようだ。自然の力の前には人の心など簡単に揺れ動いてしまうものなのである。さあ、日光を浴びて今日一日の英気を養おう。

  　カーテンを開けると目の前に桑畑が満面の笑みでいた。

  「総そう統とう様！　おはよーございますっ！」

  　そのままカーテンを閉めてベッドに倒れこみ布ふ団とんを頭からかぶる。一気に空気が澱よどんだ。もう寝る。学校なんか休む。

  「ああっ総統様っ!?　あ、開けて！　開けてくださいっ！　朝のご挨あい拶さつをっ！」

  　うるさいうるさいうるさい。近所迷惑だ静かにしてくれ。もしくは通報されて警察沙ざ汰たになって怒られてくれ。

  　どたどたどたどた。隣の部屋から勢いのある足音。

  「兄ちゃ！　あれ友達でしょ！　静かにさせてよ近所迷惑だから！」

  　妹が直接俺おれの部屋に抗議に来て、一階へ降りていく。どうやら再びかーちゃんに報告しに行ったようだ。

  　なんてこった。まさか怒られるのが俺だなんて、間違っている。

  　俺は舌打ちしながら身を起こし、ノートにマジックで『しずかにしろばか！』と殴り書きをしてカーテンの向こうの窓に貼はり付けた。

  「す、すみませんっ！　静かに、静かにするでありますっ！」

  　やっぱり夢でもドッキリでもなかったらしい。胃の下のほうがずーんと重くなってしまった。ということは。やっぱり俺の家の裏には新出と権ごん藤どうが住んでるのか。

  「朝からうるせーぞバカ桑畑！　こっちは二日酔いなんだ！」

  「ぎゃっ！　新出様！　ぺ、ペットボトルを投げないでくださいっ！」

  　……俺の気分の良い朝は、この先もう戻ってこないのだろうか？

  

  　家族にちゃかされたりする前にパンだけ腹に詰め込んでとっとと家を出た。

  　もちろん、俺おれの家の裏にいつの間にかアジトを作成し始めていた俺の部下たちと出会わないためでもある。いつもの公園の中を突っ切る通学路は避け、車通りの多い大通りの歩道を早足で歩く。

  　……大丈夫だ。家の真裏に住まれたくらいでは俺の平凡道は揺らぎはしない、はずだ。冷静に考えろ。新にい出でだって教師だ。バカじゃない。だから、クラスメイトが大勢いる前でユキト総そう統とう閣かつ下か、なんて頭の悪い呼称は使わないはずだ。生徒が教師にそんな呼び方をしていたらあっという間に職員会議ものだろう。そこでも同じような頭のおかしな設定を話すはずがない。うん。昨日きのうだってわざわざ人けのない美術室に集めて、権ごん藤どうに鍵かぎまでかけさせていたじゃないか。あれはつまり、ほかの生徒などに知られたらまずいという宣言だ。だから新出は大丈夫。権藤の場合は、そもそも俺の部下であるとすら思ってないから全く問題ない。渡わた邊なべさんに相談も、しないだろう。未来から来た、という記憶が原因で保健室登校になり、現在は外国から来た、ということにしているのだ。そんな折にやっぱり自分は未来から来て松まつ原ばらユキトの部下らしいんだが、どう思う？　なんて相談、権藤が一番避けたいはずだ。昨日一瞬揺らぎかけていたが、俺の説得で再び笑え顔がおに戻っていたじゃないか。権藤も大丈夫。あとは桑くわ畑ばただ。こいつは周りに誰がいようと全く関係なく俺を総統と呼んで付き従おうとする。昨日の今日きようでもう理解できた。こいつは、バカなのだ。他者の視線なんて意にも介さずただ一直線に俺の懐ふところに飛び込んでこようとする。はっきり言ってこいつが一番厄やつ介かいだが、何せこいつは新出や権藤と違ってウチの学校の生徒ではない。昨日は下校時という生徒たちが校舎の内外へせわしくなく移動してる時間帯だったので隙すきをつかれて校内への侵入を許してしまったが、さすがに登校時はそうはいかないだろう。教師も校門のところに立っているし。授業中に不審者がうろうろしてたら僕らの警備員さんがひょいとつまみ出してくれるはずだ。よし、こいつは下校時さえ注意すれば大丈夫とみなす。よしよし、なんだかんだでこうやって冷静に状況を整理すれば、思ったほどは困難ではないように思えてきた。やはり俺の平凡道はまだまだ磐ばん石じやくだ──。

  　いかん、おちつけ。混乱が脳内を占めており、周りへの注意が全く散漫だった。

  　横断歩道を渡ってる真ん中で気づく。

  　信号はずっと前に赤になっていた。

  　バスが止まっていたので車線がよく見えなかったのもある。そこへ、車がそれなりのスピードで突っ込んできた。あ、やばいこれ。死んだ。そう思った瞬間。車は土ど壇たん場ばで急ブレーキをかけてくれたらしい。タイヤが地面との摩ま擦さつに悲鳴を上げて地面に四本の黒い線を描き、焼けたような匂においのすぐ後にやはり四本の白い煙が車の足元から上がる。ハンドルが急激に切られたのか、すかさず車体は横滑りに移動し俺の膝ひざまで数センチのところで止まった。

  　間かん一いつ髪ぱつ。歩道でそれを見ていた通勤通学の人々が思わずそのドライバーのブレーキテクニックに喝かつ采さいする。当のドライバーは自分が今行おこなったカースタント張りのドライビングテクニックがまだ信じられないのか、運転席でぽかん、と口を開けたままだった。

  　俺おれはすばやくドライバーに頭を下げ、急いで歩道に戻った。

  　その直後、俺の全身から冷や汗が噴出し膝ひざが震え始める。立っていられなかった。

  　五年前のあの記憶がよみがえる。あのときは、新にい出でが助けてくれた。しかし今は、誰も助けてくれなかった。ドライバーが避けてくれなかったら確実に体は宙を舞っていただろう。何やってんだよ新出、お前は俺の身の安全を守るためにこの時代に転送されてきたんじゃないのかよ。と、我ながら勝手すぎる思いすら頭をよぎった。

  　そしてその瞬間、新出が昨日きのう言っていた言葉を思い出す。

  　───この先、総そう統とう閣かつ下かは四し六ろく時じ中ちゆう命を狙ねらわれることになる───

  　まさか、今のが？　いやいやいや。違う違う。だってその証しよう拠こに、ドライバーは俺を避けたじゃないか。今のはただ単純に、俺の不注意による信号無視以外の何物でもない。偶然だ。関係ない。

  　そう自分に言い聞かせようとする。そのとおりだと理解しようとする。しかし、今まさに五年前と同じような事故に遭あいかけた。そしてあの事故は実は事件だったと新出は言う。ならば、今の事故もやはり───。いや、違う違う違う。

  　新出や桑くわ畑ばたの話はとうてい信じられるものではない。信じろというほうが無理ですらあるが、今の一瞬で俺の心の中には、ひょっとしたら、という思いが芽生えてしまった。

  　その瞬間、慌あわただしく町を行く人々全員が、そうであるように思えてくる。つまり、全員が俺の命を狙っているのではないか？　という疑ぎ心しんが、通行人を暗あん鬼きに見せ始める。まずい。このままでは一歩も動けなくなってしまう。そんなわけにはいかない。まず、立たなければ。

  　しかし膝に力は入らず、全く立つことができなかった。

  　そのとき。

  「あ、あのー。だ、大丈夫ですか……？」

  　顔を上げて声の元を見るが逆光で初めは誰かわからなかった。

  「ま、松まつ原ばら君？　あ、あのー。立てますか？」

  　権ごん藤どうだった。

  　心配そうな表情でこちらを見ている。そして、ガードレールにもたれかかるように座り込んでいる俺に、ゆっくりと手を伸ばしてくれた。

  「た、立てますかー？　あの、わたしの手でよければ、引っぱりますからー……」

  　その言葉を聞いて急に汗が引いていくようだった。

  「あ、ああ。大丈夫。ありがとう、権藤」

  　そして、権藤の手を握る。その瞬間、膝の震えは消えた。

  　権藤は両手で俺の体を引っぱり上げてくれたが、もうその頃ころにはすっかり自分の力で立つことができた。

  「わ、悪いな。……ちょ、ちょっと、立ちくらみしてさ」

  「い、いえー。わたしもよくありますし……。それに、あんなことがあったら、そのー、当たり前です」

  　権ごん藤どうは歩道に置かれていた俺おれの鞄かばんを拾って渡してくれた。引き上げるときに力を入れたせいだろう、少しだけ顔が赤い。

  　俺は鞄を受け取りながらお礼をもう一度言って「権藤、さっきの、見てたんだ」と言った。

  「え、ええ、はい。あの、駄目ですよー、信号赤なのに渡っちゃ……」

  「そうだよな。考え事してたんだ。心配させて悪かった」

  「あ、危なかったですよー……」

  「本当、間かん一いつ髪ぱつだった、あるんだな、ああいうことも」

  「どこも怪け我がとか、してないですかー……？」

  　どこも痛くなかったが、アドレナリンが痛みを感じさせないこともある。しかし、今回はその心配はなさそうだった。

  「……うん。平気みたいだ」

  「そ、それなら良かったです。とてもー」

  　権藤と話していると、先ほどまで抱えていた街の人全員が俺を狙ねらっている、などという妄もう想そうじみた不安がすっかり消えていることに気づいた。

  　やはり知り合いが一人いるだけでずいぶんと心強いものだ。

  「権藤」

  「は、はい？」

  「ほんとにありがとうな。学校、一緒に行こう」

  「ええっ？　は、はいー……」

  

  　権藤と昇降口で別れた俺は、今け朝さのお礼をあらためて言うために今日きようも昼休みは保健室でごはんを食べようと決めた。

  　そして朝のホームルーム。恒こう例れいの朝の不機嫌顔を今日も崩さぬまま新にい出でが教室へ入ってきたときは少しばかり身構えたが、やはり予想どおり、新出の教室での態度は全く以前と変わらなかった。むしろ一度も目を合わさないほどで、むしろこちらが何かを期待していたようで少し気恥ずかしくなってしまった。

  　事件は、そのとき起こった。

  　毎朝恒例の新出の「全員いるなヤングども」の出席確認の声に、いつものように浜はま岡おかが「でも権藤さんがいませぇーん」と茶々を入れた。

  　何をそんなに気に入ったのか知らないが、毎日やるほど面白いやり取りでは決して、ない。

  　殿との山やま「でもさー学校にはいるんっしょ？」

  　有あり村むら「今から皆で捜しに行かね？」

  　高たか地ち「おお、ユージョーじゃんマジ熱いわ」

  　浜はま岡おか「でもさー優しい渡わた邊なべさんがいるから必要なくね？」

  　ドッと沸わく浜岡グループ。大おお柿がきが机に顔を伏せたまま舌打ちをした。

  　俺おれも盛大に舌打ちをしてやりたい気分だったが、グッと堪こらえた。騒ぎを自分から起こしてはいけないし、騒ぎに巻き込まれてもいけないのだ。ほかのクラスメイトだってうんざりしてるが何も言わないし、常とこ滑なめを見てみろ。ホームルームが始まる前から本格的に寝ており、いまだ目を覚まさない。大物だ。

  　だが、連日のこのくだらない茶番劇に我慢できない人が一人いたのだ。

  　渡邊さんは椅い子すを静かに引いて立ち上がった。

  　権ごん藤どう不在のために前方の視界が開けている俺はすぐに気づいたが、ほかのクラスメイトたちはまだ誰も気づいてないようだった。

  　そのまま渡邊さんは静かに浜岡グループのほうへ近づいていく。さすがにほかのクラスメイトもそこで事態に気づき始める。新にい出では何も言わずにただ見ている。渡邊さんが浜岡の席の前で立ち止まると、ようやくそこで浜岡も気づいた。

  「……何、渡邊、ホームルーム中に何、動き回ってんの」

  　渡邊さんを睨にらみつけて浜岡が言う。

  「あなたのやっていることは下品極まりない」

  　渡邊さんはコロコロとした可愛らしい声を精いっぱい低くしてそう言った。

  「せんせーぇ、渡邊さんが絡んでくるんですけどーぉ」

  「素敵じゃないか。先生は、生徒同士の意見の交換には心から賛同する方針だ。殴り合いにならないうちは、どんどんとやりな」

  　突き放すようにそう言って新出は教卓の椅子に深く腰かけた。

  「……何それ、意味わかんね」

  　浜岡は小さく新出に文句を言った。

  　有村「ていうか渡邊さあ、みんな引いてんじゃん？　もう席戻りなよ」

  　浜岡「そうそう。空気読みなって。ただのギャグなんだからさ」

  「───ただのギャグで、闘ってる権藤さんを笑い者にするんて私には許せない」

  　渡邊さんが浜岡グループに言い放った。

  　その瞬間、再び俺の胃袋の奥底から誰かが一瞬、凄すごい速度で現れて眉み間けんまで駆かけ抜けていく。

  　駄目だ。良くない。この感覚は。抑えなくちゃいけないモノだ。

  　高地「もうやめなって渡邊」

  　浜岡「ていうかさ、あんたアレでしょ。昼休みの度たびに保健室行ってる自分に酔ってんでしょ」

  「え？　何それ」「保健室に？」「どういうこと？」「権藤、保健室にいんの？」。ざわつく教室。やはり誰も権ごん藤どうが保健室登校していることは知らなかったのだ。俺おれだって昨日きのうまで知らなかった。

  「自分に酔ってるとか酔ってないとかそういうことはどうでもいい。もう一度言う。あなたのやってることは下品極まりない。直ただちにそれを恥じ入って、権藤さんに謝ってほしい」

  「自分のこと棚たなに上げて何言ってんだオメー。喧けん嘩か売ってんのか？」

  　言葉遣いが汚くなる浜はま岡おかに渡わた邊なべさんが切り返した。

  「オメーの物言いのほうがよほど癇かんに障さわる。保健室にいることを知ってるなら話が早いです。今から一緒に行って権藤さんに謝ってもらいたい」

  　渡邊さんのキャラからこんなやり取りが生まれるなんて思わなかった。ほかの全員も同じことを思っているだろう。ひょっとしたら渡邊さんはこちらのほうが本来で、今までのキャラは全部作られていたのじゃないか？　と思うほどにそのやり取りは想像を超えたものだった。

  　しかし俺は気づいた。渡邊さんの声と膝ひざが静かに震えているのを。

  　渡邊さんも怖がっているのだ。グループを単身で挑ちよう発はつすることを恐れている。なのに、なぜそこまでして浜岡に謝らせようとするのか？　浜岡グループが権藤をいじめていた、という証しよう拠こはまだないのに？

  「なに渡邊、震えてんじゃん、ダセーな。無理して絡んでこないでほしいんですけど？」

  　浜岡も渡邊さんのその震えに気づき笑ったが、浜岡グループはもう誰も援えん護ご射しや撃げきをしなかった。クラスの誰も、もう一言も発していなかった。

  　次の瞬間、渡邊さんは浜岡の机を両手で思いきり叩たたいた。

  「な、何だオメー？　やんのかコラ？」

  「ビビってんじゃねーよ、ダセーな」

  　渡邊さんは震える声で浜岡にそう言った。

  　その直後。

  「テメーコラ舐なめてんじゃねーぞ！」

  　浜岡は渡邊さんの髪の毛を思いきり摑つかんで引っぱった。

  「やめなよ浜岡！」「手出すなって！」。浜岡グループがさすがにそれを止めて二人を引き離そうとするが浜岡は渡邊さんの長い髪の毛を摑んだまま、腕を振り回す。渡邊さんの小さい頭がその度にグルングルンとめちゃくちゃな動きをする。

  　その光景を目にした瞬間、俺は全身が震えているのに気がついた。

  　この震えは今け朝さ路上で感じたものとは違う。恐れからくる震えではない。

  　胃袋の底から現れた誰かが、今度は眉み間けんを突き抜けずに俺の全身の隅すみ々ずみを支配した感覚。目の前で行われている光景に挑いどむ、準備としての震え。

  　俺の全身を支配した誰かが命令する。

  　タスケルンダ。

  　しかし俺おれは即座に反応することができなかった。

  　平凡で平へい坦たんで平へい穏おんで平安な生き方は、その先にあるのか？

  　公園で桑くわ畑ばたを助けたときとは状況が違う。道行ゆく人たちからどう思われようが関係ないが、クラスメイトとはへたをすると三年間付き合っていかなければいけないのだ。

  　タチアガレ。

  　俺はその声に従うことができない。膝ひざが震えて、立つことができない。

  　そのとき。渡わた邊なべさんと浜はま岡おかの間に一人の男が立っていることに気づいた。

  　その男は、静かに浜岡の腕を摑つかむと、そのまま握り締めた。

  「痛い痛い痛い痛い！　いてえって！　常とこ滑なめ！」

  　浜岡は思わず渡邊さんの髪の毛を離した。渡邊さんは反動でそのまま床ゆかに尻しり餅もちをつく。常滑はもう片方の手で浜岡の肩を摑んで、そのまま浜岡を椅い子すに座らせた。

  　教室からすべての音が逃げ出したようだった。

  　常滑はそのまま渡邊さんに手を差し伸べ、床から引き上げて立たせた。

  「な、何すんだよ常滑……」

  　よほどの握力で握られたのだろう、腕をさすりながら浜岡が震える声で言う。

  「見たくなかった」

  　常滑はそれだけ言うと、自分の席にスタスタと戻り、何事もなかったように先ほどまでと同じように机に突っ伏した。

  「おーい浜岡。先生、意見の交換をしろって言ったろ？　何手ぇ出してんだ」

  　それまでじっと見ていただけの新にい出でがようやく声を出した。

  「あ、あいつが挑ちよう発はつするから」

  「一〇〇─〇で手出したお前が悪い。お前一限休みな。今から職員室来い。反省文だ」

  　泣きそうな声で浜岡が言いわけするが、新出はそれを許さなかった。

  「渡邊、怪け我がしてないか？　保健室行くか？」

  「……大丈夫です先生。私は授業、受けます」

  　そう言って渡邊さんはボサボサに乱れた髪形のまま自分の席に戻った。隣の席の女生徒がそっとブラシを取り出し、渡邊さんの机に置く。渡邊さんは「ありがとう」と小さくお礼を言って、ゆっくりと自分の髪を梳とかし始めた。

  　結局、何もできなかった。立ち上がることも、声を出すことも、常滑に加勢することも、あの女子みたいにそっとブラシを渡してやることも。もう全身の震えはすっかり消えていた。あのとき俺の体を支配していた誰かは今は消え失うせてしまっていた。

  　いや、これでいいんだ。何より、当の関係者である浜岡グループと何考えてんだかわからない常滑以外は、ほかの皆も同じだったじゃないか。通り過ぎるのを待つのが一番最良なのだ。俺はそれをこの五年間で学んだし、実じつ践せんしただけだ。何より俺は権ごん藤どうと何の関係もないし、それが当たり前なんだ。

  　そのとき、浜はま岡おかを連れて教室から出ていこうとする新にい出でと目が合った。俺おれは思わず視線を外す。新出の目は、濁にごっていた。

  

  　それからは全く授業に集中できなかった。

  　朝からあんなことがあったのだ。ほかの皆も似たようなものだろう。クラスメイトは休み時間になってもどこかよそよそしげで、無理やり話題を作って話してるふうだった。大おお柿がきもいつものような馬ば鹿か話ばなしを俺に振ってくることもなかったし、俺も振る気はなかった。常とこ滑なめだけはいつもと変わらず爆ばく睡すい。あんなことしたのに。そして数人の女子が常滑に何か話しかけようとしてきたのだが、常滑が延々と爆睡を続けているので諦あきらめていた。やっぱりこいつ、平凡男子枠じゃない。

  　浜岡は結局四限になっても教室に戻らず、それに伴ともない浜岡グループもいつもの馬鹿騒ぎは鳴りを潜ひそめ、つまらなそうに各自思い思いの過ごし方をしていた。

  　誰も浜岡の心配をしてる様子がない。まあ別に消しよう息そく不明というわけではなく、職員室で反省文を書かされてるだけだろうから特に心配する必要もないのだが、意外だったのは浜岡がいなければ彼女たちがお互いに喋しやべろうともしないことだった。俺は浜岡グループは浜岡を中心とした四、五人の友達同士だと思っていたが、どうやら違ったらしい。

  　そしてそれは今の俺も同じだ。常滑は元より、大柿ともまともに会話をしていない。だからもちろん、渡わた邊なべさんがこの机の周りに来ることもない。

  　新出があの濁った目で再び俺を見てるような気がした。

  　背中がぞくり、として思わず辺りを見回す。新出の姿はどこにもなかった。突然キョロキョロし始めた俺を訝いぶかしげに大柿が見ている。

  「何だ、どうしたいきなり？」

  「いや……別に。ただの、気のせい」

  「ふうん……。飯、食わねえの？」

  　大柿は自分の席に弁当を広げ始めていた。

  　そうだ。もう昼休みだ。俺は渡邊さんの席を見たが、そこには誰もいなかった。

  「あ、俺」

  　言いながら慌あわてて席を立つ。

  「用事あるから」

  「あっそ」

  　それだけ言って大柿は常滑に話しかけた。

  「真ま尋ひろ起きろ。飯食おーぜ」

  

  　当初の予定では購こう買ばいでパンの一つでも買ってから保健室へ行くつもりだったが、一直線で保健室へ向かう。

  　とにかく渡わた邊なべさんに何か言いたかった。権ごん藤どうに何か言いたかった。何を言えばいいのか全くわからないし、思いついてもいないがとにかく、二人の顔が見たかった。なぜだかはわからないが、急がなければ何かが間に合わなくなるような気がした。

  　勢いよく保健室のドアを開ける。権藤と渡邊さんが、目を丸くしてこちらを見ていた。

  「……吃びつ驚くりしたー。松まつ原ばら君かー」

  　強こわ張ばらせていた両肩をゆっくり落とし、渡邊さんが笑いながら言った。

  「な、なんでそんなに大きな音でドア開けるんですー？」

  　権藤も、ノートを写していたシャーペンをブンブン振りながら抗議した。

  　そんな二人の反応に、俺おれは心底安心した。

  「いや、悪い。ちょっと、脅おどかしてやろうとしたら、思いのほか音が大きかった」

  　俺は笑いながら二人に近づき、昨日きのう自分が寝ていたベッドの上に腰を下ろした。

  　さっきまでそこに腰かけていた渡邊さんは、スペースを譲ゆずるように権藤のベッドへと移動している。別に隣に座ってくれていても良かったのに。

  　権藤は渡邊さんのノートを丁てい寧ねいに写し、渡邊さんはその傍かたわらで文庫本を読みながら、時折、権藤から出される授業内容についての質問に答えている。

  　良かった。間に合ったのだ。具体的に何が間に合わなくなるかはわからなかったが、教室を出るときに見せたあの新にい出での目がすべての終わりを告げているような気がしてならなかったのだ。しかしそれは考えすぎだった。三人でたわいもない話をし、ケラケラと笑った。何もまだ終わってはなかった。俺は当初の目的どおり、権藤に今け朝さのお礼を告げることにした。

  「権藤、今朝は、本当、ありがとうな」

  「ええ？　ま、まだ言うんですかー。もう良いですよー。別にわたしが何かしたわけじゃないし」

  　権藤はそう言うが、あのときこいつが俺に声をかけて手を差し伸べてくれたから、俺は再び立つことができて、今こうやってここにいる。

  「え？　何々？　二人、何かあったの？　ずるいー。教えてよー」

  　渡邊さんが興味津しん々しんで聞いてきたので、俺は今朝の事故に遭あいかけた顚てん末まつを喋しやべる。もちろん、五年前の事故のことと、それに付ふ随ずいしたおかしな妄もう想そうについてはうまくごまかした。

  「……へー！　そりゃ松原君、間かん一いつ髪ぱつだった！　良かったねえ！」

  　自身の両肩を抱きながら、渡邊さんは俺の無事を祝ってくれた。

  「いや本当。でも俺が何よりも感謝してるのは、権藤があのとき声をかけて手をこう、差し出してくれたことなんだよ」

  　俺はふざけて少しオーバーに手を出してみせる。

  「そ、そんな変な出し方は、別に、してないですー」

  「いや、実際こんなふうだったぜ？　俺おれにはそう見えたんだよ。ともあれ。それで俺の心の不安はすっかり解消されて、足の震えも無事治まり、こうやって学校に来れたんだから！」

  　俺と権ごん藤どうの会話を聞いていた渡わた邊なべさんは、一呼吸置いた後に言った。

  「でも権藤さん優しいねえ！　松まつ原ばら君にそんな、手差し出せるなんて！」

  　渡邊さんは俺から視線を外さなかった。

  「……え？」

  「いや、ま、松原君は、と、友達だからー……」

  　俯うつむいて真っ赤かになったまま権藤は答える。

  「そっか。そうだよね！　松原君！」

  　そこでようやく渡邊さんは俺から視線を外して、そう言った。

  

  　昨日きのうと同じように机を配置し、昼ごはんを食べた。俺は購こう買ばいへ走ろうとしたが、渡邊さんがやはり自作のお弁当を俺にも振る舞ってくれた。今日きようのメニューは巨大タッパーに敷き詰められた焼きビーフンと焼きそば。相変わらず抜群に美お味いしいのだがさすがにちょっと胃もたれしそうになるラインアップ。権藤は焼きビーフンにしか手をつけていなかった。最終的に渡邊さんも「味に飽きちゃった」と言って箸はしを置いたため、俺が残りを完食する流れになった。

  「ご、ごちそーさま……」

  「わーすごい松原君。本当に全部食べちゃった！」

  「す、すごいー。五人前くらいあったのに……」

  「え？　そんなにあったの？　てへへ、麺めん類って、作ってると量わかんなくなるよねー」

  　いや、タッパーに詰めてる段階で気づきませんか。

  　昼ごはんの片づけを終わると、渡邊さんは上うわ靴ぐつを脱いで権藤のベッドに横になった。

  「あれ、渡邊さん、眠くなっちゃった？」

  　ベルトの穴をこっそりずらしながら俺が聞くと、渡邊さんは「んー、ていうか」と、小さい声で答えた。

  「なんか、頭が痛くって」

  「え、だ、大丈夫ー？　ちゃ、ちゃんと休んだほうがー。松原君、そのベッド空あけてー。渡邊さん寝かさないとー」

  　もっともだ。俺は権藤に言われたとおりにベッドを下り布ふ団とんを手早く整えたが、渡邊さんは権藤の腰の辺りに両手を回して自分の顔をシーツに埋うずめたまま動こうとしない。

  「わ、渡邊さん、大丈夫？　俺、養護の先生呼んでこようか？」

  「んー。大丈夫。本当に、ちょっと痛いだけだから」

  　そう答えるが、その声は実に弱々しかった。

  「ま、松まつ原ばら君ー。そ、その辺にお薬あるからー。頭痛薬、取ってー」

  「わ、わかった、どの辺？」

  「良いの。大丈夫。平気。すぐ治るから。何もしないで。お願い」

  「いや、そうは言うけど……」

  「大丈夫。平気。頭痛い。すぐ治るから。あー痛い。良いから。何もしないで。痛い痛い痛い。ほっといて。治る。マジで。すぐにこんなの。あー痛い。痛ーい。でも平気。私、コレすぐ治るから。だからほっといて。平気平気。頭痛い。頭痛い頭痛い。でも何もしないで。お願い。すぐ治るから。あー痛い。良いから。何もしないで。痛い痛い痛い。ほっといて。治るから。平気平気ですので。頭痛ーい。頭マジ痛いマジ頭痛い。あー痛い。良いから。何もしないで。痛ーい。でも平気。痛い痛い痛い。頭痛ーい。すぐ治るから。マジでマジで。平気、マジだから。頭痛が痛いでも大丈夫」

  　……何だそれ。どういう状態なんだこれ。渡わた邊なべさん、ふざけてるのか？

  　権ごん藤どうがとても静かな動作で渡邊さんの頭にそっと手を添えると、渡邊さんはぴたりと黙り込んだ。

  「……何か、あったの？」

  　その瞬間。

  「あ───────────────────────────ん」

  　渡邊さんがシーツに顔を伏せたまま奇声を発した。

  　いや、違う。これは。

  　泣いているのだ。

  　渡邊さんは堰せきを切ったように泣き続けていた。権藤は何も言わず、渡邊さんの長い髪をただ優しく何度も撫なで、その手を休めぬまま俺おれのほうへ軽く顎あごを向けた。

  「───誰が、髪を引っぱったの？」

  　それは。その顔は、昨日きのう知り合った権藤の顔ではなかった。俺は、こんな目をする同級生の女の子を知らない。

  　権藤は、戦災孤こ児じだ───。

  　新にい出での言葉がフラッシュバック。

  　そうだ、この目は。海外の痛ましい現状を伝えるニュースで幾度となく見た、あの、目だ。

  「松原君。何が、あったの？」

  　その目が微び動どうだにせず言う。

  　バンッ！

  　外で突風が吹いたのか、保健室の窓が一斉に大きな音を立てて揺れた。俺はその音で我に返る。

  「や、あの、ていうか」

  　何か言いたかったが、何を喋しやべっていいのか再びわからなくなっていた。

  「違うの権ごん藤どうさん！」

  　渡わた邊なべさんがシーツから顔を上げて権藤の手を摑つかんだ。

  「私が悪いの！　全部。私が弱いから！　これ私が弱かったからなの。私が弱いから、いけなかったの！　ほかの誰も悪くないの。私が弱かったから、悔しくて泣いてるだけだから！　権藤さんも松まつ原ばら君ももちろんほかの皆も誰も悪くない！　私が弱かっただけなの！　私が……もっと……」

  　涙と鼻水でぐしゃぐしゃになった顔でそれだけ一気にまくし立て、渡邊さんは再びシーツに顔を埋うずめて嗚お咽えつの中に沈んでいった。権藤は顔をゆっくりと渡邊さんのほうへ戻し、目線だけを素早くこちらに送った。

  　俺おれは急いで保健室を出ようとした。最後に何か声をかけたかったが、権藤の視線がそれを拒こばんだ。

  「もっと……強くなりたい」

  　シーツの奥で渡邊さんがそう呟つぶやいたような気がした。
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  　終わっていたのだ。

  　保健室を出て俺は廊下を早足で歩きながら自分を責め続ける。

  　何が間に合った、だ。とっくに終わっていたのだ。あの渡邊さんとの会話は、ただの残ざん骸がいでしかなかったのだ。渡邊さんは昼休みの時間まで、黙って静かに終わり続けていたにすぎなかった。たとえその間に俺が何か声をかけていたとしても、それは変わらなかっただろう。新にい出でが俺にあのとき送った視線とは、やはりそういうことだったのだ。「ユキト。お前、終わったよ」あれは、そう告げていたのだ。常とこ滑なめが立ち上がったときに、一緒に。いや、常滑が立ち上がるより、早く。いや、渡邊さんが髪の毛を摑まれた瞬間に。いや、渡邊さんが浜はま岡おかに意見をしにいったときに。いや、渡邊さんが立ち上がるより早く。いや、浜岡が権藤のことを笑った時点で──。

  　すべてはもう過ぎてしまったことだ。今さら何を考えたって、遅い。もう終わってしまった。あのとき聞こえた声。

  　タスケルンダ。

  　俺の体を支配していた、誰か。

  　タチアガレ。

  　あの声に即座に従ってさえいれば。

  　いや、何度後悔したところで同じこと。後悔はグルグルと同じところを繰り返し回り、通過するたびに心臓に切り傷を刻んでいく。いいぞ、俺おれなんかこのまま、心臓からの出血多量で死んじまえ。

  　権ごん藤どうがからかわれて、渡わた邊なべさんは立ち上がった。友達だからだ。歩道にうずくまって動けない俺に権藤は手を差し伸べてくれた。友達だからだ。俺は、誰にも何もしなかった。立ち上がることも、手を差し伸べることも。

  　だから、終わった。言いわけばかりを考えて、皆と同じになろうとした。いや、違う。皆から、目を逸そらした。

  　でもそれでいいじゃないか？　俺の中の声が同情するように話しかける。それがお前の望んだ平凡で平へい坦たんで平へい穏おんで平安ってやつなんだろう？　何かを手に入れるためには、何かを捨てなきゃならないのさ。お前が今日きよう捨てたモノっていうのは、そういうことだ。学んだな？　じゃ、これからも望ましい人生を手に入れるごとに友達って奴やつをなくしていけばいいさ。じゃーナ。違う！　ナニガチガウ？　チガワネーヨ、ナニモ。俺が望んだのは、こんなことなんかじゃない！　ダケド、コレガケッカデ、スベテダ。平凡な人生を手に入れて、友達も皆手に入れる！　ヨクバリスギンナ。ソンナノムリダヨ、タコスケ。うるさい！　次だ。もう一度だ。今度こそうまくやる。

  　俺は教室へは戻らずに校舎の中をいつの間にか全力疾しつ走そうしていた。ただ一人の姿を捜して。

  　あいつだ。あいつに頼めばきっと──。

  　昇降口。美術室。体育館。踊り場。校門前。プール。音楽室。調理室。テニスコート。パソコン室。図書館。食堂。柔道場。理科実験室。クラブハウス。和室。中庭。進路指導室。剣道場。トレーニングルーム。そして、屋上。

  　屋上に出た俺は澄み渡る青空の下、どこかに向かって叫んだ。

  「桑くわ畑ばた、来い！」

  　その声は青い空と爽さわやかな春風によってあっという間に空気の中に霧む散さんし、かき消えてしまったように思えた。それでも俺の声は桑畑の元に届いただろうと確信していた。理由はわからない。

  　果たして美術室にもう一度足を向けると、昨日きのう寝かされていたのと同じ作業台の上に桑畑が腰かけ、こちらへ微笑ほほえんでいた。

  「お呼びですか？　総そう統とう様？」

  　魅み惑わく的な笑みをたたえて桑畑は恭うやうやしく頭を下げた。

  「ああ、そうだ。呼んだんだ、お前を」

  「第七行こう使し桑畑、ただ今馳はせ参じました。どうぞ、ご命令を」

  　半月形の目を崩さぬまま桑畑は言う。

  「時間を、戻してほしいんだ」

  　俺は願いを告げた。

  「──どういうことでございましょう」

  「お前、時間を操あやつる魔法使いなんだろ？　だから頼んでるんだよ！　時間、戻してくれ、今すぐ！　今け朝さまでだ。今朝、俺おれが起きたところからでいい！　そこの時間まで戻せ、早く！　そしたら今度はもっと、きっとうまくやれるんだ！」

  　しかし魔法使いは眉まゆ根ねを寄せてこう告げた。

  「できません」

  「どうしてだよ？　お前魔法使いなんだろ？　それ信じるから！　だから早く、時間戻してくれよ！」

  「───たった今、時間転送ゲートに申しん請せいいたしましたところ、イレギュラーが生じたとの報告がございました。そのエラーは予想の範はん疇ちゆう内を大きく上回るもので、深刻なエラーと断定すべきものでありました。もっとも、前後五パーセント程度の誤差ならゲートキーパーたちが回復プログラムのレベル３、ないしは４の使用を許可して干かん渉しようすれば即時に修正可能なものだったのですが、今回のケースはそれにあたらない、とのことであります」

  「……なんだ、それ」

  「ゆえに、今回の総そう統とう様のご命令を、遂すい行こうすることがかないません」

  　今、桑くわ畑ばたがつらつらと述べたそれは。その言葉たちは。

  「……でたらめ言うなよ」

  　俺があのとき、桑畑をからかって紡つむいだ言葉だ。

  「さっすが総統様っ！　すぐにお気づきになられましたね！　はい、すべてでたらめでございますっ！」

  　作業台からぴょん、と下りて両手を顎あごの下で合わせ、嬉うれしそうに桑畑はそう言った。

  「ふざけてる場合じゃねえんだよ！　今すぐ時間戻せって言ってんだよ！」

  　俺は激げき高こうして桑畑に摑つかみかかる。桑畑は俺の手首を摑んだかと思うと、そのまま視界から姿を消した。瞬間、反転。背中に重い衝しよう撃げき。呼吸を一瞬止められる。慌あわてて咳せき込む。天井が見えた。

  　その視界に桑畑が顔を現し、喉のど元に黒い棒の道路標識のプレートをそっとあてがう。そこでようやく俺は、自分が引っくり返されて床に仰あお向むけになってることに気づいた。

  「はい、ふざけました総統様。前に私、言ったじゃありませんか。魔法は今、全く使うことができないのです」

  　両手で持った道路標識をぴたりと止めたまま、桑畑は続ける。

  「それに、あんまりがっかりさせないでください総統様っ。行こう使しに摑みかかるなんておよそ総統様らしくない行動でありますっ。前に申し上げたじゃありませんか？　桑畑は、合気道を少々、と」

  　少々、なんて可愛いレベルじゃないと思った。

  「……悪かった。謝る。すまん。それで、その、この道路標識は、どかしてくれないのか？」

  　桑くわ畑ばたははっきりとした声で答える。

  「僭せん越えつながら体勢を解かずに申し上げます総そう統とう様。我々行こう使しは、敬愛する総統様の命令の下、この時代に馳はせ参じました。それは自分たちの生まれ育った時代へ再び帰ることを望まぬ決意で従ったこと。ですからどうか総統様には、我々のその思いを裏切らないでもらいたいのです」

  　勝手な話だ、と思う。そもそも俺おれは、そんなこと命令した覚えはない。

  　しかし、俺にそんなことを言う資格は全くなかった。俺は桑畑を呼び出し、時間の巻き戻しを願ったのだ。その時点で、俺は桑畑たちの未来から来た、という主張を受け入れたことになる。自分に都合の良いことだけを受け入れて、それ以外を無視するような奴やつは、地面に引っくり返されて喉のど元に金属片を押し当てられて当然なのだ。

  　ヨクバリスギンナ。ソンナノムリダヨ、タコスケ。

  　そんなどうしようもない、尊敬に値しない総統ならばこの手で首を。桑畑の決意は、そういうことなのだ。

  「……くそ。やっぱり無理なんじゃねえか。時間戻すことなんて、できないんだ。そんな魔法、あるわけがない。信じた俺がどうかしてた」

  「正確には、今はまだ、でございます総統様。私に魔力が戻れば、いくらでも実じつ践せんしてご覧にいれましょう。ですが、たとえ使用できたとしても今の総統様には私は使わないと思います」

  「……なんでだよ」

  「はっきり申し上げまして今の総統様は全くもって尊敬できないからであります」

  　はっきりと申し上げられた。その証しよう拠こに俺は無ぶ様ざまにも今引っくり返されて喉元にひんやりとした金属片を突きつけられている。部下にこんな目に遭あわされる総統様、俺だっていらない。

  　桑畑は道路標識を持つ手を少しも緩ゆるめず、沈んだ目で俺を観察している。

  　くそ。何度目だ何人目だ、今日きよう一日でそんな視線を投げられるのは。

  「───やり直したいって思ったんだ」

  「それで私を呼び出したのですね」

  「信じてみようと思った。お前のその、ホラ話を。時間を操あやつる魔法使いって設定を。俺はさっき間違えたんだ、何かを。でもお前がいれば間違えたって何度でもやり直せるかもって、そう思ったんだ」

  「ホラ話でも設定でもありませんが、一つだけ正しいことをおっしゃられました、総統様」

  「……何だ？」

  　桑畑は沈んだ目の中に少しだけ光こう彩さいを伴ともなわせて言う。

  「間違えても何度でもやり直せる、という言葉です」

  「はっ。でも無理なんだろ、そんな魔法はないんだ。それともあれか？　魔力さえ戻れば、の話か？」

  　俺おれは少しだけ引いた顎あごをまた戻し、再び天井を仰あおぎ見る。

  「いえ、それは、総そう統とう様がかねがね私たちに繰り返し言った言葉であり、真実なのです」

  「……どういうことだ？」

  「正確には」

  　桑くわ畑ばたは息をすう、と吸い込み、高らかに言った。

  「間違えて初めて人は何度でもやり直せるっ、と」

  「……何だそりゃ。声こわ高だかに言うことか。現に俺が今さっきやり直そうとしても」

  　そこで俺は気づく。

  　いや、やり直そうとしただけだ。桑畑に時間を戻してもらおうとしただけで、それが叶かなわなかった、だけにすぎない。それだけで俺はすべての手を尽くした気になっていた。桑畑という存在を思い出して頼ろうとしただけで、俺自身は──まだ何もやり直そうとすらしていない。

  「──何度でも、か」

  　桑畑は笑った。

  「何度でも、です。総統様っ」

  「時間はどうしても戻せないんだな？」

  「残念ながらそれは叶いません」

  「じゃあ──次の手段を考えよう、まだ、間に合う」
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  「私もそう思います総そう統とう様、まだまだ、全然、十分に、間に合うかとっ」

  　そうだ。時間を戻すなんてトンデモ裏技、最低最悪最後の手段でしかない。そもそも、実現可能な技ではない。俺おれはまだ、何もやっていない。ついさっきまで俺は一人だった。大おお柿がきとも常とこ滑なめとも目を合わせられず、後ろめたさから逃げ出していたが、今は違う。桑くわ畑ばたがいる。変な奴やつだが、話を聞いてくれる存在がある。

  「桑畑──相談に乗ってくれ」

  「ご命令とあらばっ」

  　桑畑は道路標識を喉のど元からすっと離し、左手でくるくると回しながら作業台へ立てかけ、右手を俺に差し出した。

  　俺は差し出された桑畑の手を摑つかんで立ち上がりながら、思わず笑った。

  「ど、どうされましたっ？」

  「いや、俺は女の子に手を差し出されてばっかりだ、と思って」

  「それも……総統様らしいですっ！」

  　どういうフォローだ。

  

  　かくして俺は、今け朝さの出来事からどうして桑畑を呼び出すにいたったかまでの経けい緯いをようやく話し終えた。

  「んーなるほどっ。それは非常に腹立たしいですねえっ！」

  　桑畑は作業台に腰をかけた俺の隣で、台上に胡坐あぐらをかいて腕組みをしたまま憤慨していた。

  「えーと、それは、どの部分にだ」

  「決まっておりますっ！　権ごん藤どうさんが未来から来た、というのを馬ば鹿かにしてる連中にですっ！」

  「その中には俺も含まれるのだが」

  「え─────────っ!?」

  「いや、もちろん馬鹿にしたりいじめたりはしていないが、信じていないという点では浜はま岡おかたちと変わらないからね？」

  「ぬぬぬぬぬ、総統様として私に命令は下しておきながらそれと同じ腹の中では未来から来た我々の存在を信じていないとは、何たるご都合主義っ」

  「……いや、信じたくても、こればかりはどうしたって信じられないというか」

  　桑畑は作業台の上で胡坐から体育座りに移行し、膝ひざの上に顎あごをのせて言った。

  「我々の、言葉だけでは足りませんか」

  　その言葉に少し気持ちが揺らぐ。

  「や、その、たとえばその、なんだ、未来の新聞とか？　でもあれば、もう少し信じられたかもしれんが……」

  「……そんなつまんないもので信じてもらえるのでありましたら、百部でも二百部でも持ってきたでありますよー」

  　そう語尾を伸ばしながら桑くわ畑ばたは膝ひざにおでこをくっつけてゆさゆさと体を前後に揺らす。

  　確かに。そんなつまんないもの見せられたところで俺おれもよくできた小道具だ、と思うだけだっただろうな。

  「ただ今ので一つわかったことがありますっ」

  　がばっ、という音をさせながら勢いよく顔を上げた桑畑は言う。おでこが赤くなってる。

  「な、何だ？」

  「総そう統とう様が権ごん藤どうさんは未来から来たんだぜ、と真実をキチンとクラスの民衆たちに教えてやればそれで解決ですっ」

  「はあ？」

  「さすれば民衆たちもそうだったのかなるほどと納得し権藤さんは教室に戻ることができ渡わた邊なべさんも保健室へ通わずにすんですべてがオール一気に解決ですっ！」

  　鼻息荒く桑畑は勝ち誇ったように言うが、そんなうまくいくはずがない。この問題がそんな簡単に解決するはずがない。それに何より問題は、俺が権藤を未来から来たと信じてないうえに、そんなことを言えば俺の平凡な人生計画が盛大に幕を閉じるのは目に見えている。

  「ない。それはない」

  「いえっ。これ以外ないでありますっ」

  　そんな押し問答が始まりかけたそのとき。

  　美術室のドアが開いた。

  　桑畑と俺は咄とつ嗟さに美術室の入り口へ視線を飛ばす。同時に、ドアを開けた人物もこちらへ視線を飛ばし、空中でぶつかった。

  「……松まつ原ばら？　松原、ユキト？」

  　その人物は訝いぶかしげに俺の顔を確かめ、名前を呼ぶ。

  「……殿との山やま？」

  　それはクラスメイトの殿山だった。

  「……お知り合いですかっ」

  　桑畑が小さい声で聞いた。

  「……まあな。喋しやべったことはないけど」

  　そう。殿山はクラスメイトの女子だが、一度も会話をしたことはなかった。むしろ俺は避けていた節ふしすらある。殿山は、浜はま岡おかグループの一員なのだ。

  「……桑畑、頼むから余計なこと言わないでくれよ」

  　俺は桑畑に釘くぎを刺す。こいつらのグループに、女の子に総統様なんて呼ばせてることを知られたらどうなるか予想もできない。

  「……何やってんの松まつ原ばらユキトこんなとこで。……何その子？　他校の生徒？」

  「はいっ！　私、総そう統とう様の第七行こう使し桑ばはあっ!?」

  　俺おれはノーモーションで桑くわ畑ばたの口に左の上じよう腕わん二に頭とう筋きんを押し当てそのまま桑畑の首ごと刈って作業台の上に仰あお向むけに倒し速度を一切緩ゆるめることなく腕を振り切った。

  「な、何？　何なの？　何そのポーズ？」

  　人差し指と小指以外を折りたたんで天にかざしている右手を元に戻しながら俺はごまかした。

  「何でもない、気にしないでくれ。こいつは、ちょっと個性が致命的なだけだ。それより殿との山やま、お前こそ、こんなとこに何の用だ？」

  「べ、別に何だって良くない？　かんけーねーし松原ユキトには」

  　そう言いながら殿山は大きめのトートバッグをしきりに体の後ろに隠そうとしながら、小さくキョロキョロと辺りを見回している。

  「……なに、何か捜し物？　忘れ物か？」

  「いや、そーいうんじゃないし……」

  　殿山は口ごもる。確かに浜はま岡おかグループの中では比較的おとなしいほうだが、こうして一人でいるときは全然普通の女の子だ。

  　殿山は俺のほうを見ずに窓の外に目をやりながら言った。

  「き、匡きよう子こちゃん知らね？」

  　匡子ちゃん。俺たちの愛すべき担任教師。その名前を聞いたとき思わずあの濁にごった目を思い出し、俺は心臓を誰かにべろりと舐なめられたような心地になる。

  「い、いや、知らねー……美術準備室にいねーの？」

  「ん、いなかった」

  「じゃあ、どこなんだろーなー？　少なくともここにはいねーけど……何か用なのか？」

  「いや、別に……」

  　殿山は足元を見たまましばし沈黙。

  「何だよ」

  「んー……えとさ、松原ユキトって、ひょっとして、美術部員だったりするわけ？」

  「は？」

  　何だその質問は。

  「あ、いや、違うならいい。ちょっと思ったもんだから」

  　そうして殿山は再び足元に目を落としてもじもじする。

  「……殿山、ひょっとしてお前、美術部に入りたいのか？」

  　反射的に顔を上げて何か言おうとした殿山だったが、そのままゆっくり口を閉じながら再び俯うつむいた。

  「な、何だよ……そう思っちゃいけねーのかよ」

  　意外だった。浜はま岡おかグループの女子がまさか美術部に興味があったとは予想外だった。

  「絵とか、描くのか？」

  　俺おれは何気なく尋ねてみる。

  「いや、つーか、」

  「彫刻のほうか？」

  「いや……絵、かな」

  「どんな絵だ？　油絵か？　水彩か？」

  「んー、どっちかっつったら、水彩に近い……かな」

  「おお、とりあえずそれ見せてみろ」

  「わ、わかった、ちょっと待って」

  　そう言って殿との山やまは後ろに隠そうとしていたトートバッグを前に持ち直し、中をゴソゴソとかき回して、

  「って、何でお前が美術部の顧こ問もんみたいなことになってんだ！」

  　ようやく突っ込まれた。

  

  「絵は昔から好きだったんだけど、どーも苦手で……。だから美術部に入っていろいろ試してみようかなって思ってさ」

  　殿山はトートバッグの中身は見せてくれなかったが、美術部に入ろうとする動機は教えてくれた。確かにこいつは授業中、一人でノートに何か落書きばかりしてた記憶がある。

  「お前は浜岡グループだから部活とかには入らずに遊ぶんだと思ってた」

  「何、浜岡グループって？　別に席が近かっただけで、そんなの、ないし」

  　今日きようの浜岡の姿を見てグループの輪はもう解けてしまったのだろうか。しかし、俺が一方的に話すのを避けていただけで、こうやって殿山個人と話してみると、こいつ、意外といい奴やつなんじゃないかとさえ思えてしまうから不思議だ。いや、いかん。こいつらのグループは、権ごん藤どうを馬ば鹿かにして笑うような奴らだ。

  「しかし、この学校に美術部って存在するのか？」

  　俺は率そつ直ちよくな疑問を口にする。こないだも放課後にこの教室に運び込まれたが、誰もいなかった。いや、ひょっとするとその日はたまたま部活が休みだっただけだろうか？

  「部活紹介のパンフ上では存在してるんだけどな……顧問、匡きよう子こちゃんだし」

  「てことは、存在はしてるのか。でもこの時間になっても誰もいないってことは……」

  　そこまで言って気づいた。

  「今何時？」

  　殿山は眉まゆ根ねを寄せて答える。

  「は？　三時だし。つーか松まつ原ばらユキト、あんた昼からずっといなかったんじゃない？」

  　いなかったことなくない。俺おれはあれから教室に一度も戻ってない。ということは。

  「もう昼休み終わったのか」

  「は？　昼休みも何も学校自体、もう終わったし」

  　全然気づいてなかった。いやチャイムの音は何度か聞いていたが、特に意識していなかった。

  「つーかもう早退したと思ってたし、渡わた邊なべと一緒で」

  　その名前を聞いて俺は思わず殿との山やまに近寄った。

  「わ、渡邊さん、早退したのか？」

  「な、何だよ松原ユキトちけーって、キモイって」

  「キモクてもいい。渡邊さんのこと教えてくれ」

  「こらー！　そーとーをキモイという奴やつは誰だあぶっ!?」

  　起き上がった桑くわ畑ばたに再びラリアット。今度は助走付きだ。これでしばらくは目を覚ますまい。

  「な、何だよその子は。お前らはそれ、どーゆー関係なんだよ？」

  　俺の無む慈じ悲ひなラリアットの連発にすっかり怯おびえてしまった殿山に、俺は問題など何もないことを伝えるために百点の笑え顔がおで爽さわやかに答える。

  「気にするな！　こいつは真性のマゾヒストなんだっ！　さあ、それより渡邊さんのことを教えてくれ」

  「は、はあ……。いや、別に教えることも何も特にないよ？　昼休み以降、なんか頭が痛い、とかで早退しちゃったってことしか」

  　確かに、昼間保健室で渡邊さんはそう訴うつたえていた。でもそれは本当に頭痛がするのか、それともあの綺き麗れいな髪の毛を浜はま岡おかに引っぱられたからなのか、それとももっと別の理由、

  「もっと……強くなりたい……」

  　によるものなのかは、俺にはわからなかった。

  　その瞬間、また俺の胃袋の奥底から誰かが俺の体の中を突き抜けていくような感覚が襲おそった。しかしそれは続く殿山の言葉にかき消された。

  「まあ、朝、あんなことがあったからさすがにさー……」

  　殿山はダルそうに別の作業台に軽く腰をかけながら言った。

  「皆、心配してたのか」

  「心配っつーか……。あ、松原ユキトのことは誰も心配してなかったよ」

  　わかってるよわざわざ念押さなくても！　誰も俺の心配なんてしないよね！

  「ありゃ完全に浜岡の馬ば鹿かがやりすぎだなー。台なしだ。いくらむかつくからっていってもさ」

  　殿山のその言葉に俺は違和感を感じた。

  「は？　むかつくって誰が？」

  「だから浜岡が。権ごん藤どうのことでー、」

  　ちょっと待て。俺おれの認識と若じやつ干かんの齟そ齬ごがある。

  「なんで浜はま岡おかがむかつくんだよ？」

  「なんでって……浜岡がむかついたら何か駄目なわけ？」

  「浜岡こそ、むかつかれて当然だろ？」

  「え、なんで」

  　やっぱりだ。こいつらには恐らく自覚がないのだ。権ごん藤どうのことをいじめてからかっていたという自覚が。「こんなこと言うのは柄がらじゃないんだけど」と前置きして、俺は言う。

  「浜岡とお前らが権藤いじめてたんだろ？　むかつかれて当然じゃねーか」

  　殿との山やまは三さん白ぱく眼がんで俺を睨にらむ。

  「……松まつ原ばらユキトも、そう思ってるんだ」

  「だって、お前も一緒に権藤の悪口とか言ってただろ？」

  「はああ？　あたし言ってねーし」

  「言ってたじゃねーか？　学校にいるらしいから捜しにいかねー？　とか何とか！」

  「言ったよ？　けど何？　それのどこが悪口なわけ？」

  　そう言われて気づく。

  　確かに、その言葉だけ取れば、何の悪口でもない。だが、問題はニュアンスだ。あのニュアンスは確かに保健室登校をする権藤を馬ば鹿かにした口ぶりだった。

  「でも、権藤のことで笑ってただろ」

  　その言葉を聞いて殿山は大きくため息をついて言った。

  「松原ユキトも大おお柿がきとおんなじこと言うわけ？」

  　は？　大柿の名前が何でここで出てくるんだ？

  「マジ勘違いだから、それ」

  「どれがだよ」

  「あたしらが、権藤いじめたと思ってるってのが」

  「……違うのか？」

  　確かに。その現場は見ていない。誰も。

  　見てはいないが誰もがそう思っていた。それはなぜだ？

  　殿山は左手で髪をかき上げてそのままくしゃくしゃっと混ぜる。

  「……まー仕方ねーよな、見た目とかで判断されりゃ、そう思われるのも。けどね、それ面白くはねーよ。こっちだって」

  　見た目の判断。それは確かにあるのかもしれない。いつの間にか権藤は浜岡たちにいじめられたんだと思っていた。誰かがそれを証言したわけでも、現場を見たわけでもないのに。

  　俺は急に不安になる。

  　……そもそも、権藤は本当にいじめられてたのか？　根本的な疑問に立ち返る。

  　いじめられていたのなら、どうして誰もその現場を見ることができなかったのか。

  　恐らく誰にも見えないところで巧妙に隠されてそれが行われていたからだ。

  　けれども、そんなことが本当に可能だろうか？

  　むしろ、そんなことをわざわざするのなら、あの教室での浜はま岡おかの態度はおかしい。あんなふうに皆に聞こえるように言うのは、コソコソと隠れていじめていたことと矛む盾じゆんする。

  「殿との山やま、一つ教えてくれ。いじめてたのがお前らじゃないとして──権ごん藤どうは、本当に誰かにいじめられてたのか？」

  　殿山は体の前で腕を組み、しっかりとこっちを見たまま答える。

  「正直言うなら、知らない。あたしらが気づいたころには、既に女子の間ではそういうことになってた」

  　どういうことだ？　それはつまり───。

  「誰も、誰が権藤のことをいじめてたのか知らないってことか？」

  「まあ、そう。そんでさらに、どうやら、いつの間にかあたしらがいじめたことになってる」

  　どうしてそんなことになったのだろう。恐らく、誰かがそれを仕掛けたのだ。いったい誰が？

  「──浜岡は、それをやったのが誰か、わかったんだな。浜岡はだからあんなふうに皆に聞こえるようにわざと言って、その誰かを挑ちよう発はつしたんだな」

  「でもあれやりすぎだな。……そいつがどうやってそれをしたのかはあたしらにはわかんないけど、誰がやったか、だけはわかったから」

  「どうして浜岡には、そいつの名前がわかったんだ？」

  　俺おれのその質問に殿山はすぐには答えず、しばらくは顎あごに指を当てたり、人差し指で眉まゆを引っかいたりしていたが、鼻から軽く息を吐いてから言った。

  「拾ったんだよ、あたしが」

  「何を？」

  「けっこう前──権藤が机倒した日あったじゃん？」

  　───ダアアアアン！───

  　脳を流れる記憶の濁だく流りゆうの奥底から大きな音が浮き上がってくる。

  　そうだ、あれは大おお柿がきや殿山と馬ば鹿か話ばなししてた背後でいきなり起こった───。

  　即座に視線を真後ろへ向けると、幾つかの学習机と椅い子すが権藤の席を中心に放射状に倒れて、ノートやプリントが大量に散らばっていた。

  　夢で見た光景。あの日の出来事。

  「あの日。中身全部散らばった権藤の机の中から、これを」

  　そう言って殿山はトートバッグの中から、それを出した。

  「よく見せてくれ」

  　俺は殿山へ手を伸ばすが、殿山は身を引いて俺から遠ざかる。

  「見ないほうがいいよ」

  「え」

  　殿との山やまは眉まゆ根ねを寄せて口元を歪ゆがませ、俺おれから視線を外してトートバッグにそれを戻しながら言った。

  「これ見たら、松まつ原ばらユキト、もう戻れないよ？　今までと同じように人と接することできなくなるかもだよ？　だから、あたしは見ないほうがいいと思う」

  「でも、ここまで来て、それは」

  「そう思う気持ちもわかるし、あたしもここまで話しといて何だそれって思われると思うけどさ、あたしらは別に、権ごん藤どういじめてたのがあたしらじゃないって思ってもらえれば、もうそれでいいから。じゃあ本当にいじめていたのが誰なのか、は別の問題だし。なんか告げ口するみたいであんま気分もよくないからさ」

  　その言葉で俺は躊ちゆう躇ちよする。それを見てしまえば、もう平凡な高校生活を望むことが困難になる。そう殿山は言う。それならば確かに見ないほうがいいのかもしれない。別に権藤のいじめの真相なんて、俺には関係のないことかもしれない。いや。でも、しかし。これは──。

  「大丈夫ですっ」

  　背後で明るい声がした。

  「総そう統とう様はとても強い方なので、そんなの見たところでお変わりありませんっ。たとえ何か傷ついたとしても、何度だってやり直せる方ですからっ！」

  　いつの間にか起き上がっていた桑くわ畑ばたが、根こん拠きよのない自信に満ちた笑え顔がおでそう言った。

  「松原ユキト……そうなの？」

  「……ああ、そうだ。だから見せてくれ」

  「つうか、この子誰なの？」

  「……根拠のない自信に[image: ]あふれた馬ば鹿かだ。だから見せてくれ」

  　俺は殿山からそれを受け取り、見た。

  　そして、知る。誰がそれをしたかを。

  

  　その晩、俺はメールをした。

  『誰が権藤をいじめてたか、ようやくわかった』

  　返信はなかった。
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   第四章　権藤季乃、とは。

  



  
    １
  


  

  　翌日。そいつは登校していなかった。

  　俺おれは机に鞄かばんだけ置くとその足で美術準備室へ向かった。

  　ノックもせずにドアを開けると、新にい出でが煙草タバコの紫色の煙を吐き出しながら窓から差し込む朝日をバックに仁に王おう立ちしていた。

  「おはよう総そう統とう閣かつ下か。昨日きのうよりずいぶん良い顔してるじゃないか」

  「気のせいでしょう、先生。俺は昨日と今日きようの間に整形手術なんてするほど道どう楽らく者ものじゃありません」

  「鏡見たか？　私そっくりだぞ？　ただでさえよくない目つきに隈くまをたっぷりと携たずさえて。昨日眠らなかったのじゃないか？」

  「眠ろうと思ってるうちに朝になってただけですよ、先生みたいに深酒してたのとはわけが違いますから」

  「言うな。可愛い教え子のことを考えてるとついつい飲みすぎてしまうんだ」

  「じゃあアドバイスをあげます。考えなければいい」

  「じゃあ、それを頼もう」

  　新出は、ゴチャゴチャの机の上を片手で一撫なでしてほとんどの物を床ゆかに落とし、一枚の紙を引っぱり出して俺に渡した。

  「先生の悩みの種を解消してきてくれ」

  　それはうちのクラスの名簿だった。

  

  　俺は学校を出て、真っすぐにそいつの家を目指して歩く。

  　もらった名簿に書かれていた住所はもう頭に叩たたき込んだ。家の電話にかけてみたが、留守番電話になるだけだった。

  「やり直しにいくんですねっ？」

  　気がつくといつの間にか斜め後ろを桑くわ畑ばたが歩いていた。

  「いや、やり直しにいくのとはちょっと違うかな」

  「すると、何を？」

  「お前に沿った言い方をするならば、取り返しにいくんだ」

  「私に沿った言い方？」

  「時間を、だ」

  「では、張り切ってお供しますっ」

  　心強い。

  

  　それは巨大な要よう塞さいだった。

  　もちろん住宅街にそんなものが建つはずがない。しかし、そのマンションは今の俺おれには要塞に見えた。

  　地上四十八階。高さ百六十メートル超え。三階までは商業施設や個人病院などを有する超高層マンション。住所によればここの三十九階にそいつの家がある。

  「大きいな」

  　見上げて俺は思わず呟つぶやく。

  「そうですか？　こんなの、黄金に光り輝かがやくユキト様像に比べれば小さいもんですがっ」

  　桑くわ畑ばたがつまらなそうに言った。

  　なんて酷ひどいものを作るんだ、未来の俺。今すぐ取り壊しちまえそんなもの。

  

  　俺と桑畑は四階までエスカレーターで昇り、居住区部分のエントランスに立った。

  　吹き抜け部分と同じ高さを持つ木製の自動ドアが音もなく左右に開く。

  「なんつー無駄なドアだ……」

  「全くですっ。ユキト様像が毎晩二十三時に爛らん々らんと目を光らせる機能くらい、無駄ですっ」

  「何なんだよその無駄な機能は？」

  「あれやめさせてください！　怖いですっ！」

  　エントランスは二重ドアになっており、ここまでは郵便や宅配の方たちも来ることができる。しかしそこから先は住人か、もしくは住人の許可をもらった人でないと立ち入ることができない。

  　俺は念のために部屋番号をプッシュし呼び出してみたが、応答はなかった。

  「これから、どーしましょう？」

  「なんとかして中に入りたいが、招き入れてくれない以上、ほかの住人が入るか出るかするのを待つしかないな」

  「割っちまいますかっ？」

  「何を？」

  「ガラスをっ」

  「前からそうじゃないかとは思っていたが、お前馬ば鹿かだろ」

  「真ま面じ目めに考えていますのにっ!?」

  「ほらみろやっぱり馬鹿だ」

  　などと実に有意義な時間を過ごしていると住人の奥様が一人外へ出てきたので、ごく自然に開いたドアから中へ入ることに成功。四階と五階は吹き抜けになっているため、一度エレベーターで六階へ向かう。

  

  　六階は住人のためのホールとなっていた。ホールといってもただ待合用や談笑用のソファとテーブルがあるだけではなく、小さな図書館、日用品などが置かれた売店、コンピューター室、中庭、キッズルーム、カウンターの隣には小さなカフェまであった。

  「……へたすりゃ田舎いなかの村一つ分の施設があるな、ここ」

  

  　そのままホール端のエレベーターホールへ移動。

  　ところがまたしてもガラスのドアが行ゆく手を阻はばみ、そこに入るにもまた住人用の鍵かぎか住人の許可が必要だった。

  「おいおいおいおいまたかよめんどうくせえな。こんなの、うっかり鍵でもなくした日には家に入れないじゃねーか」

  「総そう統とう様っ。鍵なくしたらどんな家でも入れません」

  　エレベーターホールの前でうだうだやってたらさすがに不審に思われかねないし、そもそもこんな時間に学生と白い詰め襟で道路標識のついた棒を持った女がうろうろしているだけでも十分怪しいので俺おれと桑くわ畑ばたは少し距離を置き、お互い無関係を装よそおいながらエレベーターホールへ注意を払ったまま壁に掛けられた何だかよくわからない絵画や通路に転々と置かれた観葉植物を「ほう……これはなかなか……」とか「まさかここでこんなものを見ることができるとは、いやはや……」などと呟つぶやきながら過ごし、エレベーターの表示が変わり誰か住人が降りてきたらしいので、即座にタイミングを見計らってエレベーターホールの前に移動して降りてきた住人と入れ違いに中に入った。

  「ていうか、もう十分怪しいしこれあらゆるところに監視カメラついてるからほとんど意味ないな」

  「何、エレベーターに乗ってしまえばこっちのものです」

  　何がこっちのものかはわからなかった。

  

  　ここからは四基のエレベーターに乗ることができるのだが、乗るエレベーターによって到着するフロアが違うので注意が必要だ。三十九階へつながるエレベーターはそのうち二基。その二基はＮフロア行きとＳフロア行きに分かれている。そいつの家はいわゆる南側に位置するＳフロアだった。

  「あの、総統様っ。このエレベーター、壊れてます」

  　どういうことだ。見れば桑畑はさっきから三十九階Ｓフロア行きのエレベーターを呼び出そうとボタンを押しているのだが、肝かん心じんのエレベーターがディスプレイを『27』と表示したまま一向に降りてくる様子がない。

  「何だこれ」

  「あの、ひょっとしてこれでしょうか」

  　桑くわ畑ばたが呼び出しボタンの横のパネルを指差す。何かのセンサーらしかった。

  「これにまた鍵かぎかなんかをかざさないといけないとか……」

  「マジかよ」

  　恐らくそうなのだろう。そうとしか考えられなかった。ということは、俺おれたちは今度は三十九階のＳフロアへ行ってくれる住人を待つしかないのだろうか。だいたいここ、一フロアに何戸の家があるのだろう。そんなに多くない気がする。そんななかいちいち「すみませんがひょっとして三十九階のＳフロアへは行きませんよね？」と尋ね歩いていたらあっという間に警備員に捕まって、ポイだ。

  「総そう統とう様、桑畑にアイデアがあるのですがっ」

  「よし言ってみろ」

  「住人の名前を騙かたって宅配ピザを頼み、その後を追うように同じフロアへ行くというのはどうでしょう」

  　なんて魅力的なアイデアなんだ。確かに名簿には電話番号も記入されている。

  「いや、駄目だ。そもそも頼んでもいないピザなんかでエントランスのドアを開けるくらいなら一番初めの俺の呼び出しでもう開けているはずだ」

  　いや、俺だからこそ開けなかったのかもしれないが、宅配ピザでもやっぱり変わらないだろう。

  「では、完全に手詰まりでしょうかっ」

  　いや、でもここまで辿たどり着いただけの意味はあった。

  「やっぱり超高層マンションダンジヨンを攻略するには、足使わないとな」

  　エレベーターホールの突き当たり、右へ曲がったところに、非常階段の扉とびらがあった。

  

  　始めのうちは、階段に文句を言ったり桑畑に文句を言ったりしながらなんとか上っていた。十五階を越えたあたりでお互い一言も口をきかなくなった。二十六階を過ぎると二階上るごとに座って休んだ。

  　三十三階で四度目の休息。

  「……あと少しだな」

  「……はい、一時はもう永遠にこのままなんじゃないかとも思いましたが、何の何の、上ってりゃ上に上がるもんですねっ」

  　桑畑はごく当たり前のことをしみじみと言った。当たり前だが、全く同感だった。

  「どうします？」

  「何が」

  「ここまで来て、家にいなかったら」

  「……そうしたらもう、俺はドアの前で寝て帰宅を待つ」

  「通報されちゃいますよっ」

  「構わん、それで通報されるなら本ほん望もうだ」

  　俺おれももうだいぶわけがわからなくなっている。

  「……どうします？」

  「何が」

  「ここまで来てこの階段、ＳフロアじゃなくてＮフロアにしかつながってなかったら」

  「……そうしたらもう、俺は窓を破って飛び降りる」

  「死んじゃいますよっ!?」

  「なあに、一人死んでもまたエントランスから再スタートすればいいのさ」

  「ないです！　そんなシステム、人生に採用はされていませんっ！」

  　そんなくだらないことを言いあえるだけで十分だった。一人だったらさすがに、このダンジョンは攻略できなかったと思う。まあ、しかし、それでも。ラスボスには俺一人で立ち向かわないといけないんだけどな。

  

  『39Ｓ』の扉とびらを開いてフロアへ転がり出た。

  　絨じゆう毯たんの敷き詰められた廊下が左右に延び、柔らかい光によって照らされている。廊下の突き当たりにある大きな一枚窓がそれぞれ日光を取り入れてるとはいえ、廊下が長いためにそれだけでは明るさを補おぎなえないのだ。各戸のドアとドアの間も十メートル以上離れているように感じた。

  　俺はドアの番号を確認しながら歩いて『39Ｓ─Ｅ』のドアの前に立ち、インターホンに指を伸ばし、そのまま押せないでいた。

  　出てもらえないだろうな。

  　ここに来て急にその思いが強くなった。昨日きのう殿との山やまに聞いた話。そこから一晩眠らずに考えた俺の結論。それを確かめるためにわざわざここまで上ってきたが、ひょっとしてそれがすべて勘違いだったら？　殿山の言ったことは全部噓うそで、そこから考えた俺の結論もすべて間違いで、今日きようはたまたま本当に体調が悪くて休んでて、今は病院へ行ってるだけだったら？　もし病院から帰宅したとき、家のドアの前で見知らぬ女と二人で待ち伏せしてる俺を見て、どう思うだろうか？　「あんな強固なセキュリティを突破してわざわざお見舞いに来てくれるなんて超感激！」となる確率はどのくらいだろう。それか、「こいつちょっとマジで超キモイな」となる確率はどのくらいだろう。今ならまだ引き返せるんじゃないだろうか。明日あしたになれば元気に登校して、「やー昨日は心配かけちゃってごめりんフミンダインてへぺろ☆」と元気に笑ってくれるんじゃないだろうか。フミンダインってなんだ？

  　そのとき、桑くわ畑ばたが伸ばされたままの俺の指を摑つかみ、そのままインターホンを押した。

  「おいお前押しちゃったぞ？　押しちゃったぞ今お前？」

  「ここまで来て押さないのは噓うそですよ総そう統とう様っ」

  「でもだってお前、もし取り返しのつかないことになったら、どうするよ？」

  「平気ですっ」

  「……何が平気なもんか」

  「何度でもやり直せば良いだけですからっ。簡単です！」

  　そう言って桑くわ畑ばたは左手を斜め上に真っすぐに突き上げた。

  　そのポーズは初めて出会ったときと全く同じものなのに、今の俺おれにはとてもかっこよく見えた。

  「……そうか、それがお前の決めポーズなのか」

  「き、決めポーズって何ですか？　こ、これは私たちの隊の人なら誰でもやりましたよっ」

  「良いな、決めポーズあるの。実はさ、俺も持ってるんだよ、決めポーズ」

  「そうなのですか？」

  「……見る？」

  「ハイぜひ！」

  　そうして俺は五年前に封ふう印いんしたあのポーズをしようと足を肩幅の間隔に広げたところで──。

  「……どうぞ」

  　ドアが開いた。

  

  　玄関へ通されるとそこにはご丁てい寧ねいに二足のスリッパが用意されていた。俺と桑畑はそれに履き替え、後をついてリビングへ移動する。電気がつけられていないので薄暗い。微かすかに鼻を突く嫌な匂におい。

  　廊下のドアを開けるとそこは、夢の島だった。

  　三十畳近いリビングの床ゆかを埋め尽くしているのはコンビニエンスストアのレジ袋。

  　弁当やお菓子の空あき箱、飲み終わったペットボトルや缶、その他多種多様なゴミが詰め込まれその口を縛られた状態で転がっている。

  　隣接したキッチンのすぐそばにテーブルと椅い子すが三脚置かれていたが、やはりそのテーブルの上もゴミで埋もれていた。

  　キッチンの流しの中には豚肉のパックや焼きそばの空き袋、ゴーヤーのヘタや玉ねぎの皮などの食材のゴミが山積みになっている。

  　巨大なオーディオシステムとテレビもゴミで半分埋もれている。

  　南と西にそれぞれベランダへ続く大きなガラス窓があり、その角に対して斜めにソファが置かれており、この家の主はその上に乗ると毛布を手た繰ぐり寄せて全身をすっぽり覆おおってこちらを見た。

  　その顔に生せい気きはなく、いつも学校で見ていた輝かがやきはまるで感じられなかった。髪の毛もボサボサで、ユルユルのスエットの上下で細い体を包み、けれども目だけは光を携たずさえたままこちらをじっと見ている。新にい出では俺おれの顔が一晩でずいぶん変わった、と言ったが、俺も同じことをそいつに思った。

  「突然お邪魔してごめん、渡わた邊なべさん」

  　俺は呼びかける。

  「吃びつ驚くりしちゃった。……どうぞ、その辺に座って？」

  　渡邊さんは促うながすが、正直どこに座ればいいのかわからない。

  　そのとき、足元を何かが撫なでた。

  「う、うわっ？」

  　思わず声を上げる。猫が「アーオ」と鳴いてゴミの山を飛び越えて再びゴミの山へ消えていった。先ほどから鼻を突くこの刺し激げき臭しゆうは恐らく、猫のおしっこの匂においだ。もはやトイレも何も関係なくそこらじゅうで用を足してるのだろう。

  「気にしないで、うちの子、引っかいたりしないから」

  　渡邊さんはコロコロと可愛らしい声で笑いながら言った。

  　俺は動けずにいた。

  　何なんだこの家は？　ここは、本当に渡邊さんの家なのだろうか？

  　桑くわ畑ばたがスタスタとゴミを道路標識で押しのけながらテーブルへと進み、椅い子すを一脚引いて渡邊さんと向き合う形に置いてくれた。

  「座りましょう、総そう統とう様」

  

  　桑畑は椅子に座らず、俺の斜め後ろで立ったままだった。

  「ええと、初めましてよね？」

  　渡邊さんが桑畑に話しかける。

  「ええ。以後お見知りおきを。松まつ原ばらユキト総統様の第七行こう使し、桑畑と申します」

  「総統様？　何、それ、松原君、そういう趣味があったんだ」

  　渡邊さんはまたコロコロと笑った。

  「まあ、趣味じゃなくて将来なんだけどな」

  　俺は静かに言った。

  　渡邊さんは笑うのをぴたりとやめて、

  「ふうん。何か失礼なこと言ったらごめんなさい。私、昨日きのうから頭がずーっと痛くて」

  「体調が悪いときに勝手に来て申しわけないとは思ってる」

  「その言い方だとどうやら、お見舞いに来てくれたわけでもなさそう」

  　渡邊さんはため息をつきながら言った。

  「残念。私、松原君のこと、ちょっといいって思ってたのに、女の子なんか連れてくるんだもん」

  　その言葉に一瞬ドキリとした。

  「お気になさらずに。私は、連れてこられたのではなく、ついてきただけでございますので」

  　桑くわ畑ばたがさらりと言った。

  「で、松まつ原ばら君。お見舞いじゃないなら、わざわざこんなところまで、何の用なのかな？」

  「話したいことがあって、な」

  「それ、学校じゃ話せないような内容なんだ？」

  　そう。学校では駄目なのだ。あそこにいるとどうしても人目を気にしなければいけなくなってしまう。俺おれ自身が。だから、ここまで来たのだ。

  　俺は昨晩全部を思い出し、観察して分析した結果を単たん刀とう直ちよく入にゆうに報告する。

  「渡わた邊なべさんが、権ごん藤どうをいじめていたんだな」

  「私が権藤さんを？　松原君、何を言い出すの？」

  「とある人にそう、聞いてさ。それで、そんなでたらめありうるはずがないって思って、考えてみたんだ。渡邊さんが権藤をいじめるなんて、そんなはずがないことを否定してもらいたくて来た」

  　これは本ほん音ねだ。すべて俺の馬ば鹿かげた勘違いならそれで良い。それこそが良い。

  「ええと、これから話すことは全部俺の憶おく測そくにすぎないから、証しよう拠こを出せって言われても、無理なんだ。けれども考えだけはあるから、それを聞いてほしい」

  　渡邊さんはゴミに埋もれたソファーの上。毛布に包くるまってこちらを見ている。その表情からは何の感情も読み取ることができなかった。

  「……ふうん。わかった、じゃあ、聞くわ」

  　そして俺は話し始める。

  「俺もそれを聞いた昨日きのうまでは、浜はま岡おかたちが権藤をいじめたと思ってた。実際男子の中では今でもそう思ってる奴やつがほとんどだが、実際は誰一人として浜岡たちが実際に権藤をいじめてた現場を見ていないんだ」

  「でも彼女たちは実際に権藤さんをからかってたけれど？」

  「そのことに関しては後で言う。重要なのは誰も現場を見ていないのに、いじめはあった、という情報だけがクラスの中で蔓まん延えんし、やがて実際にいじめはあった、という事実になったこと」

  「じゃあひょっとしたら……いじめなんてどこにもなかったのかも」

  　目を半月形に曲げて渡邊さんは言う。

  「いや、それは実際にあったことなんだ。ただ、誰もそのことを『いじめ』と認識できなかった、というのが事実」

  「へえ？　それってどういう状況なのかしら」

  「その前にいじめ自体が終わってしまったために誰の記憶にも残ることがなかったんだ」

  「いじめがあったのに誰の記憶にも残らない？　そんなことがありうるのかしら？」

  「それがありうる時間が一瞬だけあった」

  「いつかしら、それって」

  「入学直後。ほんのわずかな数日間」

  　まだお互いがどんな人間なのか知らない時間。自分たちが自分たちの仲間を見極めながら一いつ所しよ懸けん命めいに友人をつくろうとして、クラスのほかのグループの動向にあまり注意が払われていない数日間。

  　その間に渡わた邊なべさんによる権ごん藤どうへのいじめの準備は行われ、完了したのだ。

  「そんなわずかな時間でいったい私に何ができるのかな？　私だってずっと権藤さんと一緒にいたわけじゃないのよ？」

  「ほんのわずかな時間でこと足りたんだよ。目的はその後だったんだから」

  「話が見えないな。数日間で私が権藤さんに何かいじめをして、目的がその後ってどういうこと？」

  「渡邊さんが権藤にしたことは、一つだけ。権藤が入学時にしていた『自分は未来から来た』とかいうおかしな言げん動どうを続けるように、推すい奨しようしたことだけ」

  　窓が開いていたのだろう。カーテンが少し揺らいで、白い日の光が部屋を包む。それが逆光になり、渡邊さんの表情は俺おれからはわからなくなってしまった。

  　恐らくこういう感じではないだろうか。「私は信じるよ？」。そう言って渡邊さんは権藤の「未来から来ました」発言をほかの女子にもどんどん言うように勧める。当然ほかの女子は誰もそんなこと信じずに、権藤を避けるようになる。渡邊さんはそれでも権藤を励まし、「自分だけは味方だ」と言い続ける。それだけならいじめでもなんでもない。そう、それだけなら友達の未来から来たなんて突とつ拍ぴよう子しもない妄もう言げんを信じるただのすげーいい奴やつだ。

  　しかし、違う。渡邊さんの目的は、まだその先にあった。

  「こうして間抜けな権藤は渡邊さんを全面的に信頼して、自分は未来人だとほかの女子連中にも言いふらして回る。当然ほかの誰も信用しないし、なかには露ろ骨こつに馬ば鹿かにしたり避けたりする奴もいただろう。それでも権藤は渡邊さんが信じてくれているから、とへこたれずに意見を変えない。さて、そうやって哀れな権藤が自分の価値をぐんぐんと下げてる間に渡邊さんは次の準備に取りかかる。それも別に大それたことじゃなく、簡単なこと。トイレでも食堂でも移動教室の最中でもなんでも良い。軽い感じでほかの女子に、『権藤さんって、変わった趣味してるらしくって、ちょっと苦手なんだ』くらいのことを吹き込むだけ」

  　これももちろん全部が憶おく測そくにすぎない。しかしそうはっきりと前置きしてるので構わないだろう。

  　渡邊さんは表情もわからず黙ったまま。俺は続ける。

  「これで女子の間で、権藤は何かしらのオタクを酷ひどくこじらせた奴、という認識になる。そして渡わた邊なべさん自身はそれに付き合わされてるかわいそうな子、と位置づけられる。今まで困った感じで接していた女子のほとんどはこれで一気に露ろ骨こつに冷たくなる」

  　気づけばいつの間にか自分の周りから人がいなくなっていってる。そのことに気づいた権ごん藤どうは不安で仕方なくなったことだろう。自分にははっきりとした記憶もなく、両親さえ家にいない。渡邊さんを除けば自分は独りぼっちになってしまう。

  　困った権藤は、その原因が自分の確かな記憶──三十年後の未来から来た──にあることに気づき、慌あわてて軌き道どう修正を図る。

  「自分が避けられてることに気づいた権藤は自分の一番確かな『未来人』という記憶を急きゆう遽きよ『帰国子女』に変換する。無理やりこちら側に歩み寄ってきたわけだ。そしてそのことを知った渡邊さんは、恐らく慌てたはずだ」

  　権藤は〝未来から来た〟からこそ避けられてたのだ。〝外国から来た〟では、むしろ人気者になってしまう可能性がある。しかも権藤はもう既に、自分はそうだったんだ、と決めて〝未来から来た〟とは発言しなくなってしまった。そこで渡邊さんは対策を練る。

  「やっぱり自分は外国から来たんだったー、と言い張る権藤を否定するのもおかしい。未来から来たなんて話より圧倒的に飲み込みやすいからだ。だから渡邊さんは今度は、外国から来たというあなたを信じるよ、と権藤に話したはずだ。何があっても渡邊さんだけは権藤を信じる。そしてその姿をクラスメイトに認識させながら、『未来から来たと言ってたと思ったら次は外国だってさー、かわいそうだから、皆も信じてあげてね？』とほかの生徒に相談の体ていを装よそおって漏もらしていく。これで権藤の『帰国子女』という方向転換は功こうを奏そうさず、同時に女子たちの同情はほぼ得られ、『優しい渡邊さん』として男子からの人気も得られた。でも、渡邊さんの目的はまだ果たされていない。むしろ、この先にある」

  　渡邊さんはやはり何も言わない。桑くわ畑ばたに至っては存在すらしていないかのように、静かに俺おれの後ろに立つ。

  「ただおかしなことを言う女の子がクラスから孤こ立りつしているのを守るのがゴールじゃなく、自分の地位をもっと安全な場所に確立することが目的だからだ。そのために渡邊さんは自分自身を権藤のことを献けん身しん的に支える女の子という位置に自分を置いてから、自分以外の誰かが権藤のことをいじめ始めたという状況をつくり出す。これは正直難しかったはずだ。何しろ、ばれてしまえばそれですべてが終わりかねない。それでも渡邊さんは狡こう猾かつにそれを行おこなった」

  　猫がリビングのどこかでゴミ袋を神経質に引っかいている。匂においが気になるのだろうか。

  　俺は話しながら、自分がすごく落ち着いていっていることに気づいた。頭の芯しんが冷え切っている。

  「権藤への直接的な悪口を書いた匿とく名めいの手紙を、こっそりと回し始めたんだ」

  　小さなコミュニティの中だけで通用する昔からある悪意の伝でん播ぱ方法。メールやソーシャルネットワークサイトでは発信元がばれてしまうし、匿名の掲示板や学校裏サイトを使うにはまだ知り合ってからの時間が浅すぎるし、全員が見るとも限らないために確実ではない。授業中にこっそりと回されることによって緊張感を伴ともない、退屈な授業の暇ひまつぶしにもなるがゆえに一瞬でクラスメイトが熱中する、とても子どもじみたツール。

  「そしてその手紙に課せられた単純なルール。男子と、権ごん藤どう本人には回さないこと」

  　その制約がスリルを加え、後ろめたい気持ちとゲームを楽しむような悪意を増長させる。

  「差出人のわからないその手紙に書かれた権藤への悪口を皆で回して共有することで誰かが権藤をいじめているのだ、と女子の間で[image: ]うわさが立つ。でも、誰もそれが自分ではないことを知っている。だから余計にどこかで楽しむ。そして渡わた邊なべさんは[image: ]が蔓まん延えんし始めた頃ころ合あいを見計らって、手紙の発信源は浜はま岡おかたちだということにする」

  　───あたしらが気づいたころには、既に女子の間ではそういうことになってた───

  　───どうやら、いつの間にかあたしらがいじめたことになってる───

  「誰かが権藤をいじめてるなら、次の話題は自然に、『誰が？』になるからだ。そのタイミングを見計らって渡邊さんは浜岡たちから手紙が来たらしい、ということにする」

  「でもそれ、どうやってするのかしら？　まさか、また、誰かに相談する？　そんな相談してたことが浜岡さんたちにばれちゃったら私、大変なことになると思うけれど」

  　すごく久しぶりに渡邊さんが口を開いた。

  「もちろん、そんなことしたらこれまでの苦労が水の泡あわになりかねない。でもそんなことする必要ないんだ。権藤の悪口を書くための手紙を浜岡たちの誰かのノートの切れ端で作れば、それだけで[image: ]は成り立つんだから」

  「でもさ、ノートがなくなったらそれだけでばれないかな？」

  「誰か一人だけだったらな」

  　そう、うちのクラスでは大おお柿がきのほかに、何人かがノートを失なくしたと言っていた。それはつまり、目的のノートを特定されないための目くらましだったのだ。

  「渡邊さんは殿との山やまのノートを盗んで、手紙を作り始めた。授業中よくノートに落書きをしていた殿山のノートを誰かが見ていて、それを思い出す。あれは確か、殿山の使ってたノートだった、と。それでいじめを行おこなっているグループが誰なのかがいつの間にか女子たちの心の中に確立する。やっぱり自分たちではなかった。彼女たちだったんだ、と」

  「ノートの切れ端で誰のノートかわかる？　あんなの、どれも似たり寄ったりじゃない」

  「だから、わざと特徴的なノートを選んだんじゃない？　たとえば色がついてるとか、紙質が珍めずらしいとか」

  　渡邊さんは再び何も言わなくなってしまった。まあいい。俺おれの話ももう、これで終わる。

  「かくして、見事に加害者の誰もいないいじめが完成。渡邊さんはいじめられっ子をつくり出し、それを献けん身しん的に支える女の子としてクラスに存在。目的は達成された。本当はそれで、終わりのはずだった。実際、ついこないだまではそれでうまくいっていたはずだ」

  　女子だけの[image: ]うわさは自然に男子にも浸透し、誰も見ていないのに浜はま岡おかたちが権ごん藤どうをいじめた、と広まる。しかし誰もそれを糾きゆう弾だんするものはいない。[image: ]が[image: ]でしかないうえに、実際に権藤がいじめられた姿を見ていないから、心が痛まないのだ。だから、誰もわざわざそんなことを口にしない。波風を立てる必要はない。

  　そう。俺おれもまさにそう考えてたし、そうするのが正しい生き方だ、と思っていた。

  「けれども浜岡たちは知ってしまう。自分たちの知らない間に、教室で何が行われてきたか、を」

  　そしてそれを誰が行おこなったかも、だ。

  「もちろん、今俺が話したことは全部、俺が勝手に想像した憶おく測そくで、浜岡たちは全然そんなことまで考えてないだろう。でも彼女たちは誰がそれをしたかだけ知ってしまった。だから、直接本人に聞こうとしたんだ」

  　朝のホームルームの度たびの浜岡の挑ちよう発はつ。あれは権藤のことをからかっていたのではなかった。クラス全員に聞こえるように言っていたあれは──渡わた邊なべさんを挑発していたのだ。

  　権藤を教室に来られないようにしたのは、お前じゃないか、と。

  「そして渡邊さんは知った。浜岡たちが、自分のやったことに気づいていると。このままでは自分の仕掛けが破は綻たんする。それで渡邊さんは昨日きのう、賭かけに出たんだ」

  　立ち上がり、浜岡の席へ近づき、思いきり挑発し返す。真相をばらされるよりも先に、浜岡に手を出させるような挑発を。

  「全部わざと──渡邊さんらしくない言げん動どうも、震わせた膝ひざも声も。そして渡邊さんは賭に勝った。浜岡に先に手を出させたんだ。それでこの後、浜岡たちが真相を誰に言ったところで、信じてもらえないだろう。なにしろ、クラスの全員が見ていたからね」

  　───ありゃ完全に浜岡の馬ば鹿かがやりすぎだなー。台なしだ───

  「だからもう浜岡たちは何も言うつもりもないし、グループとして完全に醒さめちゃったらしいから、これでこの問題も空中分解。渡邊さんも、明日あしたからまた献けん身しん的な人気者に戻れる。ハイ。おしまい。ってとこで、どうかな？」

  「どうかなって、何が？」

  「俺としては、これ全部、否定してほしいんだ。完かん膚ぷなきまでに」

  「そんなの簡単だよ、松まつ原ばら君」

  　渡邊さんはとても魅力的な笑え顔がおで、だけど声に何の色も音ものせずに言った。

  「それ全部、思い込まなければ元からなかった話だよ」

  「なるほど」

  「だって、それ全部憶測で、証しよう拠こがないんだからさ」

  　その言葉で俺はズボンのポケットの中で手を握る。

  「違うんだよ渡邊さん、完膚なきまでにっていうのは、そういうのじゃないんだ。その程度じゃ全然肌はだはツルツルだ。完かん膚ぷありまくりだよ」

  　そう言いながら俺おれはズボンのポケットから手紙を出し、渡わた邊なべさんに見せた。

  「さっき、証しよう拠こがないって言ったけれど、あれ、噓うそなんだ。本当はここに持ってきてるんだよ」

  　それは殿との山やまからもらったノートの切れ端だった。

  「これ、権ごん藤どうの机の中に大量に入ってたもののうちの一つ。権藤に回しちゃいけないはずの手紙は最終的に全部権藤の元に回されて、それが溜たまってたんだよ、机の中に。そんであの日、いよいよ権藤が耐え切れなくなって爆発し、思わず机を倒した日にこれが散らばった」

  「……へえ、権藤さんの机に回されてたんだ」

  「やっぱり知らなかったのか。まあ、すぐに権藤を保健室に連れていってたもんな、確か。それを殿山が拾ってた。なんせ、自分にはすごく見覚えのあるノートだったから」

  「でもさ、それって殿山さんの証言でしょ？　それってどのくらい信用できるものなのかな？　私のせいにしてるだけかもよ？　筆ひつ跡せき？　そんなもの、どうだってできるよね？」

  　俺はそこで少し指先を握り締める。春先だというのに、俺の体はすっかり冷え切ってしまってるようだった。観察と分析を突き詰めた結果がこれだとすれば、こんなの、全然平凡だとはいえない。

  　そして俺はズボンのポケットの中に入れたままの手で握っていたもう一通の手紙を取り出し、渡邊さんに見せた。

  　二通の手紙。

  　一通にはこう書かれている。

  『権藤さんへ　キモイしクラスの皆が迷惑してるのですぐに死んでください　お願いします』

  　もう一通にはこう書かれている。

  『昇降口近くの踊り場で待ってます　渡邊』

  　どちらも、淡い緑のクローバーがプリントされた、特徴的なノートの切れ端。

  

  「……こんな回りくどく長々と話さなくても、最初からこれ出して私に詰め寄れば早かったんじゃない？」

  　渡邊さんは窓の外のほうへ視線を投げたままそう言った。

  　確かにそうなのかもしれない。けれども、俺にとって大事だったのは真相を知ることではなく、考えることだったのでその手段は意味がなかった。

  「もう、否定はしないんだな」

  　俺は最後にもう一度確認する。

  「時間の無駄」

  　渡邊さんは俺を見ずに答える。

  　話は終了。俺がわざわざここまで来た理由も同時に終了。もう、ここに留とどまる必要はない。

  「で、どうするの松まつ原ばら君」

  　渡わた邊なべさんの表情は見えず、声からも感情を読み取ることはできない。

  「このこと、クラスの皆にばらす？　そんで、今度は私を学校に来させなくする？」

  「そんなことしない」

  「え？」

  「俺おれが今日きようわざわざここまで来てこれだけ長々と喋しやべったのは、渡邊さんに取られた時間を取り返すためだから」

  「時間を取り返す？」

  　久しぶりに感情のこもった声で渡邊さんが聞き返す。

  「入学式直後から渡邊さんに取られた権ごん藤どうの時間だよ。あいつを、教室に連れ戻す。もう、いじめられっ子はどこにもいないってことだけが確認したかった。そんじゃ、学校に戻る」

  「もう行っちゃうの？」

  「行く。お邪魔しました。頭痛早く、治ると良いな」

  「えと、どうして私がこんなことしたか、とか、聞かないで良いの？」

  「興味がない」

  「そ、そうなんだ……」

  「ていうか、観察と分析の結果、予想ずみだ。おおかた、渡邊さんの設定したゴールは、自分が過去にいじめられていたから高校でも繰り返されないために、早々にクラス内でのいじめられっ子をつくって自分は安全な位置に立ちたかったとか、そんなところだろ。そんな話聞きたくない」

  　渡邊さんは初めて絶句した。

  　ひょっとしたらこの後にその真相や自分が過去に傷つけられた話を涙交じりに長々とする予定でも組んでたのかもしれない。悪いが、そんなのに付き合わされるのはごめんだ。

  「じ、自分ばっかり長いこと喋って、こっちには喋らせないって、それ何かずるくない？」

  　渡邊さんは毛布をガバッと放り、うわずった声でクレームをつけてきた。図星のようだ。

  「興味がないんだから仕方がない！」

  　俺はきっぱりと言い切った。

  「どんな理由であれ、いじめる側の理由なんて聞いたところで何の同情も生まれない。時間の無駄だ。そんなのに時間を費ついやすくらいなら俺はとっとといじめられた権藤を助けにいく」

  　渡邊さんは少し泣きそうな顔をしていた。その顔も可愛いのだが、以前のような魅力はもうなかった。

  「で、でも、教室に連れ戻すって……だって、自分を未来から来たなんて言うような子だよ？」

  「それがどうした」

  　それがいじめてもいい、なんて理由にはならない。

  「え？」

  「俺おれにはそんなの、既に三人目だっ」

  　桑くわ畑ばたが左手を斜め前方へ真っすぐに伸ばしてピースサイン。

  「ど、どういうこと？」

  　渡わた邊なべさんはすっかり混乱しているようだった。

  「事実を否定したって無駄ってことでありますっ！」

  「事実って、だってそんなわけ、ないじゃない……」

  「そんなわけないかどうかは渡邊さんが決めて良いことじゃない」

  　そう。そして俺が決めて良いことでもない。

  　渡邊さんは、膝ひざに顔を埋うずめて泣き出した。

  「……頭、痛いなあ……」

  「一つだけ聞かせてくれ。昨日きのうの保健室でのあれは、本当だったのか？」

  　もっと強くなりたい、と泣いていたこと。あれはどういう意味だったのだろうか。

  「…自分の弱さに、うんざりしたの。あんな騒ぎを起こさなくちゃいけなくなった、自分に」

  「それは、浜はま岡おかたちにばれて、賭かけに打って出なければいけなくなったこと？」

  「目立たずに生きたかったのよ」

  　その気持ちはよくわかる。

  「でも渡邊さんに、それを望む資格は、ないよ」

  



  
    ２
  


  

  　俺と桑畑は渡邊さんの家を飛び出して学校へ戻る。

  　帰りもまた階段を使わねばならないのかと一瞬心がくじけかけたが、ホールまで降りることに関してはエレベーターに鍵かぎは必要ないようだった。そりゃそうか。出るのまで規制したら客や出前の人たちが帰れなくなってフロアにどんどん溜たまってしまう。

  　超高層マンションを飛び出して学校へ走る。相当足腰はガタついていたが弱よわ音ねは吐けない。

  「どうしてそんなに急ぐのでありますかっ？」

  　後について走りながら桑畑が尋ねた。

  「なんとなく、嫌な予感がするんだ」

  「予感ですかっ」

  　昨日、保健室で見せた、権ごん藤どうのあの表情───あの目。

  　昼休みになって、保健室に渡邊さんが来ないと知った権藤が、ひょっとしたら、何か行動を起こすんじゃないかという予感。

  　校門を抜けたと同時に、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。

  

  　俺おれと桑くわ畑ばたは真っすぐに保健室を目指す。

  　頼む権ごん藤どう、寝ててくれ。それで昼休みが終わったことにも気づかず、「あれー、どうしましたー松まつ原ばら君？」と、あのものすごい近視で俺を睨にらみつけてくれ。

  　勢いよく保健室のドアを開ける。とりあえず誰の姿も見えない。というか俺はこの保健室に養護の先生が駐在しているのを見たことがない。本当に存在するんだろうな。

  　奥のベッド。カーテンが閉じられた権藤の指定席。そこからは何の物音もしない。やはり寝ているのだろうか。

  「──権藤、いるか？」

  　俺は静かに話しかける。返事はない。

  「そ、総そう統とう様、あれ、何ですかね？」

  　少し震えた声で桑畑が俺の制服の袖そでを引っぱって床ゆかを指差す。

  　カーテンで仕切られた権藤の指定席。その床一面に散らばった、大量の白い物体。

  　もちろんあんなもの、昨日きのうまではなかった。ということは、昨日から今にかけて出現したものだ。いったいあれは、何なんだ？

  　俺は恐る恐るベッドに近づく。近づくに従って床に散らばった大量の白い物体が思い思いに動き回る。虫だろうか？　いや、こんな虫見たことないし、動き回るだけで移動はしない。

  　やがてその正体に気づく。

  「これ──羽毛だ」

  「うもうっ？」

  「権藤、開けるぞ」

  　そう断ことわると同時にカーテンを開けると───。

  　その勢いでカーテンの向こうから大量の羽毛が舞い上がる。

  「う、うわっ！　何でありますかこれっ！」

  「ベッドや枕まくらの羽毛だ」

  　カーテンの向こうは白い羽根が舞い散る世界だった。布ふ団とんと枕は引き裂かれ、シーツやマットもズタズタに分断され、教科書やノートが破かれていた。それらの羽毛、布切れ、綿わた、ウレタン、紙かみ屑くずらがカーテンを開けた勢いで巻き上がった風に煽あおられ、飛散している。

  「……何だこれ」

  「これは……権藤さん、相当に怒ってますよ」

  「これ、権藤がやったのか？」

  　言いながらも俺はそうだろう、と思う。だけど、どうやって？　女の子の腕わん力りよくでこんなことが可能なのだろうか？

  「間違いなく権ごん藤どうさんの行こう使しです」

  「何なんだ？　権藤の力って」

  　桑くわ畑ばたは眉まゆを上げて俺おれを見た。

  「あれ？　言ってませんでしたっけ？」

  「聞いてない」

  「権藤さんの力は念動力。かっこよく言うなら、エスパーです」

  　上半身裸はだかで黒タイツのおっさんが頭に浮かんで、全然かっこいいイメージが湧わかなかった。

  　その瞬間──。

  　ダァァァァァァァン！

  　という激しい音が階上で響き渡った。

  　この音を現実に耳にするのは二度目だ。

  「急ぎましょう総そう統とう様っ！」

  　言われるまでもない。

  

  　階段を駆かけ上がって三階の一年生フロアへ到着すると、廊下は黒山の人だかりだった。

  「な、何だこの騒ぎは？」

  　ウチのクラスから響き渡る尋じん常じようではない物音に、ほかのクラスの生徒や教師たちが何事かと廊下へ飛び出しているのだ。

  「こらーっ教室へ戻りなさい！　授業を続けるぞ！」

  　何人かの真ま面じ目めな教師がそう注意を呼びかけて騒ぎを収めようとするが、ほとんど誰も耳を貸さない。誰もが教室の中でいったい何が行おこなわれてるのかを知りたくて仕方がないのだ。

  　バガァァァァン！

  　再び強烈な破壊音。何人かの女生徒はその音に怯おびえて泣き出してしまっている。そしてその女生徒を守りながら宥なだめる男子生徒も数名。いいんじゃない。そこから恋でも始めてみれば。

  　などとそんな風景を醒さめた目で見てる場合ではない。桑畑の言葉を信じるなら、あれは今まさに権藤が暴れてる音なのだ。嫌な予感的中。くそ、俺が教室へ連れ戻すはずが自分で勝手に戻って暴れてるってのは予定にないぞ。

  「ごめん、ちょっと、通して！」

  　桑畑の手を握って俺は人ごみの中をグイグイと進む。てっきりウチの教室の壁際まで人がぎっしりかと思ってた俺は、不意にスポン、と抜けたので思わずよろける。

  　見ると人だかりはウチのクラスを遠巻きに取り囲むようになっていて、俺はそのぽっかりと空あいた中心に突き抜けたのだった。

  「あ、おいユキト！　お前朝からどこ行ってたんだ？」

  　大おお柿がきが話しかけてきた。

  「いや、ちょっと野や暮ぼ用ようで。ていうか皆、教室の外にいるのか？」

  　辺りを見るとクラスメイトの怯おびえた顔が何人も確認できた。

  「いや、皆じゃない。浜はま岡おかたちと、あと、権ごん藤どうと───」

  　その瞬間。

  　バガァァァァン！

  　と、廊下側の壁に何かが強烈に叩たたきつけられた音。

  　なるほど。これじゃ怖くって誰も教室に近づけないわけだ。

  「ん？　ユキト、誰だその女の子」

  　大おお柿がきが桑くわ畑ばたを見つけた。

  「誰だっていいだろう。今は緊急事態だ」

  　説明がめんどうくさいし、今は正直そんな場合じゃない。

  　教室の中から何か言い合う声が時折聞こえるが、はっきりとは聞き取れない。教室の中へ入らなければ聞くことはできないだろう。しかし、これ入れるのだろうか。

  「よーユキト。意外と早いお帰りだったな」

  　新にい出でが近づいて耳元に口を寄せ、ほかの生徒に聞こえないように言う。

  「……でも、完全に遅かったな」

  「うるせえ。あんた教師だろ、この状況なんとかしろ」

  「相手が権藤じゃなかったら先生の出番なんだが。アレは今、完全に聞く耳を持たん」

  「じゃあどうすんの？　このままだと怪け我が人にんが出るぞ？」

  　本当はもう出ているのかもしれない。

  「だから、相手が権藤だから、お前の出番なんだよ。総そう統とう閣かつ下か、頼んだぞ」

  「俺おれが？　俺の言葉だって聞いてもらえるかどうか」

  「心配すんな。聞いてもらえるさ。権藤はお前の部下だ。総統閣下の命令なら聞くさ」

  「そんなこと言ってる場合じゃ、」

  「それにお前、権藤の友達なんだろ？」

  　唇くちびるを人差し指で塞ふさがれてそう言われたので思わず黙ってしまった。くそ、舐なめてやりゃ良かった。

  

  　クラスメイトやほかの生徒や教師たちが見守るなか、俺は教室のドアの前に立つ。

  「おいユキト、本気で行くのか？」

  　大柿が心配そうに言う。

  「ちょっと、行ってくるわ」

  　俺だって本当は行きたくねえよ。お前らと同じ場所で、遠巻きに見守っていたいさ。

  　けれども俺は自分が行かなくちゃいけないって、もう知ってしまった。理解してしまった。ああ、畜ちく生しよう。俺おれは本当はこんなことするべき人間じゃないんだ。俺が自分の心の命令に従って何か余計なことをしようとすると───新にい出でと目が合う───誰かが怪け我がをしちまうんだ。だから俺はあれ以来、心が俺の体を支配しようとしても、もう余計なことはせずにじっと我慢して平凡に生きることを心に決めたはずなのに。

  　でもこの場合、何もしなくてもやっぱり、誰かが怪我したり──昨日きのうみたいに、また、終わってしまうかもしれない。

  「どうせ同じなら、やるしかないよな」

  　俺は自分自身にそう言って、一歩前へ出た。

  「あ、あの、権ごん藤どう、開けるぞー」

  　恐る恐るドアを開けると、教室の中からものすごい勢いで机が一直線に飛んできた。

  　俺は反射的にドアを閉める。その瞬間。

  　バァァァン！

  　と、机がドアにぶつかる音がして空気が震える。

  「危ねええええええ！」

  　思わず腰を抜かしそうになる俺に外野からのアドバイスの声。

  「その作戦ならもういろんな人が試した！」「素直にドア開けても机が飛んでくるだけなの！」「馬ば鹿か正直にドアから進入しようとしても無駄なんだよ！」「いい加減覚えろ馬鹿！」「馬鹿！　この馬鹿！」

  　好き放題言ってくれる。

  　よし。ならば教室の上方の換気窓だ。あそこから顔を出して説得だけでもできれば上等だ。

  　俺は廊下に出ていた学習机を壁にくっつけ、その上に登って換気窓を開けた。

  「おい、権藤話を聞いて───」

  　教室内から俺の顔めがけて真っすぐにこちらへ飛んでくる大量のペンや鋏はさみ、カッターその他先の尖とがった文房具類。

  　俺は思わず机から飛び降りる。

  　ザカカカカカッ！

  　天井に斜めに突き刺さる日常に潜ひそむ凶器たち。

  「それももう試した！」「廊下に机が出てる時点で気づいてよ！」「お前俺たちのこと舐なめてんのか？」「馬鹿！　この馬鹿！　大馬鹿！」

  　外野からのアドバイス。いや、もはや悪口。

  「俺が何しようとしてるか気づいた時点で止めろよ！　何を悠長に結果待ってんだよ！」

  「なんでも自分で試してみたい世代かと思って……」

  　と大おお柿がき。

  「命の危険冒してまで試したくねーよ！」

  「馬ば鹿か！　この馬鹿！　うすら馬鹿の山盛り！」

  　両手をメガホンにしてそう叫んでいた新にい出でが俺おれと目が合った。新出はウインクして舌を出し、片手で自分の頭をコツンと叩たたいて生徒たちの輪の中へ消えていった。

  　あの野や郎ろう許さねえからな。

  「総そう統とう様っ！　あの、コントはもうよろしいでしょうか？」

  　桑くわ畑ばたが近づいてそう言った。

  「コントなんてしたくねーんだよ俺も！」

  「やはりここは正面突破といきましょう。先ほどのあのドアから教室内に進入します」

  「だけど、机がライナーで飛んでくるんだぞ？」

  「はい。ですが、一つだけです」

  「何？」

  「教室内の様子がうかがえないので断定はできませんが、権ごん藤どうさんは恐らく、何かほかのことに念動力を使ってるのだと思われます」

  「どうしてそんなことがわかるんだ？」

  「もちろん、以前に見たことがあるからです総統様っ。権藤さんは、メインの何かに念動力を使用している場合、同時にそれ以外の何かを動かそうとすると、最大でも一つだけしか動かせません」

  「でもさっき、文房具が山盛り襲おそってきたけど？」

  「あれは一つ一つが軽いからです。さっきから聞こえる大きな音は、必ず一つだけです」

  　言われれば確かにそうかもしれない。

  「ですので、やはりドアから進入しましょう。私がドアを開けて、机を一度やり過ごします。その隙すきに総統様は内部に入り込んでください」

  「でも、もし次開けたときに飛んでくるのが文房具だったらどうする？」

  「大丈夫ですっ」

  　桑畑は道路標識の棒を握りなおして笑え顔がおで言った。

  「私が絶対に守りますっ！」

  　作戦は決まった。

  

  　皆が息を飲んで見守るなか、俺と桑畑は教室のドアの前に立つ。

  　しかし、俺の安全を守る役割のはずの新出が今はすっかり生徒たちの中に溶け込んでしまってるのにはつくづく納得がいかん。

  「権藤、開けるぞ？」

  　桑畑を先頭に、俺は教室内へそう声をかけた。

  　桑畑が同時にドアを開け放つ。

  　空を裂いて一直線に向かってくる机。良かった、文房具じゃなかった。そう思ったのも束つかの間ま、その机が今まで飛んできていた生徒たちの学習机でないことに気づく。

  「避けろ桑くわ畑ばた！　教卓だ！」

  「耐えます！」

  　学習机より幅も重量もある木製の教卓だった。

  　桑畑は道路標識を構えて迎え撃つ。

  　ガィィィィィィンッ！

  　鉄と木がぶつかる激しい音。

  　桑畑は道路標識を教卓へ叩たたき付けて勢いを弱め、そのまま自分の肩で思いきりタックルして教卓を地面に落とす。同時に俺おれは教室内へ転がり込んだ。

  　瞬間、自動でドアが閉まる。

  　廊下から歓声が聞こえた。

  「大丈夫か桑畑？」

  　肩を押さえてうずくまる桑畑に声をかけた。

  「平気です。それより総そう統とう様」

  　俺は桑畑の視線の先へ目をやる。

  「権ごん藤どうさん、だいぶお怒いかりのご様子です」

  　そこには、異様な磔はりつけ台がそびえ立っていた。

  　教室の真ん中に幾重に積み上げられた学習机と椅い子す。

  　それらは複雑な形で入り組んでお互いを支えあっており、天井までの高さを誇っている。

  　そしてその最上部には幾つかの椅子が背中合わせで円を組むように設置されており、浜はま岡おかたちがそれぞれ座らされていた。

  「ま、松まつ原ばらぁ……」

  　椅子から降りることのできない殿との山やまが泣き声で俺の名前を弱々しく呼んだ。

  　その磔台の下。ぐちゃぐちゃにされた教室の中で唯ゆい一いつそれだけがいつもの風景と変わらないように置かれた机と椅子。

  　ボサボサの後頭部がそこで静かに座っていた。

  「……説得に応じる状況じゃないよな、これ」

  

  「どうして入ってきたの？」

  　振り返らずに権藤は言う。

  　その言葉が俺にかけられてるのだと気づくのに数秒かかった。

  「あー、いや、その、だな」

  　見ると、積み上げられた磔台はゆっくりと揺れている。どうやら念動力のメインはこの浜岡たちを縛り付けている奇怪なオブジェに費ついやされてるらしい。

  「権ごん藤どうこそ、教室まで来るなんて珍めずらしいじゃないか」

  　人質を取られてるのも一緒だ。権藤が念動力を使うのをやめれば、浜はま岡おかたちは机や椅い子すの脚が飛び出た下部へ真っ逆さまだ。

  「ちょっと用事があったから」

  　落ち着いた声で権藤が答える。

  「この人たちに、聞きたいことがあって」

  　権藤がそう言うと、磔はりつけ台の頂上で円状に並べられた椅子がグルンッと回る。

  「ひいっ！」

  　浜岡たちが悲鳴を上げる。

  　その中に、常とこ滑なめがいた。

  「と、常滑、お前何やってんだ？」

  「ん、いや何」

  　常滑はこんな状況なのに顔色一つ変えずに淡々と言った。

  「権藤が教室に来て浜岡たちに話があるって言うから、仲ちゆう介かいに立っているだけだ」

  　仲介じゃねーよ。それ思いっきり巻き込まれて囚とらわれの身だよ。

  「常滑君、関係ないから出てって、て言ったのに出ていかないから」

  　権藤が少しだけ震えた声で言った。

  　ひょっとしたら権藤は常滑を巻き込んでしまったことを申しわけなく思ってるのかもしれない。もしそうであれば、俺おれの話を聞いてくれる確率は少しだけど上がる。

  「なあ権藤。その、関係ないんだったら常滑だけでも降ろしてやれないか？　お前だってこんなことしたいわけじゃないだろうしさ」

  「……できない」

  　権藤は小さく答える。

  「いや、気を使わんでいいぞ松まつ原ばら。俺は浜岡たちと一緒でいいから気にするな」

  　常滑頼むから黙ってくれ。いろいろ考えてるんだからこっちも。

  「じゃ、じゃあこういうのはどうだ？　常滑だけを上に残して、浜岡たちを下に降ろしてやるっていうのは？」

  「だからできないの！　したくないの！　松原君なんで来たのって聞いたよね？　わたし今怒ってるんだから、どっか行ってよ！」

  　権藤が叫ぶ。

  　その瞬間、磔台が少し揺らいで一瞬崩れかけた。

  「きゃあああああっ！」

  　浜岡たちが叫んだが、磔台は崩れることなくまたゆっくりと先ほどの形に戻っていく。

  「総そう統とう様、恐らくあれですが」

  　桑くわ畑ばたが耳打ちしてきた。

  「権ごん藤どうさんの集中力のみで形成されています。ご友人に怪け我がをさせたくないのであれば、あまり刺し激げきしないほうが良いかもしれません」

  　まあ、そうじゃないかとは思ったよ。

  　俺おれは一度、深く息を吸い込み、ゆっくり吐く。

  　やれやれ。

  　しかし、この世に本当に念動力なんてものがあるなんて俺は今け朝さまで全く信じてなかったんだぜ。けれどもこの光景を見たら誰だって考えを改めざるをえないよな。

  　アリエナイコトハ、アリエナイ。

  　こともない。ってことだ。

  　それなら。五年前に封ふう印いんした思いも、もう一度くらい復活させても良いのかもしれない。

  　──それでまたやっぱり、誰かを怪我させてしまったらどうする？

  　させてしまうかもしれない。思わず足がすくむ。

  　いや、でもあのときと今は同じじゃない。状況が違う。

  　俺は常とこ滑なめを見上げる。相変わらず何考えてるかわからん表情してやがる。

  　俺は桑畑に振り返る。根こん拠きよのわからん自信に[image: ]あふれた表情してやがる。

  　二人もいるなら、十分だと思う。

  　俺は肩幅の間隔に足を開いてから──そのポーズを決めた。

  「か、かっこいいっ」

  　後ろで桑畑がそう呟つぶやいた。

  

  「権藤」

  「何」

  「これじゃ駄目だよ、こんなの。話し合いにならねえ。こんなことで自分の意見通そうとしたって、何の解決にもならない」

  「うるさいっ！　松まつ原ばら君になんか関係ないでしょ！」

  「関係なんかあるだろ。俺はお前の友達だぞ？」

  「渡わた邊なべさんを助けてあげられなかったくせに！」

  　権藤は渡邊の涙の真意を知らない。俺も言うつもりはない。

  「悪かったと思ってるよ。あんなのは、もう二度とごめんだ。二度としない。約束する」

  「もう遅いもの！」

  「遅いからっつって、やり直せないわけじゃない。まだ、間に合うさ」

  「もう間に合わない！」

  「何がだ？」

  「渡わた邊なべさんの傷ついてしまった心は、もう取り戻せないんだよ！」

  「大丈夫だって。渡邊さんにはお前がいるんだから」

  「……え？」

  「そんで、お前には俺おれがいる。傷ついた心がなんだよ？　そんなもん、しょっちゅうだろ？　けれど誰もそれを一人で治せなんて強きよう要ようしてないだろ？」

  「……」

  「頼れよ。最後の最後まで付き合うから」

  　俺はゆっくりと権ごん藤どうに近づく。

  　権藤はまだ振り返らない。

  「今日きようからは、俺も信じる」

  「何を……？」

  「お前が未来から来たってこと。三十年後の未来なんだって？　なんでもすげー良いところらしいじゃねーか」

  「噓うそばっかり。信じてないくせに」

  「前は確かにそう言ったけど、今は信じてるよ。お前の断片的な記憶。元げん号ごうは松まつ原ばらで、黄金に光り輝かがやく巨大なユキト像があって毎晩二十三時にその巨大な目を爛らん々らんと光らせるんだろ？」

  　ポカンとした顔の浜はま岡おかたち。見るな見るなそんな顔で俺を。俺だってそんなものの建こん立りゆうを許した覚えはねーよ。

  「どうしてそれを……」

  　権藤が初めて振り返った。

  　くそ、やっぱりあるのかよ黄金のユキト像。

  　涙で真っ赤かになった権藤の顔を見た瞬間、俺の胃袋の奥底から誰かが一瞬で俺の全身を支配する。

  　タスケルンダ。

  　アイサー。

  　俺は権藤の目の前で歩みを止め、一気にまくし立てる。

  「どうして知ってるかって？　そりゃー俺が松原ユキトだからだ！　三十年後の未来の世界の支配者で総そう統とう閣かつ下か様だからだ！　お前がやって来た未来の世界を司つかさどる唯ゆい一いつにして絶対の存在だ！　そんで権藤お前は俺の忠実なる部下であり俺のためにその力を使う行こう使しなんだ！　なぜ俺の許可なくその力を使ってる！　不許可だ不ふ裁さい可かだ不認可だ！　今すぐ中止してただちに彼らを解放しろ！」

  　間。

  　おい、誰かなんか言えよ。恥ずかしいじゃないか。

  　桑くわ畑ばただけが目を潤うるませながら小さく拍手した。おいやめろ、もっと恥ずかしくなるぞ。

  「……じゃあ、やっぱり、わたし、本当に……」

  　権ごん藤どうが俯うつむいたまま呟つぶやく。

  「……未来から来たんだ。間違ってなかったんだ……」

  「ああ。そうだ権藤。お前は間違ってねーし、間違ってたとしても、俺おれは信じる」

  「わたしを、信じる？」

  「信じるさ、これからもずっと」

  　そして権藤は顔を上げて俺を見た。

  　困ったような笑え顔がおだった。

  　けれどもその目は、すべてを拒否していた。

  「そう言ってくれてたの、渡わた邊なべさんも」

  「え？」

  　桑畑が背後ですばやく動いた。

  「ごめんなさい、総そう統とう。わたし、やっぱりあの人たちを許すことができない」

  　その瞬間、磔はりつけ台がギガガガガと嫌な音を立てて均きん衡こうを崩した。

  　同時に俺は飛び出す。

  　瞬時に桑畑が崩れていく塔とうを駆かけ上がり高たか地ちと有あり村むらに手を伸ばす。

  　刹せつ那なに常とこ滑なめが自身も落下しながら浜はま岡おかを抱きしめて自分の背中を地面に向ける。

  　ほらな、やっぱり二人いれば十分だっただろ。

  　俺は殿との山やまの体を受け止めて体を丸めながら次々と落ちてくる椅い子すや机を体で受ける。

  　積み上げられた机や椅子は物凄すごい音を立てて崩れていく。

  

  　立ち込める埃ほこりの中、権藤が呆ぼう然ぜんと立っていた。

  「……どうして、そんな人たち、助けるの？」

  　俺の胸の中で殿山は目を固く瞑つぶって全身を硬直させていた。無事みたいで良かった。

  　俺はゆっくりと立ち上がって権藤と向き合う。

  「どうしたって助けるさ。三十年後には、俺の大事な国民だもんな」

  「何それ」

  　どこかで小さく浜岡が言った。

  「クーデターしようぜ」。高地と有村が合わせた。

  「協力する」

  　常滑が賛成した。

  「こらっ！　逮捕するぞっ！」

  　よし。椅子や机で姿こそ見えないがどうやら誰も大した怪け我がはしていないみたいだ。

  　権ごん藤どうはその長身をすっかり小さくして、やっとのことで立っていた。

  「権藤、お前が許さなくたって、間違ってたって、俺おれたちはお前を助け続ける」

  「……わたしを？」

  「今俺は、俺たちは、浜はま岡おかたちを助けたんじゃねーよ」

  「え？」

  「権藤、お前を、助けたんだ」

  　権藤がすたーん！　と床ゆかに腰を落とす、その直前で。

  　俺は右手を真っすぐに差し出し権藤の手を摑つかんだ。

  　落ち込ませない。俺はもう権藤を、地に落とさない。

  「それに昨日きのう、俺を助けてくれただろ？」

  「…え」

  「俺に突っ込んできた車止めてくれたの、権藤だよな？」

  　昨日俺が不注意で轢ひかれそうになったとき、車は不自然な急ブレーキをかけた。ドライバーでさえ何が起こったのかわからなかったほどに。

  　あのときは想像もしなかったが、今なら確信できる。権藤が、自分の力を使って車を俺からよけてくれたのだ。

  「お前が俺を助けて、俺もお前を助ける。一人じゃねーよ」

  　権藤は俺の肩に全身を預けながら、やがてそのままぼろぼろと大粒の涙を流し始めた。

  　もう、困ったような笑え顔がおではなく、素直な泣き顔だった。

  「あ────────────ん、あ──────────────ん」

  「子どもかよ……」殿との山やまが呆あきれたように言った。

  「何度でもやり直そーぜ、一緒に」

  　権藤は泣きじゃくりながら小さく頷うなずいた。

  

  　その日の晩、メールが届いた。

  『まあ、そんなに気にすんな』

  　俺はそのメールに返事を打つ。

  『お前が教えてくれてたのに、俺、全然気づいてなかったわ』送信。

  　しばらくして返信。

  『やっぱり気づいてなかったのか。顔文字の使い方がおかしいと思った！』
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   第五章　渡邊明日美、さえ。

  



  
    １
  


  

  　その後の顚てん末まつはこうだ。

  　教室内の騒ぎが収まったのを見計らって新にい出でがドアを開けて入ってきた。

  　ほかの生徒や教師たちも我先にと教室に詰めかけようとしたが、新出がぴしゃりと閉め出し、俺おれたちを全員床ゆかに座らせた後に学校側へ報告するための処理をとっとと決めてしまう。

  　事の原因はただの喧けん嘩か。

  　権ごん藤どうと浜はま岡おかたちの言い争いが発展。

  　常とこ滑なめが仲ちゆう裁さいに入るも事は収まらず。

  　ブンブン飛んできた机をさすがに念動力と報告するわけにはいかないので、仲裁に入った常滑がキレて投げまくってたことになった。おかげで常滑は器き物ぶつ破は損そんの罪ざい状じよう追加。

  　権藤と常滑の友達である俺がこじれた喧嘩をさらに仲裁しに教室へ入る。

  　その際、騒ぎを聞きつけた謎なぞの他校生徒＝桑くわ畑ばたも教室へ闖ちん入にゆう。

  　桑畑が喧嘩を見事収め、礼も待たずにそのまま風のように去っていき、事件は解決した。

  「ふむ。どうだ、完かん璧ぺきなシナリオじゃないか？」

  「それだと俺なんにもしてねーじゃねーか！」

  　と、抗議をするも無視された。

  

  　結局学校側から下された処分は、俺と権藤と常滑、浜岡と殿との山やまと高たか地ちと有あり村むらによる一週間の清掃奉ほう仕し活動及び放課後居残りの報告書作成だった。

  　初めのうちはクラスメイトたちにいろいろと詮せん索さくされたが、俺たちが報告した以上のことを話さないと知ると、そのうち興味をなくしていった。

  

  　そして一週間が過ぎた放課後の教室。

  「何だよ総そう統とう、まだ書いてんのかよ？」

  「ダセーな総統、あたしらもう書き終わったし」

  「こんなの考えて書くから時間かかるんだよ総統」

  「昨日きのうと同じこと書いときゃいいんだよ、真ま面じ目めだな松まつ原ばらユキト総統」

  　浜岡たちがまだ本日分の報告書を書けてない俺を見て好き放題言っていた。

  「うるさい！　俺はお前らよりなぜか規定枚数が多めに設定されてるんだよ！」

  　新出の罠わなだ。なぜこんな嫌がらせをするのかはわからんが、きっと意味はないのだろう。

  「そんじゃ、総統、あたしらの分も提出しといてくれよな」

  　そう言って浜岡たちは教室を出ていった。なんでも今日きようで処分の日程が終了するので殿山は正式に美術部に入部届を出しにいくらしく、浜岡たちはそれについていくとのことだった。

  　常とこ滑なめはほんの一分で報告書を書き上げてとっとと一週間ぶりの部活へ行っていた。

  　つまり、放課後の教室に残っているのは俺おれと権ごん藤どうだけだった。

  　そして権藤も既に報告書は書き上げていた。

  「……いいんだぞ権藤。無理に俺に付き合わなくても。帰ってしまっても」

  「あ、い、いえー。ど、どうせ暇ひまですからー。ご、ごゆっくり……」

  　結局あの日以来、権藤はクラスに戻ってきていない。ずっと保健室登校を続けていた。もうたぶんいつでも教室に戻ることはできるのだろうが、権藤はそうしない。きっと──待ってるのだ。渡わた邊なべさんが学校に戻ってくるのを。

  　渡邊さんはこの数日間登校すらしていない。毎朝欠席をする旨むねの電話がかかっているらしいので新にい出では特に心配はしていないようだったが、権藤にとってはそうではないだろう。

  　何しろ、権藤の中では渡邊さんはいまだ、「自分の代わりに傷ついてくれた友達」なのだ。

  「……やっぱ、このままってわけにはいかないよな」

  「え？　な、何か言いました？」

  「うん、言った。なあ権藤」

  「は、はいー」

  「今日きよう、帰り、一緒に渡邊さんち、行くか？」

  「え」

  　権藤は目を何度か瞬まばたかせる。

  「ま、松まつ原ばら君、渡邊さんの家、知ってるんですか？」

  「うん。前に一度行ったことがある」

  「そ、そうなんですかー……」

  「行く？」

  「は、はい！　ぜひ」

  「じゃあちょっと待ってて。これ、書き上げるから俺」

  　権藤はあの日から俺のことを総そう統とうと呼ぶことはなかった。

  　それは別に構わないのだが（その代わり浜はま岡おかグループによる俺の渾あだ名なが総統になったのは本当に忌いま々いましい）、一度だけ常滑がいつもの調子で無遠慮に「もう超能力使わないのか？」と権藤に尋ねたことがあった。浜岡たちもいる前でなんて質問をするんだこいつはやっぱスゲーなと、俺は感心したが権藤が困ったような笑え顔がおで言うには「使い方がわからなくなってしまった」とのことだった。

  　無理もない、と思う。

  　クラスメイトをあんな目に遭あわせてしまった力、誰だって使い方を忘れたくなるものだ。

  　それに、超能力が使えないんだったらほかの一般の女子高生と何も変わりはしない。

  　使わないに越したことはない。

  　新にい出でと桑くわ畑ばたはそれについて否定的だったが、俺おれはむしろ歓迎だ。何しろ俺は三十年後に支配者になるつもりなんか全くない。だからそんな力が使えなくなったところで何も困らないし、それは権ごん藤どうだって同じだろう。今までだって使わずに生きてきたんだし。

  　第一、桑畑が特別な力を使ってるところを一度も見たことがないのだ。さすがに権藤の場合はあの力を錯さつ覚かくだ、と言い張るほど現実主義に凝こり固まってはいないが、時間を操あやつる魔法使いを自称するなら何か一つでもその証しよう拠こを見せてほしいもんだ。

  　新出は確か以前、自分には何の力もないただの人間だと自称していた。だからやっぱり、特別な力なんか何もないのだろう。うん、それで良いじゃないか。特別なことは何もない。変な仲間は増えたけれど、俺の平凡道はまだ始まったばかりだぜ。

  　なんてことをつらつら思いながら俺は報告書を書き上げた。

  「悪い、権藤、待たせた、じゃ、行こうか」

  　俺は机の中身を鞄かばんに詰め替えようとして───それに気づいた。

  「何だこれ？」

  　こんなもの、いつの間に机の中に入れられたんだ？

  　手に取ってそれが何かわかった瞬間、心臓が止まりそうになった。

  　どうしてこれがこんなところに？

  　全身の毛穴が開いてそこから冷たい汗が一気に噴き出る。

  「そんなはず、ない。こんなものが、ここにあっていいはずがない」

  「ど、どうしたんですかー……」

  　俺の様子に気づいた権藤が近づいてそれを見て、体を強こわ張ばらせる。

  「……それ、な、なんですかー……」

  　それは、小さく折りたたまれたノートの切れ端だった。

  　俺は震えの止まらない指先で、それを開く。

  

  『そのまま、教室で待っていてください　渡わた邊なべ』

  　淡い緑のクローバーがプリントされた、ノートの切れ端。

  

  　嫌な予感がする。

  　何かとても良くない予感がする。

  「権藤」

  「は、はいー？」

  「先、帰れ」

  「え、でも、だって」

  「良いから。そんで、できれば新出か桑畑を捜して呼んできてくれると助かる」

  「わ、わかりました」

  　権ごん藤どうが鞄かばんを持って教室を出ようとした瞬間。

  　ドアが開いた。

  「──誰だお前は」

  　コロコロと可愛らしい声で、そいつは言った。

  「あ、あ、あ、」

  「邪魔だ、どけ。私はその男に用がある。どかないなら──殺そぎ落とすぞ」

  「わ、渡わた邊なべさん……」

  　権藤がその名を呼んだ。

  　渡邊さんは能面のように表情を動かさないまま答える。

  「お前、この殻からの知り合いか？」

  　殻？　殻って言ったか今？　体、ではなくて？

  　何が起こってるのか理解はできない。けれど、良くないことが起こってるのだけはわかる。

  「それとも──総そう統とう直属の行こう使しか？」

  「逃げろ権藤！」

  　俺おれは叫んだ。

  　権藤は震えながらもその場を動かなかった。

  「あ、あの、渡邊さん、わたし、あの、言わなくちゃいけないことがたくさんあってー」

  　違うんだ権藤。それは恐らく、もう既に渡邊さんじゃない。

  　渡邊さんが総統直属の行使なんて言葉を知ってるはずがない。

  　渡邊さん──だった、人物は学生鞄の中に右手を突っ込んだ。

  「権藤違うんだ！　そいつは」

  「松まつ原ばら君は黙って！」

  　俺よりも大きな声で権藤は叫び、俺の声をかき消す。

  「渡邊さん、あのね、明日あしたから教室に戻ろうと思うの、だから、明日からは一緒に授業を」

  　そいつは鞄を持っていた左手を離す。鞄は床ゆかに落ち、そこには肉切り包丁を手にした右手が残っていた。

  「え、えっと、渡邊さん、それ、危ないから、しまって……？」

  「警告した。殺ぎ落とすと」

  　そいつは右手を思いきり振りかぶる。狙ねらいは権藤の左の肩口。

  　権藤は呆ぼう然ぜんと立ったまま動かない。

  　俺は咄とつ嗟さに椅い子すを摑つかんでそいつへぶん投げて同時に走り込む。

  　そいつは左手で薙ないで椅子を払い落とし、そのままモーションをつなげて右腕を思いきり振り下ろした。

  　権ごん藤どうの体に肉切り包丁が叩たたき込まれる寸前で俺おれは権藤へのタックルを成功させ、凶きよう刃じんを紙かみ一ひと重えでかわす。二人とも並べてある机と椅い子すに激突。しかし痛がってる場合じゃなかった。

  「権藤しっかりしろ！　あれはもう渡わた邊なべさんじゃない！」

  「え……」

  　権藤には何のことか理解ができていなかったが、俺にはもうわかっていた。

  　新にい出でが言った言葉。

  　───レジスタンスがこの先次々と現代に送られてきて───

  　───総そう統とう閣かつ下かが世界を支配する前に殺してしまおうとするんだよ───

  　そのときが、いよいよ来たのだ。

  「……反応が遅れた。まだこの体に慣れてない。ふん、もっと準備運動が必要だったか」

  　そいつは、渡邊さんの腕や足をグルグルと動かしながら何かブツブツと独りごちた。

  　すすり泣く権藤に覆おおいかぶさりながら、俺は少しでもそいつから距離を取ろうと机と椅子の脚の間を這はって移動する。

  　くそ。それにしてもなんで渡邊さんなんだ？

  　ひょっとして渡邊さんまでも、未来から送り込まれてきていたってことなのか？　それで、なんかの拍ひよう子しに本来の記憶が蘇よみがえったとか？

  　そういえば、渡邊さんはずっと頭が痛いと言っていたが、あれがまさか──。
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  「どうやらその行こう使しは役立たずのようだ。あまり時間もかけられんので、一いつ気き呵か成せいに仕上げるとしよう」

  　くそ、勝手なこと言ってんじゃねえぞ。

  　そいつは机に飛び乗って軽かろやかに移動し、床ゆかを這はって逃げる俺おれたちを見下ろした。この角度からだと渡わた邊なべさん、パンツ丸見えですよ。

  「──松まつ原ばらユキトのくせに、部下なんかを庇かばうとは、らしくない光景だな」

  「あいにく、お前の知ってる松原ユキトとは中身が違うもんでな」

  「安心しろ、同じだ。お前の性しよう根ねは腐ってる」

  　おいおいそこまで言うことないだろ。そりゃ黄金のユキト像なんか建てられた日にはそう思ってしまうのも無理はないけれど。

  「殺そいで落として殺す」

  　そいつは肉切り包丁を振り下ろしながら飛び降りてきた。

  　俺は権ごん藤どうを机の下に押し込め自分は隣の机の下へ潜もぐり込んでそれを間かん一いつ髪ぱつで避けた。

  　しかし迷うことなくそいつはそのまま俺のいる机の下へ突っ込んでくる。四つん這ばいのまま肉切り包丁を手首と肘ひじのスナップだけで小刻みに振り回してくる。

  　俺は床に座り込んだ状態で後ろ向きのまま机の下から机の下へ頭をぶつけながら逃げるが、ついには壁を背にしてしまう。

  　そこへそいつは突っ込んでくる。俺は自分の頭上を守る机の脚を摑つかみ、頭を机の裏にくっつけた状態からそのまま机を真横に倒す。ダンッ。という音がして天板に肉切り包丁が食い込む。

  　さて、これからどうする。

  　そいつは天板に刺さった肉切り包丁を引っこ抜いて、ゆらりと立ち上がる。

  「──うざったい奴やつだ」

  「奇き遇ぐうだな。同感だよ」

  　肉切り包丁を地面と水平の位置に掲かかげてそいつは言った。

  「もう逃げるな。逃げると傷が浅くなって、余分に苦しい」

  「傷が浅けりゃ、逃げきれるかも、だぜ」

  　そのとき。

  「おいおいおい。何だこりゃ。近頃ごろはウチの教室内で暴れまわるのがブームになってんのか？」

  　緊張感をそぐような声でそう言いながら、新にい出でが教室の中へ入ってきた。左手にはデッサン用の胸像がぶら下げられている。

  「先生！」

  　俺は思わず叫んだ。

  「──行使か」

  「おいおい渡わた邊なべ。ほんとに学校来てるじゃねーか。浜はま岡おかたちが途中ですれ違ったなんて言うからまさかと思って来てみれば──」

  　そう言いながら新にい出ではすたすたとそいつに近づいていく。

  「違うんだ先生！　そいつは渡邊さんじゃなくて、」

  　そいつは近づいてきた新出に肉切り包丁で切りかかった。

  「──知ってるよ」

  　そう言いながら新出は石せつ膏こうの胸像で肉切り包丁をガードして弾はじいた。

  　ガチンッ！

  　そしてそのまま思いきり振りかぶってそいつの頭上に打ち下ろした。

  　パカァン！

  　派は手でな音を立ててそいつの頭の上で石膏像は真っ二つに割れて砕け散り、そいつもそのまま床ゆかに顔面から倒れこむ。

  「あーあ割れちった。ウチの大切なアリアスが。くそ」

  　俺おれはあまりのことに言葉が出ない。

  「権ごん藤どうも、大丈夫だったか？」

  「……どういうことですか、渡邊さんじゃ、ないんですか……？」

  　カーテンに包くるまって隠れていた権藤は震える声でそう聞いた。

  「まあな。後で説明してやる。こいつは、渡邊とは違う」

  　そいつは床に倒れたままピクリとも動かない。床に赤い色がじわじわと広がっていく。

  「なあ、おい、先生。大丈夫なのか、それ」

  「ん？　どれだ？」

  「渡邊さん……死んじゃったんじゃないだろうな」

  「まさか。死にはしないだろ……たぶん」

  　新出が爪つま先さきで渡邊さんの体を突いた瞬間。

  　渡邊さんは突然左手で新出の右足首を摑つかむと肉切り包丁を横よこ一いつ閃せん。

  　ガリッ。と骨に刃物が食い込む嫌な音が教室に響き渡った。

  「──しまった」

  　新出はそれだけ言った。

  　新出の右脛すねに肉切り包丁が深々と突き刺さっていた。

  　そいつは頭から流れ出る血で顔と制服を真っ赤かに染め上げながらゆっくりと立ち上がる。

  　逆に新出が床に座り込んでしまった。

  「ちくしょ────！　油断した！」

  　新出はそう叫びながら血まみれの右足から必死に肉切り包丁を引っこ抜こうとしているが、指が血で滑って難航していた。

  　そいつはそんな新にい出での右足を左足で踏んづけると、大根でも抜くように肉切り包丁を無理やり引っこ抜き、新出を思いきり蹴けり飛ばした。

  　あの小さい体のどこにそんな力があるのか知らないが、そいつは蹴り一つで新出を吹っ飛ばし、こちらへ向き直る。

  「おい、お前……頭割られてんだぞ？　痛くないのかよ」

  　俺おれはかろうじてそれだけ尋ねる。

  　そいつはゴシゴシと袖そで口で目の周りの血を拭ふきながら答えた。

  「問題ない。痛つう覚かくをつなげていない」

  「なんだそれ」

  　意味がわからない。

  「隙すきあり！」

  　そう叫んで新出はそいつに背後から飛びかかり、黒くツヤのある長い髪を鷲わし摑づかみにして思いきり下に引っぱった。

  　ぐん、とそいつの頭が下げられる。

  「痛覚はなくても血は出てんだろ？　割れた頭粉ふん砕さいすりゃどうだ？　踏んづけてやんよ！」

  　新出が叫びながら下品に笑った。

  　まずい、これではどちらが悪者かわからない。ていうか、どうして二人とも血まみれなのにあんなに動けるんだ？

  　バサッ。

  　という音がしたかと思うとそいつは無理やり下げられた頭を勢いよく元の位置に戻した。血が飛び散る。

  　血が空中で玉になるのが、スローモーションに見えた。

  　そいつの髪の毛の先が一本一本揺れながら宙を舞う。

  　新出の手にはまだそいつの髪が握りこまれてる。

  　しかし、その髪の毛と頭はつながっていない。

  　そいつは、自分で黒くツヤのあるあの髪を──包丁で切り離したのだ。

  　新出の手の中の髪の毛と頭部を分断した肉切り包丁が、そいつの掌てのひらの中で、回転させられて刃の向きを変える。

  　斜め上から斜め下へ一直線に刃は宙を滑る。

  　ザシッ。

  　という皮膚を切り裂く音。次に、

  　ニチニチッ。

  　という肉に食い込む音。最後に、

  　ゴッ。

  　という骨にぶつかる音。

  　それで肉切り包丁の刃は動きを止めた。

  　しかし新にい出での体は、肉切り包丁の力の影響を受けて横へ移動していく。

  　ゆっくりと膝ひざから崩れて腰をしたたかに机に打ちつける。

  　そのまま幾つかの机と椅い子すを倒しながらやがて新出の姿は視界からフェードアウトする。

  　そこで一気に速度が元に戻る。

  　ガシャァァン！

  　という音とともに新出が床に倒れこんだ。

  「先生！」

  　俺おれは思わず近寄る。

  　新出の首元に半分まで埋うずまった肉切り包丁の刃を、俺は見る。

  　倒れこんだまま新出は首元にブルブル震える手をやり、包丁を抜こうとしてるようだった。

  「触るな！」

  　俺は新出に叫んだ。

  　しかしその言葉が聞き入れられることはなかった。

  　そいつは新出の顔を踏んづけ、やはりさっきと同じ要領で大根を抜くみたいに肉切り包丁を引っこ抜いた。

  　ザアッ。

  　新出の首から大量の血がスプリンクラーのように噴き出す。

  「ああああああああああああっ」

  　窓際のカーテンの中で権ごん藤どうが叫ぶ。

  　しかしそいつは実につまらなそうに血の雨の中、こちらへ向き直ると、

  「邪魔が入った。今度こそ。殺そいで落として殺す」

  　そう言って、一直線にこちらへ歩いてきた。

  　何だこれ。新出、死んだのか？　おいマジか。洒しや落れにならんぞ。だからといって何ができる？　無理だ。勝てるわけない。こんな奴やつに。何をしたって無駄な抵抗だ。終わりだ。詰みだ。果てだ。

  「総そう統とう様っ！　権藤さんっ！　逃げてくださいっ！」

  　道路標識が空を切って真っすぐに飛んできた。

  　そいつはそれを肉切り包丁で防いで落とした。

  「──まだいたのか」

  「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

  　桑くわ畑ばたが叫びながら教室に走りこんできてそいつに飛びかかり、武器を握る右腕を摑つかんで一瞬で奥襟を取り、そのまま跳ねるように下方へ体重移動して相手の上体を沈めこませるや右足を胸部、左足を首に引っかけたかと思うと、その勢いでそいつの体ごと回転させて仰あお向むけにさせ、右腕を完全に伸ばし反らせた状態で押さえ込んだ。そいつは肉切り包丁を手から取り落とす。

  「今のうちに早くっ！」

  　桑くわ畑ばたが叫ぶ。

  　おいおいおい。合気道を少々どころじゃないじゃねえか。それあれだよね、総合格闘技とかでよく見るあれだよね。

  　バリバリバリバリッ。

  　という嫌な音がまたしても教室内に響く。

  「なにこいつ、断だん裂れつさせたのに痛くないの？」

  　焦あせる桑畑。

  「なんかそいつ、痛つう覚かくを遮しや断だんしてるとか言ってたぞ！」

  「ええっ？　そんなのありですかっ!?」

  　いや、俺おれにはもう何がありで何がなしなんだかさっぱりわからん。

  「くおおおおおお！」

  　そいつは右腕に桑畑を逆さにぶら下げた状態で、なんと立ち上がった。

  「え、ちょっとやだ、やめてとめてやめてとめてやめて」

  　思いきり体を回転させてそのまま腕にしがみついてる桑畑を壁にぶち当てた。

  　ダァァン！

  「きゅうっ？」

  　壁からずり落ちる桑畑。ハエ叩たたきでしとめられたハエのようだ。

  　しかし、そいつの息もだいぶ上がっていた。痛くはないらしいが辛つらくはあるようだ。

  　右腕を不自然にだらりと下げたままこちらを振り向く。

  「──脱だつ臼きゆうしたか」

  　そう言ってそいつは左手で右手を摑つかんで、無理やりはめ込んだ。

  　ゴキッ、コキャッ。

  　聞きたくない音の博覧会か。

  　しかし、どうやら肩をはめ直したところで腱けんが伸びきった右腕は肉切り包丁を握ることもできず、もはや使いものにならないようだった。

  　仕方なしに左手で肉切り包丁を握ってはいるが、やはりしっくりこないのだろう。何度も握り直している。

  「やはりもっと慣れさせてから来るべきだったか。いや、しかしそれを待っている間に行こう使しが増えても厄やつ介かい──」

  　さて、万ばん事じ休きゆうすだ。逃げたところで追いつかれるだけだろう。こいつの身体能力はその予想を十分に裏付けていた。桑くわ畑ばたは気絶したらしく、新にい出では──もう死んでしまったのだろうか。それとも今ならまだ間に合うかもしれないが、今はまだ、それどころではない。まだ倒れていない者。現状での最優先事項は──権ごん藤どうを安全な場所まで逃がすこと。うん。やっぱりそれだな。

  　そう決めた途端、急速に体と脳が冷えていく。

  　この間渡わた邊なべさんの家で感じたあの感覚。これは、あれだ。いつかの、自分の体を誰かに支配されたときの感覚とは、真逆のものだ。

  　あのときの俺おれの胃袋の奥底から眉み間けんへ突き抜けるような感覚が炎だとしたら、今の感覚は氷だ。

  　俺は現状を観察する。俺は今、廊下側の壁を背にして立っている。俺とそいつとの距離は約三メートル。そいつの後方およそ四メートルの位置、窓際のカーテンの中に権藤は包くるまって潜ひそんでいる。そいつの位置から教室の後方の壁まではおよそ二メートル。後方の壁際では桑畑が打ち付けられて気絶中。同じく倒れて動かない新出。砕け散った石せつ膏こう像。転がったままの道路標識。教室の位置は三階。─────よし。

  「俺はもう、諦あきらめた」

  「最良の判断だ」

  「だから殺される前に少しだけ話させてくれ。それくらい良いだろ」

  「断ことわる」

  「ええっ？　何で？」

  「──それを言う必要はない」

  　そいつはそう言うが、理由は明確。あいつもギリギリなのだ、もはや。新出が割った頭から流れる血はさっきから一向に止まる気配を見せず、床ゆかの至るところに血溜だまりを作っている。これ以上時間を使うとあいつ自身が恐らく、動けなくなる。それを知ってるからこそ俺の引き延ばし作戦を打ち消したのだ。

  「では諦めたまま、殺そぎ殺されろ」

  　そのままこちらへ直進してくるそいつとの距離を縮めないように、俺は壁から離れて教室前方へ回り込む。

  「往おう生じよう際ぎわが悪い。諦めたのではないのか」

  「辞じ世せいの句とか読ませろよ、情けはないのか？」

  「──お前が我々に情けをかけたことがあったのか？」

  　だから知らないんだって、未来の俺のことは。

  「謝る！　謝るから、たとえば見逃してくれないか？　あの、黄金のユキト像も、叩たたき壊すから」

  「聞きたくもない」

  　喋しやべりながら俺おれはゆっくりと、距離を保ったまま目的の位置へ移動する。何考えてるか、気づかれたら終わりだ。

  「じゃあこういうのはどうだ？　───俺、世界を支配しないって約束する」

  　これは本ほん音ねだ。

  「今さら何を言っても、もう遅い」

  　気のせいだろうか。そいつの顔が少しだけ曇ったような気がした。

  　チャンスだ。俺はその隙すきにすばやく動き、目的の場所へ見事到達する。

  「くだらない時間稼かせぎは十分だろう。あいにく私は、血液が多少足りなくなったところで普通の人間よりもずっと楽に動くことができる」

  　俺はその言葉を聞いてがっくり肩を落としてうなだれた。

  「そうだ、諦あきらめろ。それこそが最良だ。おとなしく殺させろ」

  「そうだな。時間稼ぎはもう十分だ」

  「──何？」

  　この位置に来たかった。桑畑の投げた道路標識が落ちていて、なおかつ桑畑自身と俺とでちょうどそいつを挟むことのできる、このベストな位置に。

  　俺は肩を落としたままの姿勢をさらに低くして床ゆかに転がる道路標識を摑つかむと、

  「時間稼ぎは終わりだ！　桑くわ畑ばたがちょうど目を覚ました！　受け取れ桑畑！」

  　そう叫んで道路標識をそいつの後方の桑畑の位置めがけて思いきり投げた。

  「何だと？」

  　そいつが反射的に俺から目を逸そらし、それまで俺に正面を向けていた体を捻ひねって飛んでいく道路標識を目で追う。

  　その先で、桑畑はその道路標識をしっかりとキャッチする──ことはなく気絶して床に転がったまま。

  　ガイィン！

  　道路標識は教室後部の壁にぶつかって落ちる。

  「バーカ！　お前、右がガラ空あきなんだよ！」

  　俺はそいつのぶら下がったまま即座に動かすことのできない右腕めがけて全力でタックル。そいつは左手に持った肉切り包丁を振り回すが、届かない。

  　ダァァァン！

  　そのまま押し込んで壁に激突。

  「グウゥッ！」

  　くぐもった声を出し、そいつは肉切り包丁を床に落とす。

  　すかさず俺はそれを拾って教室の窓に向かって全力で投とう擲てき。

  　ガシャン！

  　狙ねらいどおり肉切り包丁は権ごん藤どうが隠れているカーテンのすぐそばの窓ガラスに当たり、割れたガラスとともに外へ落下。運悪く誰かが下にいたりしてませんように。

  　そのまま俺おれは権藤のところへダッシュ。包くるまってるカーテンごと権藤を抱きかかえる。

  「えっ？　えっ？　な、何？　何するの？」

  　混乱する権藤。無理もない。

  「悪いな権藤。三階だから、まあ死ぬことはないと思うけど。許せ」

  「え？　え？　え？　え？」

  「あれは渡わた邊なべさんじゃない。俺たちの敵だ。──だからこそ、お前を巻き込みたくない」

  「───本当に渡邊さんじゃ、ないんだ」

  「事情は俺にもわからんが、新にい出でが言うならそうだ。いいか、カーテンから手、離すなよ」

  　俺はカーテンごと権藤をそのまま窓の外へ放り投げた。

  「ぎゃああああああっ！」

  　悲鳴とともに権藤は落下。すぐにカーテンがレールに引っぱられるが、それも一瞬。重みに耐えかねてすぐに引きちぎられ、あえなく落下。

  　本当に許せ権藤。もし俺が生きてたら、いくらでも三階から落とさせてやるから。

  　俺は窓際に座り込む。

  　とりあえず目的は達成。もう打つ手はなし。あとできることといえば、俺も飛び降りて逃げることくらいだけど、どうせそんなことしたってこいつも躊ちゆう躇ちよせずに飛び降りてくるだろう。そんなことになったらわざわざ権藤を逃がした（落とした）意味がない。

  　とにかく。ともあれ。果たして、武器だけは奪うことができた。これならもしかしたら、もしかするかもしれない。

  　そいつも上体を起こして、壁に背をつけて座っていた。

  「──まさか、部下を逃がすためにこんな馬ば鹿かげた行動を取るとは、思いもよらなかった」

  　そいつは少し感心するように言った。

  　あれ？　こいつが言葉に感情のせたのって、初めてじゃないか。

  「こっちこそ意外だ」

  「──何が」

  「人間らしいこと言えるんだな。ロボットかと思ってた」

  　未来から来た殺人マシーン。妹がおでんを食べるときにいつも口ずさむテーマ曲。

  「───お前と違って、人を殺すのに慣れていないからな」

  　ん？　珍めずらしいことが起こっていた。こいつが、自分のことを話し始めている。

  「俺だって慣れてねえよ、そんなもん」

  「私は訓練を受けた。お前を殺すのに、一切の躊躇もせずにすむような──特別な訓練を」

  　それで感情を殺したような喋しやべり方してたのか。

  「なあ」

  「何だ」

  「お前のその体、渡わた邊なべさんっていうんだけど」

  「知ってる。手紙を書いたのは私だ」

  「その人のこと、俺おれ、好きだったんだけどさ。もう、戻ってこねーの？」

  「───」

  　そいつは何か言おうとして、そのまま俯うつむいてしまった。

  「そっか。それは、とても。とてもとても、残念だな」

  　一瞬の沈黙。

  「すまない」

  　と、小さく聞こえた。

  　うるせえ。

  「──話は終わりだ」

  　そいつは立ち上がって言った。

  　俺としてはもう少し話していたいんですが。そうも言ってられない。何しろ、新にい出での容態も心配だ。

  「お互い武器らしい武器もないことだ」

  　そいつはそう言いながら左手で軽々と学習机の一つを持ち上げた。

  「俺、こう見えて実は、喧けん嘩かとかしたことねえんだよ」

  　俺も立ち上がり、両手で学習机を持ち上げる。重い。

  「でも俺さ、五年前まで、自分が正義のヒーローだって思い込んでたんだぜ」

  「──残念だったな。お前は、悪の支配者だ」

  「どうかな、まだ可能性はあるんじゃねえかな」

  　そして俺は。胃袋の奥底からそいつを呼び出す。五年前の事故以来封ふう印いんした、俺の中のヒーローの心。小学五年生程度の知識と勇気しか持たないそいつは、はっきり言って何もできないが、今でも俺の体を支配することはできる。世界なんてとんでもない、たったのその程度しか支配できないんだよ。この支配者は。けれども、それで十分だ。

  　俺は机を一いつ旦たん床ゆかに置き、肩幅の間隔に足を開いてからそのポーズを決めた。

  　右手の拳こぶしを腰にあて──。

  　まっすぐ伸ばした左手で円をえがく。

  　さらにそのまま左手の拳を握り、腰にあて──。

  　今度は右手を高く突き上げる……。

  　鼓こ動どうが速くなって汗が噴き出て手が震える。

  「──何の儀式だ？」

  「うるせえ。これで、最弱だけど最強になるんだよ、俺は」

  　俺おれは机を持ち直し、そいつに向かっていく。

  

  　決めるなら一いち撃げきだ。

  　あいつは右手が使えない。だからやっぱり、右側を叩たたくべきだ。思いきり、思いのたけを叩き込んでやる。それで終わりにする。

  「死ねこの野や郎ろう！」

  　およそヒーローに相応ふさわしくない台詞せりふとともに俺は思いきり机をそいつめがけてぶん回した。

  　そいつは左手に机を持ったまま体を回転させて、俺の机に自分の机をぶつけ、同時に手を離してすぐそばの別の机を手にする。

  　そうか、別に机は一人一個って決まってたわけじゃないよな、確かに。しまった。

  　そう俺が思ったと同時に、俺の右側そく頭とう部ぶに思いきり机の天板が叩き込まれた。俺はそのまま倒れて転がる。

  　あー。血が出てる。頭割られたな、これは。くそ、頑張ったんだけどな、これで終わりか。指の一本くらい動かそうと思ってさっきから努力しているのだが、頭の中をぐわんぐわん大音量が響き渡っているので集中できない。誰かこの音止めてくれ！

  　そのとき、その俺の指先を誰かが握っているのに気がつく。首が動かせないので視線だけでそれを辿たどると、桑くわ畑ばたが倒れたまま、俺の指先を握り締めていた。

  「総そう統とう……ま…………いじょ………………す…………だ…………ごん……」

  　ぐわんぐわん音が鳴っているせいで何を言ってるのか聞き取ることができない。

  　桑畑は倒れたまま、俺に窓の外を見るように促うながした。

  　そして俺はやっとの思いで顎あご先を少しだけ動かし、顔を窓の外へ向けた。

  

  　窓の外に、ヒーローが浮かんでいた。

  

  　巨大なマントを風にたなびかせ、夕日をバックに腕組みをして、そいつは空中に立っていた。

  　吊つり上げられた眉まゆときっと結ばれた口元には、しっかりと戦う意志が見て取れる。

  　相手をガンガンに睨にらみつけて離さないその目は眼がんをつけてるように見えるが、眼鏡めがねを落としてしまったためによく相手を見ることができないので三白眼になっているだけだろう。

  

  　三階の窓の外。銀ぎん縁ぶち眼鏡をなくした権ごん藤どうがカーテンをマントのように羽織り、自分自身に念動力をかけていた。

  

  「ははは……マジかよ、あれ」

  　俺おれは思わず笑ってしまう。

  　渡わた邊なべさんの顔をしたそいつも、何が起こってるのか理解しきれていない様子だった。

  「わたしはあなたを許さない。その顔で、その体で好き放題するあなたを許すことは、たとえ億回生まれ変わってもありえない」

  　アリエナイコトハ、アリエナイ。

  　その言葉の持つ強固な意志。

  「……一番ありえない状態の奴やつが何言ってんだよ」

  「──やはり松まつ原ばらユキトの行こう使しだったか」

  「その声で喋しやべらないで」

  　権ごん藤どうが左手を軽く動かすと教室中の机が一斉に床ゆかを滑ってそいつにのしかかり、そのまま廊下側の壁へ押しつぶした。

  　ゴシャッ！

  　壁と机に挟まれたそいつは吐と血けつする。

  　権藤はそのまま右手を軽く動かす。すると教室中の椅い子すがすべて宙に浮かび上がり、一斉にそいつの体めがけて猛スピードで飛んでいった。

  　バガッ！

  「許さない。絶対に許さない。よりにもよってわたしの前に渡邊さんの体で現れるなんて、一番やっちゃいけないことをした──」

  　机と椅子が一斉に壁から離れる。同時に壁に押さえつけられていたそいつは、支えがなくなって床に落ちる。

  「立ちなさいよ。まだあと、およそ億回残ってるわ」

  　権藤の声は本気だった。

  「もういい！　やめろ権藤！　十分だ！」

  　そう叫びながら、新にい出でが教室に飛び込んできた。

  　俺はもう本当に自分の頭がぶっ壊れてしまったんじゃないかと思った。

  　え？　新出？　なんで？　さっき確か、死んだよね？

  「あ……新出、先生……」

  　権藤も驚いていた。

  　いったい何が起こってるんだ？

  「権藤、こいつには聞かなきゃならんことが山ほどある。だからもうよせ、こいつも含めて、全員病院へ連れていく。終わりだ。──戦闘はもう終わっている」

  　そうか。戦闘はもう終わってたのか。なら安心だ。少し休もう。いろいろとわからんことは山積みだが、それを聞くのは今じゃなくても良い。何より、疲れた。

  　ご苦労様、みんな。お疲れ様でした。─────ブラックアウト。
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   エピローグ

  

  　結局、俺おれが一番に退院できた。側そく頭とう部ぶに食らった一いち撃げきで出血こそしていたものの、骨にも脳にも異常なく、検査入院が終わると同時に退院。つくづく石頭に生んでくれた両親に感謝した。病室に来たときは心配かけやがってと、むちゃくちゃ怒られたけど。妹には大泣きされたけど。

  　俺はおよそ三週間ぶりに学校へ来た。既に衣替えを終えて夏服になってる生徒もちらほらいた。教室には顔を出さずに、美術準備室に直行する。ノックをしてドアを開ける。油絵の具や粘土や煙草タバコの煙がむわっと俺を襲おそう。

  「おお、総そう統とう閣かつ下か。そういや、昨日きのう退院だったな、おつとめご苦労さん」

  　新にい出では煙草をふかしながらそんな軽口を叩たたいた。

  「お前は俺を守るために未来から来たんじゃなかったのかよ」

  「だから何度も謝ったじゃないか。まさかレジスタンスが、自分の教え子になって襲ってくるなんて思いもしなかった」

  「殺されちゃたまらねーぞ」

  「約束する、もうあんな目には遭あわせないよ」

  「こっちだって二度とごめんだよ。…桑くわ畑ばたと権ごん藤どうはもう少しかかるって？」

  　新出の手配した病院に入院していたのでときどきはお互いの病室へ遊びにいったりして話もしていたので、ある程度の情報は知っていたのだが、あらためて俺は尋ねた。何しろ全員の正確な情報を全部把握してるのがこの人なので、直接聞くほうが正確で、早い。

  「まあ、あいつらは骨やられてるからな。それなりに安静が必要だ」

  　桑畑は指と腰、権藤は踵かかとの骨をそれぞれ骨折していた。権藤にいたっては完全に俺のせいなので申しわけなさすぎる。

  「──渡わた邊なべさんは？」

  　俺は一番聞きたかった人物のことを尋ねた。

  「あいつが一番酷ひどい。権藤のやりすぎだ。全身複雑骨折。顔の骨もだいぶやられてるから話すこともできない」

  　それを聞いて俺は胸が痛む。

  　あの渡邊さんの愛くるしい顔は、笑え顔がおは、もう戻ってこないのだろうか。いや、それよりも。

  「意識ははっきりしてるのか？」

  「かなり、な。ただ喋しやべれないから、目の動きでコミュニケーションをとってる。いわゆる、視線入力意思伝達装置だ。それでいろいろ質問してるところだ」

  「結局、あいつは何者だったんだ？」

  「前も言ったけど、レジスタンスだよ。あいつの行動からすると、ほぼテロリストと言ったほうがしっくりくるが」

  「俺を殺すためだけに訓練を受けたと言ってた」

  「所属グループ名を言わないのでまだ詳しいことはわからんが、とにかく厄やつ介かいな存在だよ」

  　新にい出では煙草タバコを灰皿でもみ消すなり、新しい煙草に火をつける。

  「まあ、時間はたっぷりあるさ」

  「──あれは、渡わた邊なべさんなのか？」

  　俺おれは単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞く。

  　新出はすぐには答えず、眉まゆ根ねを寄せて目を瞑つぶったまま、何回か深く煙草を吸ってから、言った。

  「現時点ではなんともいえない。けれど、権ごん藤どうや桑くわ畑ばたのように渡邊明あ日す美みの姿のまま転送されてきたか、という意味なら、ノーだ」

  「それってつまり」

  「渡邊明日美にはしっかりとしたこの時代の戸こ籍せきがある。先生や桑畑、権藤のように後から用意されたものじゃない。つまり、渡邊明日美という人間は、間違いなくこの時代に生まれて生きていた人物だ」

  「じゃあ、あれはいったい」

  「恐らく、精神転送だ」

  「精神──転送？」

  　何だその聞いたこともない言葉は。

  「本来はもっとめんどうくさい呼称があるんだけどお前にもわかりやすい言葉に置き換えてやったんだぞ、これでも。まあ簡単な話、桑畑や権藤は肉体ごとこの時代に転送されてきた。しかし渡邊明日美の中にいたテロリストは、自身の肉体を未来に置いたまま、精神だけこの時代に転送されてきたってことだ」

  　あのときのあいつの言葉がフラッシュバックした。

  

  　──お前、この殻からの知り合いか？

  　──……反応が遅れた。まだこの体に慣れてない。

  　──問題ない。痛つう覚かくをつなげていない。

  

  「……そんなこと、可能なのか？」

  　新出は髪の毛を解いて両手でガシガシとかきむしった。

  「可能だけど、不可能なはずなんだ。だから悩んでいる」

  「頓とん知ちかよ。もっとわかりやすく教えろ、総そう統とう閣かつ下かだぞこっちは」

  「うっさいなあ。馬ば鹿かにもわかりやすく言うと、精神転送を行おこなうのはものすごーく高度な技術ってことだ。肉体転送よりもずーっと、な」

  「馬鹿って言ったか？　今」

  「そんでそのものすごーく高度な技術を持っているのは、本来なら我々だけのはずだったんだよ、総そう統とう閣かつ下か」

  「ん？　どういうことだ」

  「我々が極ごく秘ひ裏りに推し進めて成功させていた技術が、レジスタンスたちの手に渡ってしまってるよ、ってことだ」

  「……大変じゃないか」

  「ああよかった。わかってくれて。これでわかってもらえなかったら先生は総統閣下に対して大たい逆ぎやくの罪を犯しかねんところだった」

  「殺そうとするなよ、おい」

  「まあそれは未み遂すいでいいとしても、さらに困ってることが、先ほどの総統閣下の質問の答えにもつながる」

  「どれだよ」

  「あれが、今現在、渡わた邊なべ明あ日す美みなのかどうか、だ」

  「……違うんじゃないのか？」

  「それが、こちらの質問に対して何も答えずに困った様子でただうろたえる時間がときどきあるんだ」

  「つまり、どういうことだ？」

  「現在の仮説はこうだ。恐らく、レジスタンスは精神転送の技術をどこからか手に入れたは良いが技術か設備かが未熟だったため、完全な精神転送に失敗した。結果、今の渡邊の体にはレジスタンスの精神と渡邊明日美の精神の二つが同居している可能性が高い」

  　俺おれは何を言っていいかわからなかった。

  「……待て。じゃあ、それは、つまり、どういうことになるんだ、今後？」

  「何しろこちらも初めてのことだからな。全く予想がつかない。一つの器に二つの心なんてのは今や別段珍めずらしい話でもないが、ひょっとすると、この先どちらかの精神が消失してしまう可能性もある」

  　俺は思わず新にい出でに摑つかみかかった。

  「渡邊さんの心を消させるんじゃねーぞ？　約束しろ！」

  「そんな約束はできん。見守るしかないんだ。せいぜい祈ってろ」

  　渡邊さんの心があのまま消えてしまうなんてことだけは許せなかった。権ごん藤どうと渡邊さんは、まだきちんと再会していないのだ。せめて、それが終わるまでは消えないでほしい。

  「まあ、なるようにしかならんさ。先生だって、いろいろと聞き出す前にレジスタンスの心が消えてしまうのは非常に避けたいところでもあるからな。で、ほかに何か質問はあるか？」

  「あるに決まってる」

  「よし、聞こうか」

  「──先生はいったい何者だ？」

  　新にい出では大げさに肩をすくめてから言った。

  「前も言っただろ、先生は総そう統とう閣かつ下かの忠実なる部下で参さん謀ぼうで右腕で友達の」

  「うん。ただの人間だって言ったよな？　俺おれと同じ」

  　特別な力のない、ただの人間。あのとき新出は自分の家で、確かに俺にそう言った。

  「言ったよ。それがどうしたんだ？」

  「じゃ教えろ。何であんた、首に包丁ぶっ刺されたのに平然と生きてられるんだ？」

  　新出は眉まゆ根ねを寄せて口をポカンと開けたまま俺を見た。

  「何だよその顔は！」

  「総統閣下、頭大丈夫か？　首に包丁刺されて平気な人間なんているわけないんだぞ？」

  「お前がそうだから聞いてんだろうが！」

  「冗談はさておき。別に隠すつもりもないから教えるのは構わないが、本当のことを言うと全く教えたくない」

  「からかってんのかお前？　あ？」

  「だって前に先生が教えようとしたのに、総統閣下聞かずに出ていっちゃったじゃないか」

  「教えようとした？　は？　いつの話だよそれ？」

  「あくまで白しらを切るつもりか、このくそ悪あく代だい官かんめが」

  「敬うやまえや！　総統閣下じゃねえのかよ俺は！」

  　新出は椅い子すの上に体育座りをして唇くちびるを尖とがらせる。

  「それだって前までは全然信じてくれなかったくせに……」

  「もういいから教えてくれ。謝るから。すまん」

  「そこまで言うなら教えてやろう！」

  　新出は椅子の上に立ち上がって胸を張った。

  　めんどうくせえ、こいつ。

  　新出は美術準備室の壁に立てかけてある幾つものキャンバスを物ぶつ色しよくし始める。

  「よし、これが良いな。これでいこう。引っぱり出すから手伝ってくれ」

  　それは、巨大なキャンバスだった。そしてそこには等身大の新出の姿が描えがかれていた。

  「これって……」

  「実際の大きさで描かないといけないからめんどうくさいんだ、いちいち。よし、見とけよ総統閣下」

  　信じられないことが起きた。

  　目の前でさっきまで煙草タバコを吸っていた新出は、徐々に髪の色も肌はだの色も服の色までもなくしていき、生命力さえもなくしていくようだった。そして同時にキャンバスの中の新出が徐々に表面に膨らみ始め、やがて人間そのものの色と陰を作り出し、生命力に満ち[image: ]あふれ、キャンバスからそのまま出てきたのだ。

  「と、まあ。こういうわけだ。おしまい」

  「どういうわけだー!?」

  　先ほどまで喋しやべっていた新にい出ではすっかり、元は美術室にシーツをかぶせられて置かれていた粘土細工の塑そ像ぞうになってしまっていた。

  　そして今はキャンバスの中に描えがかれていたはずの新出が人間として喋っている。

  「つまり、これが完かん璧ぺきな精神転送の成果ってわけだ。あんなレジスタンスのやったような粗悪な技術とは違う」

  「え、てことは、先生も」

  「そう、先生の本当の肉体は三十年後の未来に保管されたままだ。精神だけをこの時代に転送した。しかも完璧な精神転送は、対象が絵であろうが塑像だろうが何にでも何度でも精神を移動させられる」

  「何にでも？」

  「条件は、それが本人が作り出したものであること、だけどな」

  　俺おれは新出の家の大量のスケッチブックの山を思い出す。あれはつまり──自分の体のスペアを作っていた、ということだったのか。

  「……じゃあなんだ、結局あのとき刺された先生は……」

  「元々は絵画だ。痛くもなんともなければ、死ぬこともない」

  　そういやこの人、右足に包丁刺されても全く痛がってなかったな。

  「しかし不ふ死じ身みって言ったって肉体が損傷すると動けなくなるのは人間と同じだから、また別の作品に精神を転送させないといけないんだ。さっきみたいに距離が近ければ楽だけど、渡わた邊なべに襲おそわれたときみたいに離れていると、そのぶん時間がかかってしまうのでな、到着が遅れた」

  「……不死身だけど、特別な力がないって、なんだよ、それ。あるじゃん。不死身じゃん」

  「特別な力じゃない。ただの技術の賜たま物ものだ。ああ、あえて言うなら、先生の絵の技術が特別な力、かな」

  「どういうことだ？」

  「前にも言ったと思うが、きちんと骨格から描かれてない絵に精神を転送すると、その絵のとおりに肉体が具ぐ現げん化かされてしまうので、歩きにくかったり内臓が変な位置にいったりしてものすごーく大変なのだ」

  「そ、そうか……。あれ、ちょっと待て？　じゃあ、五年前の事故のときの大おお怪け我がも」

  「うむ。その後新しい絵に転送したので、全く平気だ」。左手をぐるんぐるん回しながら平然と言った。

  　なんだそれ。

  「五年前に言ってくれよ？　先生は不死身だから大丈夫だぞとかなんとか！」

  「言ったところで信じないだろうに？」

  　そりゃ確かにそうだが。

  「……俺おれはあれからずっと、俺が何かをすれば誰かが傷つくって思い込んで──それで生き方まで変えたってのに」

  「別にそれ自体は悪いことでもないだろう？　誰かに強きよう要ようされたわけでもないし、自分で選んだ道なんだから」

  　確かに、そりゃそうなんだけどな。納得がいかない。

  「平凡に生きたいならそれを止めることもしないさ、総そう統とう閣かつ下か」

  「そうする──全力でそうさせてもらう」

  　俺は今はもう空っぽになってしまったキャンバスを見ながら尋ねる。

  「絵は、いつから描き始めたんだ？」

  「本格的に描き始めたのは、高校一年生の頃ころだな」

  「そっか、今の俺くらいのときか」

  「ああ。あのとき、ユキトが絵を描くことを勧めてくれたから、先生は今、不ふ死じ身みでいられるんだぜ」

  「へえ、俺がねえ……」

  　ん？　今、なんて言った？　俺が、絵を描くのを勧めた？　だと？

  「先生、ちょっと待てよ。え？　もしかして……」

  「言っただろ。自分が高校生のときから、ユキトを守り続けてきた──って」

  

  　それから新にい出では報告をするために一度未来へ戻らなくてはならないから、と俺を追い出した。

  　肉体転送よりも精神転送は時間の行ゆき来が楽なのだそうだ。なるほどやっぱりね、と納得できる話でもないし本当か噓うそかもわからないが、それよりもそのとき俺の頭を占めていたのは、最後の新出の衝しよう撃げきの告白だった。

  　新出の正体は、俺の同級生のうちの誰かなのだと言う。

  　俺のクラスで、絵が上手いやつといえば確か……。

  　しかし、もちろんそれも本当か噓か確かめる術すべはないし、もう既に出会っているのか、それともまだなのかもわからない。

  　恐らく新出もそれ以上明かすつもりはないだろう。

  

  　まあ良い。余計な詮せん索さくは平凡道の敵。俺の生き方に反するのだ。

  　これからはより強固に平凡道を貫つらぬいていかなければならないことがわかった。

  　何しろ俺はこのままいくと三十年後に世界の支配者になってしまうんだから。それだけは全力で避けなければいけない。

  　五年間かけて作り上げたマニュアルは書き換えられた。

  　平凡に平へい坦たんに平へい穏おんに平安に生きるための優先事項。

  　友達を信じ、助けること。

  　自分の中の正義を信じること。

  　きっと、世界を支配しちまおうなんて馬ば鹿かげたことを考える奴やつには、この二つが圧倒的に足りなかったに違いない。だから俺おれはこれを守り続ける。

  　俺の中のヒーロー。──最弱の支配者とか、その他、いろいろを信じる。



  


   あとがき

  

  　どうもこんにちは。はじめまして、この本を書いた人こと竹たけ内うち佑ゆうです。デス電でん所しよって劇団もやっていますよ。本日は本書を手に取っていただきまして真まことにありがとうございます。

  　本書は私にとって生まれて初めて書いた小説で、もちろんあとがきなんぞを書かせていただくのもやはり生まれて初めてなものでして、何書いて良いかわからないのが正直なところです。

  　創作秘話的なものでも書きましょうか。

  　秘話なんて大したものはないのにどうして創作秘話なんて言葉を使ってしまったのか一行前の自分に説教してやりたい気持ちを抑えつつも書かせていただきますと、ベッタベタの学園ラブコメディを書こうとしたのが始まりです。美少女が空から突然降ってきて、さえない主人公の下に押しかけ女によう房ぼう的につきまとい、主人公の憧あこがれるマドンナのクラスメイトや主人公に片思いをする眼鏡めがねっ子や美人の担任教師などにドキドキしながらも、ちょっとエッチなハプニング満載の非日常的日常を送るという。

  　そこまで設定を書いた段階でニヤニヤしながら「もう八割できたも同然」とビールを飲みながら友人に「いかに小説を書くのが大変か」を語っていたところ、友人に聞かれました。

  「どうしてその女の子は空から降ってきたの？」

  　そんなこと全く考えてなかった私は急に酒が不ま味ずくなり、一気に不機嫌になって「これだから素しろ人うとは困る」と叫んで会計を友人に押し付けるかたちで店を飛び出し、家に帰って頭を抱えました。さっきまで珠しゆ玉ぎよくのアイデアが詰まっていたはずの設定表はもはやその輝かがやきを完全に失っており、読み直せば読み直すほど「なにこれ」としか言葉が出てきません。さらに友人から先ほどの会計を割り勘にした金額がメールで届いており、ますます暗あん澹たんたる気持ちになりました。とりあえずその日は酔っ払っていたし眠かったので二十三時には布ふ団とんに入り、翌朝十一時に目を覚ました私は、まだ眠けの残る頭でこう考えました。

  「もっとちゃんと考えよう」

  　そうして「どうして女の子が空から降ってきたのか」を考えた結果、本書の物語ができあがりました。ちゃんと考えられているかどうかは読者の皆様の判断に委ゆだねたいと思います。

  

  　最後に、謝辞を。担当のＭさん。すぐに寝てしまいまして申しわけありませんでした。最後まで付き合っていただきまして本当にありがとうございます。感謝してもしきれません。今後もよろしくお願いいたします。イラストの明あけ星ぼしかがよさん。素敵なイラストをありがとうございます。打ち合わせのその場でサラサラと描いていただいた渡わた邊なべのイラストが、ラストの展開を書く後押しをしてくれました。

  　残り五人のユキトの部下もできることなら登場させてあげたいので、皆様どうぞよろしくお願いいたします。それでは。
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